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序

青森市内では、多数の遺跡が市内全域において確認されておりますが、

東部地区においては、大浦貝塚や山野峠遺跡などの著名な遺跡が知られ

ているものの、規模の大きい調査例は、他地域と比較すると僅かなもの

でありました。しかし近年では、青森県新総合運動公園建設事業に係る

発掘調査等により徐々に当地区における先人の営みが明らかになりつつ

あります。

そのような中、当委員会では東北縦貫自動車道八戸線建設事業に係る

市内諏訪沢地区所在の稲山遺跡について、平成9年度に実施した熊沢遺

跡発掘調査に引続き、その記録保存を図るため、発掘調査を実施してお

り、本書は、平成10年度に実施した発掘調査の結果をまとめたものであ

ります。

調査の結果、土坑等各種の遺構が多数存在することが確認されるとと

もに、土器や石器、土製品、石製品等、多量の遺物が出土し、縄文時代

前期並びに後期を主体とする遺跡であることが判明いたしました。

本書古丈いささかでも今後の埋蔵文化財の保護と活用に役立つことが

できれば幸いと存じます。

最後となりましたが、調査の実施から本書の作成にわたる、調査員、

関係各機関並びに各位からのご指導、地元各町会からのご協力、さらに

工事主体者であります日本道路公団並びに青森市都市政策部のご理解に

対しまして、厚くお礼を申し上げます。

平成13年3月

青森市教育委員会

教育長池田 敬





例 主主f
I=l 

1.本書は、平成10年度より青森市教育委員会が発掘調査を実施している青森市大字諏訪沢字山辺に所

在する稲山遺跡の、第 I次調査に相当する平成10年度分の発掘調査報告書である。第一分冊は本文

編、第二分冊は表・写真図版編とした。なお、平成10年度刊行の「稲山遺跡発掘調査概報」は、調査

について速報的にまとめたものであり、記載内容については、本書が優先する。

2.本遺跡の遺跡番号は、 01045である。

3.本書の執筆並びに編集は、青森市教育委員会が行った。執筆分担については、執筆者名を依頼原稿

では文頭に、他は文末に記した。

4.出土遺物の分類については、第4編「平成10年度発掘調査成果」の第3章「検出遺構と出土遺物」

第2節「出土遺物」において個々に記載した。

5.各遺構の計測値については、確認面から計測した数値である。

6.遺構番号は、原則的に遺構の種別毎に、確認順に番号を付した。

7.図版番号及び表番号は、原則的に「第O図」、「第O表」とし、順番に通し番号を付した古久依頼原

稿については「図OJとし、個々に番号を付した。

8.土層の注記については「新版標準土色帖J (小山正忠、竹原秀雄1993)に準拠した。

9.挿図の縮尺は、各図ごとに示し、また写真図版の縮尺については統ーを図っていない。

10.資料の鑑定及び分析について次の方々に依頼した(順不同・敬称略)。

遺跡周辺の地形と地質 青森県総合学校教育センター指導主事 工藤一漏

石器の石賀鑑定

水晶の鑑定 山梨学院大学教授

}/ 

十菱駿武

ll.引用参考文献は、巻末に収めている。文中で引用・参考にした文献については、文中に著者名、編

集機関名と刊行西暦年で示している。なお、依頼原稿では文末に記している。

12.発掘調査における出土遺物、実測図、写真等は、現在、青森市教育委員会で保管している。

13.発掘調査及び報告書の作成にあたって次の各機関・各氏からご指導・ご教示・ご協力を賜った。記

して感謝の意を表する(順不同・敬称略)。

青森県教育庁文化課・青森県埋蔵文化財調査センター・東部二区連合町会・諏訪沢地区農事振興会・

伊東信・上野隆博・岡田康博・小笠原雅行・葛西脇・鈴木徹・清野彰史・高橋潤・

田中寿明・中嶋友文・中村哲也・中村美杉・成田滋彦・畠山昇・福田友之・藤沼邦彦・

古屋敷則雄・三宅徹也





凡 例

1.本報告書内で使用する、スクリーントーン・表現方法・略称は以下のとおりである。

(1)図中で使用したスクリーントーン

地山(班層) 礁石器スリ 磯石器タタキ 磯石器クボミ

三
(※依頼原稿については文中に個別に表示)

(2)土坑の推定線等

(例)第16号土坑

戸
A 

杭

郭

y

輪

リ
部

グ
閉
山
六
¥。

底面輪郭

日

推定線

A-D:セヲション友ぴエレベーションポイント

(3)石器実測図の剥片石器原礁面については、ドットを基本的に用い、一部スクリーントーンを併

用した。

(4)グリッドの呼称

(例)AA-I00グリッド

Z AA AB 

100 

101 

102 

(5)図中、文中で使用した遺構の略称

「第O号竪穴住居跡」→ ro住」 「第O号土坑」→ ro土」

(6)図中で使用したアルファベットを用いた略称

P…土器 S…石器 LB…ロームブロック
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第 l章調査に至る経樟

第1編調査の概要

第1章調査に至る経緯

日本道路公団は、東北縦貫自動車置l戸線建設を計画し、青森~青森閑16kmの路線をその取り掛かり

の事業とした。

この事業について日本道路公団は、建設予定地内の埋蔵文化財包蔵地の所在の有無を青森県教育庁文

化課(以下県文化課とする。)に照会を行った。

これを受け県文化課は、熊沢、三内丸山 (6)、安田 (2)、栄山 (3)、稲山遺跡の5カ所の周知の遺

跡及び自衛隊敷地内における新規登録遺跡である岩渡小谷(1)遺跡の計6遺跡を確認し、路線変更も

しくは、それが適わない場合事前の発掘調査が必要である旨を回答した。

日本道路公団では、路線の変更は困難であることから事前の発掘調査を実施することとし、路線内の

遺跡のうち、熊沢遺跡については、遺跡所在地の管轄である青森市に発掘調査の依頼がなさtL..青森市

教育委員会が平成9年度に発掘調査を実施した。(註 1) 

引き続いて稲山遺跡についても、日本道路公団から平成10年2月13日付東北支調管第159号により、

青森市教育委員会に平成10年度からの発掘調査の依頼がなされた。青森市教育委員会では、協議の結果、

開発行為と文化財保護との円滑な調整を図るため、調査を受託することとし、日本道路公団からの平成

10年4月l日付東北支調管第146号による、平成10年度の調査依頼に対L、平成10年4月21日付青市教

委社第149号においてその旨を日本道路公団に回答した。

以後、平成11年度には、平成11年4月l日付東北支調管第145号、平成12年度には、平成12年4月l

日付東北支用管第166号において、当委員会への調査依頼がなさ才l、当委員会では平成11年4月l日付

青市教委社第148号、平成12年4月4日付青市教委文第 Iー I号において、調査受託の旨回答した。

また、東北縦貫自動車道八戸線建設事業については青森市都市政策部が地方協力をおこなっており、

平成10年度並びに平成12年度の調査については、調査委託者の一員となった。

なお、本遺跡の発掘調査は平成13年度も継続して実施する予定である。

註 I 青森市教育委員会 2000 a r熊沢遺跡発掘調査報告書」

(小野)

第2章発掘調査の方法

第 1節調査 区 の 設 定

調査区の設定にあたっては、工事用中心杭 STA.142とSTA.147を結ぶ直線を調査区長軸方向の基

準線 (AAライン)とし、工事用中心杭ST A.147でこれに直交する直線を調査区短軸方向の基準線

(100ライン)として調査区全体に4mx4mのメッシュを組んだ。なお、調査区長軸方向の基準線 (A

Aライン)は、真北より、東偏21"である。

グリッド杭の表示は、工事用中心杭STA.147(AA-100)を起点として北側へ、 Z、Y、X…、南

側へ、 AA、AB、AC…、の順にアルファベットを付し、また、東側へ99、98、97…、西側へ101、
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102、103…、の順に算用数字を付した。

各グリッドの呼称は、アルファベットと算用数字を組み合わせて示し、東隅のグリッド杭の表示によ

るものとした。

グリッド杭の打設にあたっては、業者に委託し、調査区内に必要に応じ、 8mないし20m間隔で調査

区全域に打設した。

調査区域での測量原点 (B.M.)は、工事用の測量原点を基準とし、業者に委託し、原点移動を行い、

調査区内に打設した全てのグリッド杭を測量原点 (B.M.) として併用した。

第 2節遺構

各遺構は、種類別、確認順に I番から遺構番号を付した。精査後、遺構でないと判明したものについ

ては欠番とした。ただし、平成10年度の調査において、調査区160ライン以西の土坑については、調査

区中央部において今後確認される土坑が多数存在すると思われたことから、 1000番もしくは、 2000番か

ら遺構番号を付した。また、遺構精査後、重複を確認した士坑については、一部100土A、100士B等、

算用数字とアルファベットを組み合わせた遺構番号を付した。

遺構精査にあたっては、原則として、 4分法、 2分法を用いることとし、その他、遺構の重複等必要

に応じ、土層観察用のベルトを設定した。

遺構の実測図作成においては、平面図、断面図を主体に作成した。また、遺構内出土遺物については、

必要に応じ、微細図、分布図を作成した。実測にあたっては、基本的に簡易遺り方測量で行い、縮尺に

ついては、原則として竪穴住居跡、土坑は縮尺20分の l、埋設土器遺構等その他の遺構については、縮

尺10分の lとした。写真撮影については、土層断面、完掘状況を主体に撮影し、必要に応じ、遺物出土

状況等を撮影した。フィルムは、モノクロームとカラーリバーサルを併用した。

第 3節遺物

出土遺物の記録は、遺構内外の遺物ともに、必要に応じ出土状況図、分布図を作成し、出土位置を記

録した。図面の縮尺については、基本的に20分のしもしくは10分の lとした。その他、必要に応じ写

真撮影を行った。フィルムは遺構と同様に、モノクロームとカラーリバーサルを併用した。

出土遺物の取り上げは、遺構内出土遺物は、主として半裁途中の出土遺物等、覆土の堆積状況確認前

に取り上げた遺物については、個々の遺構及び遺物の種類別に覆土を一括して取り上げた。覆土の堆積

状混議認後は、個々の遺構及び遺物の種類別に、覆土の各層位毎に一括して取り上げた。遺構外出土遺

物は、遺物の種類別に、原則的にグリッド単位で層位毎に一括して取り上げた。

出土遺物には、主に土器、石器、土製品、石製品等がある。なお、石器については、原則的に加工痕、

使用痕の認められるものを現地調査時に選択した。また、平成10年度調査のNa層精査時に際して、多

数の水晶の出土が見られたことから、出土水品についても取り上げることとした。その他、必要に応じ

て、炭化物、火山灰、土壌等をサンプリングした。

これら遺物の取り上げに際しては、一括土器は黄色、石器は青等、遺物の種類に応じ、色分けした遺

物カードに出土地点、出土層位、出土年月日等を記録した。

(小野)
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第2編遺跡の環境

第1章遺跡の環境

本遺跡が所在する青森市は、陸奥湾に面する青森平野とこれを取り囲む、東部の山地、南部に広がる

火山性台地、西部の丘陵地からなる。本遺跡は、青森市東部の山地に位置する。戸山団地北側の砥取山

からは、小山地が平野部に突出して伸びており、その末端部に相当するのが稲山である。

本遺跡は、市街地からは裏側にあたる稲山の南丘陵、標高1O~40mに位置Lている。本遺跡から北側

の陸奥湾へは、直線距離にして3畑、東側を流れる野内川へは2回の距離となっている。

調査対象範囲は、本遺跡範囲中の北側にあたり、地形的には、北西から南東に緩やかに下る斜面となっ

ている。そのなかで調査区中央部は、標高20~40mの丘陵が一部南に突き出している台地状の地形とな

っている。調査区東側とは10m前後の比高差がある、西側とは、 5m前後の比高差がある。西側は、稲

山の緩斜面の丘陵が続く。東側は、標高20m程の平坦面である。調査前には山林として利用されていた。

(小野)

第2章周辺の遺跡

本遺跡の周辺には、多数の遺跡が所在している。

本遺跡と同様、砥取山から稲山へと伸びる小山地には本遺跡の他に4カ所の遺跡が所在する。稲山の

北側の丘陵には、縄文、平安時代の後落遺跡、西側の丘陵には、縄文時代の桑原遺跡、小山地の基部、

東側には縄文時代中期、弥生、平安時代の牛芽畑遺跡が所在する。また本遺跡の東側には平野部を挟ん

で、高山の東丘陵に縄文時代の諏訪沢山辺(1)遺跡が所在している。これらはいずれも散布地として

登録されている。さらに本遺跡の南西、戸崎には中世の館跡である戸崎館遺跡が所在している。さらに、

高山の東側、野内川の西側にも 4カ所の遺跡が所在する。築木館遺跡は、中世の館跡である。その他縄

文時代前期から晩期にかけての時期の散布地が確認されている。

砥取山の南側の火山性台地にも多数の遺跡が所在する、縄文、平安時代の散布地が大半だ由主蛍沢遺

跡では、戸山団地造成に先立つ発掘調査が行われており、縄文時代早期から中、後、晩期、弥生、平安

時代の各時期の遺物のほか、縄文、平安時代の住居跡等、多数の遺構を検出している。

本遺跡の北西、市街地平野部分にも、 4カ所の遺跡が所在する。露草遺跡は奈良時代、沢田遺跡、小

柳遺跡は平安時代でいずれも散布地である。

本遺跡の北東、野内川以北にも多数の遺跡が所在している。

その中で長森遺跡は青森市教育委員会が2カ年にわたり発掘調査を実施しており縄文時代晩期の竪穴

式住居跡3軒、土壌墓を4基等検出している。また縄文時代後期の遺跡である山野峠遺跡の発掘調査に

おいては、一直線状に並ぶ石棺墓が7基検出されている他、石室に収められた土器棺が検出されており、

土器棺の内部から人骨を検出している。

海岸部には晩期の貝塚として著名な大浦遺跡が所在している。本遺跡は、平安時代の製塩土器が出土

している。

近年では、青森県新総合運動公園建設事業に伴い、宮田地区においては、青森県埋蔵文化財調査セン

ターにより、山下、上野尻、米山(1)、 (2)、玉水 (2)遺跡等の調査が実施されている。

(小野)
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第2章周辺町遺跡

周辺の遺跡

台帳番号 遺跡名 種別 所在地 時 代 文 献

l 山野峠遺跡 墓地
野内宇牧原、

縄文(後} 青森市教育委員会 1983 
矢田字牧原

2 長森遺跡 散布地 矢田宇山野井 縄文{晩}、平安 青森市教育委員会 1985 

3 築木館岩溜遺跡 散布地 築木館岩瀬 縄文(前・後・晩)、平安

4 築本館布引遺跡 散布地 滝沢字下河原 縄文(前・中・後)

5 戸山遺跡 散布地 戸山字赤坂 縄文(前・中)、事

6 玉清水(1)遺跡 散布地 駒込字月見野 縄文(晩} 青森市教育委員会 1967 

7 王清水(2)遺跡 散布地 駒込字月見野 不明

8 玉清水(3)遺跡 散布地 駒込字月見野 縄文(前} 青森市教育委員会 1971a 

9 月見野霊園遺跡 散布地 駒込字用見野 平安

10 且見野遺跡 散布地 駒込字蛍沢 縄文(前・後)

22 戸崎館遺跡 館跡 戸崎字宮井 中世

41 築木館遺跡 館跡 滝沢字下河原 平安・中世

42 沢山(1)遺跡 散布地 駒込字月見野 縄文(晩}

43 沢山(2)遺跡 散布地
駒込字用見野、

縄文、平安、中世
沢山字平野

44 沢山(3)遺跡 散布地 沢山字平野 平安

45 稲山遺跡 集落跡 諏訪沢宇野田 縄文(前・後) 青森市教育委員会 1999b、E∞Ob

46 桑原遺跡 散布地 桑原宇山崎 縄文

47 後誼遺跡 散布地
後植字外山、

縄丸平安
後誼宇久堅

48 駒込館遺跡 館跡
駒込字桐ノ沢、

平安
駒込字月見野

49 山の井遺跡 散布地 滝沢宇山の井 縄文(後}

51 沢田遺跡 集落跡 造道3丁目 平安

53 赤坂遺跡 散布地 戸山字赤坂 平安

57 蛍沢遺跡 集落跡 駒込字用見野 縄文(早・中~晩)、弥生、平安 青森市蛍沢遺跡発掘調査団 1979 

58 佃遺跡 散布地 佃 3丁目 縄文(前}

59 小柳遺跡 散布地 小柳丁目 平安

日o 野内遺跡 散布地 野内字鈴森 縄文(晩}

61 露軍遺跡 散布地 八重田3丁目 奈良

63 大浦遺跡 貝塚 野内字浦島 縄文(晩} 青森市教育委員会 1971b 

175 宇多未井錆遺跡 館跡 浅虫宇山下 中世

189 玉水遺跡 散布地 宮田字玉水 縄文、平安

190 宮田館遺跡 館跡 宮田字玉水 縄文、平安、中世

191 牛芳畑遺跡 散布地 諏訪沢字山辺 縄文(中}、弥生、平安

192 且見野(2)遺跡 散布地 駒込字蛍沢 不明

200 久栗坂浜田(1)遺跡 散布地 久栗坂字浜田 縄文(晩}

2日l 久栗坂浜田(2)遺跡 散布地 久栗坂字浜田 縄文(中}

202 宮田山下(1)遺跡 散布地 宮田宇山下 縄文(聞}

219 阿倍野(2)遺跡 散布地 幸畑字阿倍野 平安

221 且見野(3)遺跡 散布地 駒込字用見野 縄文(後}、平安

229 菖蒲沢(1)遺跡 散布地 矢田字菖蒲沢 縄文(後}

230 菖蒲沢(2)遺跡 散布地 矢田字菖蒲沢 縄文(晩}

231 宮由来山(1)遺跡 散布地 宮田字米山 縄文

232 諏訪沢山辺(1)遺跡 散布地 諏訪沢字山辺 縄文

235 且見野(4)遺跡 散布地 駒込字用見野 縄文(後}

264 月見野(5)遺跡 散布地 駒込字月見野 縄文

265 扇沢遺跡 散布地 本木字扇沢 縄文

272 鈴森(1)遺跡 散布地 野内字鈴森 縄文(後}

273 鈴森(2)遺跡 散布地 野内字鈴森 縄文(後}、江戸

274 小金沢遺跡 散布地 馬屋尻字小金沢 縄文(後}

275 米山(1)遺跡 散布地 宮田字米山 縄文(中・後・晩)、平安

276 米山(2)遺跡 集落跡 宮田字米山 平安 青森県教育委員会 20目。
277 山下遺跡 集落跡 宮田宇山下 縄文(聞・中・後)、平安 青森県教育委員会 1999、2∞o
278 玉水(2)遺跡 散布地 宮田字玉水 平安

279 玉水(3)遺跡 散布地 宮田字玉水 平安

280 玉水(4)遺跡 散布地 宮田字玉水 縄文(前・中)

281 上野尻遺跡 集落跡
矢田字上野尻、

縄文(前・中・後・晩}、平安 青森県教育委員会 1999 
宮田字米山

7 



第2踊遺跡の環境

第3章遺跡周辺の地形と地質

青森県総合学校教育センター指導主事工藤一禰

青森平野は新生代第四紀(約170万年前~現在)に形成された海岸平野であり、東は東岳を中心とし

た古い地層の分布する比較的急俊な山地、西は標高50~150mの比較的緩傾斜の開析が進んだ丘陵、北

は陸奥湾に面し、南は八甲田火山群につらなる火山性の台地に固まれている。

平野部は標高15m以下の平担地からなり、西の高田付近に荒川の扇状地、東の矢田前付近に野内川の

扇状地があり、標高2~lOmは各河川の三角州性の低地、標高2m以下の海岸低地は海岸線に平行な砂

州とその聞の湿地からなっており、それぞれの境界は市街地化や耕地整理によって不鮮明になっている。

平野部と西部の丘陵地との境界には「入内断層」と呼ばれる南北方向の大きな断層が存在している。こ

の断層は第四紀洪積世初頭(約170万年前)から活動を始め、断層の東側が最大で800m以上も北に落ち

込み、南方の八甲田火山群などの後背地から運ばれた大量の砕屑物により非常に厚い地層が堆積し、海

岸平野が形成されていった。

東部の山地は地質構造上、東北地方の脊梁山脈である奥羽山脈の延長部にあたり、新生代新第三紀

(約2500万年前~約170万年前)の火山岩、堆積岩などで構成されており、浸食作用により起伏の大き

い地形となっている。野内川流域の段丘面や綬傾斜地に扇沢・築木舘などの遺跡が存在する。

南~南東側の火山性台地は、八甲田カルデラ(現在の田代平)から噴出した八甲田火砕流堆積物、い

わゆる「田代平溶結凝灰岩」で構成されており、八甲田火山群から北方に続いており標高は40~500m

である。この台地を構成する溶結凝灰岩は侵食に弱いため、入内川、荒川、合子沢川、横内川、駒込川

など、いずれの河川の谷壁も25~40度と他の閲析谷に比べて著しく急傾斜となっている。この台地は北

~北西に流れる数本の河JIIによって分けられている。入内川、荒川、合子沢川、横内川、駒込川に挟ま

れた部分は平野に対し舌状に突き出した台地となっており、縄文時代の遺跡は各台地上に大部分が分布

する。

西部の丘陵地は閲析がすすみ、稜線の標高は50~150mで緩やかに北に傾斜している。砂・砂質シル

ト層からなる洪積世の岡町層を基盤に砂・砂磯や八甲田火砕流堆積物などが重なり、丘陵地と平野の境

界部に朝日山・細越・栄山など多数の遺跡が分布している。

本遺跡は、東部の山地に位置している。遺跡の北を流れる野内川に向かって大根小屋沢、牛努畑沢と

いう幅広い沢が合流しており、その西側の砥減山~稲山にかけて標高160~100mの非常に閲析が進んだ

尾根が速なっている。本遺跡は標高約100mの稲山から南東に伸びる尾根の末端部に位置しており、西

側山麓には昭和大仏がある。遺跡の地形は尾根の延長部と南北両翼部で異なっており、北翼の方が南翼

に比べて傾斜が大きく、遺構は尾根の延長部に集中している。

本地域の地層は大部分が新生代(約6500万年前~現在)の地層で構成されており、先第三系(約6500

万年以前の地層)は東部の東岳付近と夏泊半島の東岸に部分的に分布している。東岳付近のものは石灰

岩、粘板岩、チャートなどの堆積岩と花闘岩からなり時代未詳である。夏泊半島のものは石灰岩、チャ

ートからなり、石灰岩から発見されたコノドントという化石によって中生代三畳紀~ジュラ紀であるこ

とが分かつた。東岳の先第三系の年代は、夏泊半島と比較的近距離にあることや他地域の花嵐岩の年代

から中生代であろうと推定されている。
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第3章遺跡周辺町地形と地質

新生代新第三紀の地層は下位から金ヶ沢層・四ツ沢層・和田川層の順に重なっている。金ヶ沢層は主

に、変朽安山岩(風化・変質した安山岩)、凝灰岩、凝灰角疎岩などからなり、全体的に変質が激しく暗

緑色~紫色をしている。これらの岩石は新第三紀の海底火山活動によるものであり、野内川上流一帯に

分布している。四ツ沢層は金ヶ沢層分布域の周辺や駒込川・荒川の谷底に分布し、安山岩、玄武岩、泥

岩、凝灰岩からなる。凝灰岩はグリーンタフと呼ばれ緑色を呈し、流紋岩質~安山岩質である。和田川

層は泥岩、凝灰岩からなり、凝灰岩は野内川下流に分布し淡緑色~淡黄色で、凝灰角磯岩や細粒凝灰岩

が多い。

新生代第四紀(約170万年前~現在)の地層は岡町層と十和田・八甲田火山噴出物に分けられる。岡

町層は青森市西部の岡町、新城付近に分布し、砂岩、磯岩、シルト岩などからなり、西部の丘陵地の基

盤を構成している。十和田・八甲田火山噴出物は八甲田火山溶岩、八甲田火砕流堆積物、降下火山灰等

からなり、溶岩は両輝石安山岩~玄武岩質安山岩で多くの種類に分類されている。

八甲田火砕流堆積物は村岡・長谷(1990)によると、大きく 2つに区分さ:i'l、そのうち l期のものに

は水底火砕流堆積物として産する場合があり、従来の鶴ヶ坂層がこれに相当するという。 2期のものは

従来の団代平溶結凝灰岩に相当し、陸上火砕流堆積物が主体である。村岡・長谷(1990)はK-Ar法に

より八甲田第l期火砕流堆積物を約65万年前、八甲田第2期火砕慌堆積物を約40万年前の活動としてい

る。八甲田火砕流堆積物は「入内断層」によってできた低地を埋め、緩やかな勾配で北西側に傾斜し、

横内~駒込付近から平野に没し、平野部の試錐データによると断層の東側で1000m、市の中心部では500

m、市東部の矢田前付近では300mの深さまで達している。

本地域の火山灰層は沢田(1976)により 3層に区分さtL..下位から三内火山灰・大谷火山灰・月見野

火山灰と呼ばれている。下位の三内火山灰は中部と最下部に浮石帯をもっ赤褐色粘土質降下火山灰で、

中位の大谷火山灰は赤褐色粘土質降下火山灰と茶褐色浮石質降下火山灰よりなり、分布範囲は狭い。上

位の月見野火山灰は最も広範囲に分布しており、黄褐色浮石質火山灰からなり、浮石流~火山灰流の部

分も多い。

遺跡の基盤は周囲の地質等から新生代第三紀の和田川層と考えらすl、遺跡の中心部にその風化帯が露

出している。砥取山~稲山にかけて和田川層の緑色凝灰岩や流紋岩が分布しているが非常に変質が進ん

でおり、原岩の組織等は分かりにくい。基盤の上位には、赤褐色の粘土質火山灰が部分的に分布してお

り、これは大谷火山灰と考えられる。その上位には広範囲に黄褐色火山灰層が分布しており、これは月

見野火山灰と考えらtL..その上に黒色士が重なる。上位の火山灰層や最上位の黒色士は、地形によって

厚きが異なり、尾根の延長部で薄く、南北両翼部で厚くなっている。

なお、地形区分では1969年撮影の空中写真を使用した。

引用・参考文献

青森県 1983 土地分類基本調査『青森東部」

青森県 1985 土地分類基本調査『浅虫」

池田敬 1979 青森市の自然 (青森市教育委員会)

北村信他 1972 青森県の地質 (青森県)

村岡洋文・高倉伸一 1988 10万分の l八甲田地熱地域地質図・説明書 (地質調査所)

沢田庄一郎 1976 近野遺跡発掘調査報告書(llI) (青森県教育委員会)
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第2編遺跡の環境

沢田庄一郎

資源エネルギー庁

1976 三内丸山 (11)遺跡発掘調査報告書

1976 昭和50年度広域調査報告書「八甲田地域」

(青森県教育委員会)

• • 

国土地理院撮影 1969年空中写真(実体図)

図 1 地形区分図
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第l章基本層序

第3編堆積層の様相

第1章基本層序

本遺跡の発掘調査は、遺跡内の道路建設予定地内を対象とするため、総延長約600mにわたる長大な

範囲となっており、斜面地や沢地、丘陵地などを横切る調査区となった。このため、当初から地形に応

じて遺跡内の堆積層が異なることが予想されたこと、発掘調査の計画立案にあたり遺構の有無確認や堆

積状況の把握が必要となったことなどを勘案し、この範囲内に48ヶ所の土層確認用のピットを設定し調

査を実施した。士層確認ピットの調査地点は第I図“調査区設定図"に、各地点の堆積状況は第3・4

図“基本層序柱状模式図"に掲げた。

調査の結果、調査区域内全体の土層が連続的に堆積せず、地形や区域によって、堆積の状況が異なる

ことを確認した。火山灰の検出状況や時期が特定できる遺物包含層の有無、漸移層やローム層などの有

意な自然層の春在を基準に検討した結果、基本的に以下の7層に区分されることが明らかとなった。

第 I層:主に黒褐色を呈し、木草根等を多く含む表土である。近・現代に相当する堆積層である。

第E層:主に黒褐色を呈しており、平安時代以降に相当する堆積層である。

第E層:主に暗褐色を呈している。第皿層中や第E層上面に十和田a火山灰 (To-a)や、白頭山苫

小牧火山灰 (BーTm) と考えられるものが観察される。本市の小牧野遺跡においても同様な状況がみ

られることから、弥生時代に相当する堆積層として考えられる。

第W層:主に黒褐色を呈しており、縄文時代に相当する堆積層である。発掘当初、この堆積層の上位

には縄文後期、下位には縄文前期の遺物が包含していたことから、縄文中期の遺物包含層も勘案し、 N

a~Nc層の堆積層を想定していたが、縄文中期の包含層が検出きれなかったため、 Nb層は除外する

ものとする。すなわち、 Na層と表記していたものは縄文後期の遺物包含層を指し、 Nc層が縄文前期

の遺物包含層を指す。なお、 Na層並びにNc層については、次章で詳しく述べることとする。

第V層:主に黒色を呈する無遺物層である。

第VI層:主に暗褐色を呈し、第N層及び第V層のシルト質土壌と第四層のローム質土壌との漸移層で

ある。

第W層:主に黄褐色あるいは赤褐色を呈するローム層である。局所的に多量の角礁を包含するところ

もある。

第2章遺物包含層の様相

第 1節 Na層の様相

( 1 )概要

(児玉)

Na層は、縄文時代に相当する堆積層である第N層のうち、縄文後期の相当する遺物包含層である。

遺物包含層は、平成1O~12年度までの調査で、調査区のYー 136~153グリッドからAF ー 138~150グ

リッドに広がり、地形的には30~33mの等高線付近に形成されていることを確認した。調査区内におけ

る包含層の範囲は、現時点で約1.700rrlを測る古人一部調査区域外に広がる部分も含めると推定約2.000rrl

Il 



第3編堆積層の様相

30m 

11 
H=26.493 

20m 

25m一一一一一一

W 

四

15m 

25 
H=36.155 

35m 叩
間
同

Nc 

25m 

20m 

15m 
vn 

第3図基本層序柱状模式図 (1) 

- 12-



第2章遺物包含層の様相
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第2牽遺物包含層の様相

を測るものと恩われる。また、包含層は1O-IOOcm前後の厚さを測り、複数の土層で構成されるものも

ある。 X-AEー150ラインのセクション(第5図)では、縄文前期の竪穴住居跡の覆土上に堆積してい

る箇所や、堆積後に土坑の構築によって切られている箇所もある。こうした状況は、このセクションラ

インに限るものではなく、包含層全体で局所的にみられるものである。

(2)様群の出土状況大型配石遺構の存在

遺物包含層には、多量の土器や石器などの遺物のほかに、 Ikg以下の小型の礁から10kgを超える大型

の磯まで多量に包含している。これらの礁は、遺跡周辺の河原から運搬されたと恩われる磯や地山ロー

ムの中に含まれる角礁などで構成されている。

これらの出土状況は、地山ロームの中に含まれる角礁の場合、局所的にまとまりをもって分布してい

る。仮にこれを“角礁の一群"と呼称する。角礁の一群は、礁が広範にわたり分布するものや小さくま

とまるもの、ある程度の厚きで集積するものなど多様であり、現在までに様々な遺跡で確認されている

“配石遺構"や“集石遺構"のそれとは異なり、むしろ土器の廃棄状況に似た様相を呈する。本調査で

は縄文後期のフラスコ状土坑が多数検出されているが、それらの壁面は角礁がびっしりと詰った地山で

あることが多い。おそらしこの角磯の一群は、土坑の構築(地山の掘削)の際に出土した角礁の廃棄

プロックである可能性が高い。

遺跡周辺の河原から運搬されたと恩われる礁の場合、調査区のX-135-153グリッドからAG-135-

153グリッドの範囲内に分布し、この中から石棺墓や配石遺構も複数検出されている。第6図は、礁の分布

と石棺墓および配石遺構の配置状況を図化したものである。AAー141グリッドには、第2号石棺基第7

号配石遺構、第8号配石遺構が位置し、直径2mの環状配置となっている。これを中心に、半径9-14mの

環状帯に多量の礁とともに石棺墓や配石遺構が分布している。仮にこれを、“中央帯"と“環状帯"と呼ぴl

つのセットとして考えた場合、径2mの中央帯と径28mの環状帯からなる“環状列石"である可能性も考

えられる。また、その東隣の径15m前後の磯群からなる環状帯も同様な遺構として考えることもできる。

これらの遺構は、複数の磯群や配石遺構が偶然、環状にまとまっただけなのかもしれない古えいずれに

しても、相当数の礁の搬入や石棺墓および配石遺構の構築を含め、膨大な時間と労力をかけて構築された

ものであることには間違いはなく、多数の礁と複数の配石遺構が一体となった“大型配石遺構"である。

なお、この大型配石遺構や石棺基配石遺構は、平成13年度以降の発掘調査報告書で詳細を報告する

予定となっている。

(3)遺物の出土状況

lVa層からは、縄文後期初頭~前葉の土器や石器、土製品・石製品などが多量に出土しており、平成

10-12年度の調査でダンボール約600箱前後の遺物が出土している。

特に土器の出土が圧倒的に多い。第7図は、 X-AEー150ラインの幅50c皿のセクションベルトから

出土した土器の分布図で、上がセクション図と重ねあわせたもの、下が分布図のみのものである。これ

を見ると、lVa層から出土する土器の分布密度が非常に高いことが理解できる。平面的には、切られた

遺構が春在する部分を除いて、遺物包含層全体に土器がまんべんなく分布しているが、中には土器が密

集するプロックも複数みられる。土器が密集するプロックには、完形品や復元可能な土器も多い。

石器は、石録や石錐、石匙、石箆、磨製石斧、石皿、敵磨器類などのほか、後期前葉の特徴的な石器

である大石平型石箆古人石核や剥片とともに出土している。また、包含層からは水晶も多量に出土して

おり、中には利器としての可能性も考えられるものも数点みられる。

17 



噛
叫

ω
罰

ート
U-135 

十十+ + + ート

第1骨右棺暮 ~~晶司綱 引ゲ b
f富 山 、，T' 3z.~申i ?i ~.~，・守也

¥ F守配石 二。 句 丸~~，。 長会f

:tp 凸。旬。 ' 喝出?、 -:_'魚、1 0・o o~. 
J7。g莞 ξo ~~11号E舷恥- 6 . 。?え勺:
、血 司、札 "

第3号石棺墓 e 口 明p J 0・0
第6号配石 ω • • 

;.... ß~ t:) ~ 

諸
問
態
調
S
磁
益

十
、

。
邑

~ ~ s t ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 8 ~ ~ ~ a 
....!........L. l .. ~ ........ :~ alp一一丁寸-ITI 11 1 1下一丁ゴ二ご I 

AAoL...:・-+ー←ーι ・←4 ーー

KJ 

+ 
由

- 0 .・._"- 喝

" .. . 

民

u
q
u
 

田

L
l
↓

崎
、

¥
M

凶

-
m
O

哲
也

). 
第5尋配石

e 

.' <!. 

守

o g :;，. .19号配石

， 911，' 
c.， ~色

。.0 ，-?，o .: .~ 
í>~<$q長 第21母配右

旬。!b.'

。g

E 申a
q 

。。
。

第8号配空 """第2号石棺墓

九 jO
第7号配石

号長.9号配石

d3 '!... 桐 Aa。 、 v

・H
'" ~ω ': .巴わ :J.~ ，・~'

. 品 F・品仇_ u。
。い o匂z窓T畠r。ヘ色ぷ手

三与b令 .宣配沼庶貯，包o 
t.~: ~:， 00'官椀'i1" ~

O!t'.'- .... mwo :、 ~ ' (Jr-~色正 o 

φp 

、

O 

o~ ~ 

ψ@。

。
。τ

a 曲・

で ，.<tJ.~
、".. 1/ 

s
J

E

 

'

・
・

・H
v

a

骨

el円・i，

u

、
.
.
a伊

h
e
a
h
h

e

・

・

ヤ

ペ
?

"

?
?
・

，s・
1
1
H

軒以

ιrM由

民

句
-z
，

也

、

!"a-

・

ー

-
l

'e玄・τ

.、コ

総;二0

革、.. 
;五tvii金 e

<;~~字iJ

.。・-. . .・・-

亀.~ '. <1δ 
噌 e・:':..(/J τ 
.-LYタ a

。。. 
q 

，・，0 

eo .011， . 
-。・，・0

十
M-153 

ロコ

. ~ 
も

+ 
AD-135 

~:鞍3

選3'

~ 

''0 . 

ぺ‘苦手・・

十
AD-135 損な・ 第3号配石

Iti 
波 09 

.第2号配石

品
uw

a

・
G

A
四

o
ar 

+ 
AGー135

-
-v・

0
0
h
u
c
 

宮島.4骨配石

二←

b .. 
9 

斗
AG-141 

乞〉

十

。
匂

015m  

lVa眉における礁の分布第6図



セクション図に投影した分布図

32.500 

32.000 

E 31.500 
w;;: 31.000 
陣
勝 30.500

30.000 

29.500 

29.000 

土器のみの分布図

32.500 

32.000 

E 31.500 

極31.000

聴 30.500

30.000 

29.500 

29.000 

0.0 

-_ ・・ -_ 

2.0 

Y-150 
一一「ー

‘. 
. -・. . 

4.0 

- 19・20一

Z-150 
一一丁一ー

-E智子ー-
千『司... ""':: _._ -_r..J'・

一ーーー ー一一一 一 __l 

6.0 8.0 10.0 

AA・150
一寸一一

AB-150 
一一「一

主ま議主野総えhf・-
--~・

一一一一」一一一一一ー 一一ー し 一一一 一」一

12.0 14.0 16.0 18.0 

原点[X-150]からの距離(m)

第7図 lVa層における土器の分布

AC-150 
一丁一

AD-150 
一一「ー

明蝿精k'O':e" _"ー

・・・・?ー争時電勘

一一一 一 」一一一一 一 」

20.0 22.0 24.0 

つ

26.0 



第2牽遺物包含層の様相

土製品や石製品は、土偶や鐸形土製品、ミニチュア土器、土器片利用土製品、三角形岩版、円形岩版、

有孔石製品、球状石製品などが出土しているが、なかでも土器片利用土製品や三角形岩版、円形岩版と

いった盤状を呈する製品が極めて多量に出土Lている。

石器や土製品、石製品の出土状況は、土器の密集プロックの中に含まれることが多〈、土器とともに

廃棄されたものと考えられる。

以上のように遺物の大半は、廃棄されたものと考えられる古久上述した磯群の出土状況、つまり大型

配石遺構の存在の可能性からみて、祭組・儀礼時に使用されたものも含まれているものと思われる。と

くに、土製品や石製品など第三の道具(小林 1977)と呼ばれる祭租性の強い遺物の出土も多しなか

でも出土量が極めて多い円形や三角形を呈する岩版類は、青森県小牧野遺跡や一ノ渡遺跡、秋田県伊勢

堂岱遺跡など大型配石遺構を有する遺跡からも多量に出土しており、祭租・儀礼時に関わる特徴的な遺

物として挙げられよう。

なお、出土量や遺構配置の関係を表した分布状況の詳細は、報告書刊行最終年度の考察編に掲載する

予定である。

第2節 Wc層の様相

( 1 )概要

Nc層は、縄文時代の堆積層である第N層のうち、縄文前期に相当する遺物包含層である。遺物包含

層は、平成10-12年度までの調査で、調査区のRー133-136グリッドからTー133-136グリッド及びX

148-155グリッドからAF-146-155グリッドの概ね2ヶ所(連続する可能性も考えられる)に広が

り、地形的には28-33mの等高線付近に形成されていることを確認した。

また、 Nc層に連続する士層が竪穴住居跡の覆土として確認されている。このNc層が堆積する直前

期には、廃絶された竪穴住居跡が患地として形成されていたものと推測される。

竪穴住居跡窪地の中には、多量の土器が出土する場合があり、平成ll-12年度調査の第22号竪穴住居

跡(窪地)からは円筒下層b式を主体とする土器、第II号住居跡(窪地)からは円筒下層d，式土器が、

いずれも70個体前後も出土しており、捨て場として理解されるものもある。

(2)遺物の出土状況

Nc層からは縄文前期中葉~末葉の土器や石器、士製品、石製品などが出土しており、平成10-12年

度の調査でダンボール100箱前後が出土している。

土器は円筒下層b式及びd式を主体とする土器古室、局所的に個体で出土したり、破片を主体にしてあ

る程度のまとまりをもって出土したりする場合が多い。また、前項でも触れたが、竪穴住居跡廃絶後の

窪地から多量の土器が密集して出土する場合もある。また、円筒下層式の土器のほか、本県でも類例の

少ない大木6式土器の完形品、北陸地方の前期末葉の土器である福浦上層式~朝日下層式の中に位置付

けられる土器片も出土している。

石器は、石鎌や石匙、敵磨器類の出土が多いが、円筒土器の特徴的な石器である打製石器、すり切り

打法による石斧や研石、半円状扇平打製石器の出土も目立つ。

土製品や石製品の類はほとんどみられず、現在のところ土器片利用土製品(中央に孔をもっ土製円盤)

が若干みられるのみである。

(児玉)
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第4踊平成10年度発掘調査成果

平成10年度発掘調査成果第4編

平成10年度稲山遺跡発掘調査要項

1.関査目的

東北縦貫自動車道八戸線(青森~青森)建設工事、高規格道路建設促進事業に先立ち、予定地内

に所在する埋蔵文化財包蔵地の発掘調査を実施し、遺跡の記録保存を図り、地域社会の文化財の活

用に資する。

第1章

2. 遺跡名及び所在地

稲山遺跡 (いなやま)

青森市大字諏訪沢字山辺地内

平成10年4月 1日~平成11年3月31日

平成10年5月日日~平成10年日月20日)

3.事業実施期間

(発掘調査期間

16. 100rri (調査実施面積 7.552rri)5.調査対象面積

日本道路公団、青森市都市政策部6.周査委託者

青森市教育委員会7.調査受諾者

青森市教育委員会生涯学習部社会教育課埋蔵文化財対策室8.調査担当機関

学

学

学

学

学

学

古

古

古

質

古

古

考

考

考

地

考

考

青森県教育庁文化課

青森大学考古学研究所所長兼教授

山梨学院大学教授

青森県考古学会会長

青森県総合学校教育センター指導主事

青森市立長島小学校教諭

青森市立長島小学校教諭

東部二区連合町会長

諏訪沢地区農事振興会会長

地主

地主
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村越潔

十菱駿武

市川金丸

工藤一粛

長沼圭一

三浦孝仁

小笠原実

斎藤義隆

盛川 功

斎藤誠

9.周査指導機関

10.調査体制

調査指導員

調査員

調査協力員
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ノノ

ノノ
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事l章 平 成I日年度稲山遺跡発掘調査要項

敬

勝

弘

夫

敦

文

逸

之(調査担当)

義

正

義

淳

貴

淳

田

藤

岡

津

野

村

藤

山

士

池

薦

問

遠

福

石

回

青森市教育委員会

教育長

生涯学習部長

社会教育課長

埋蔵文佑財対策室長

室長補佐

埋蔵文化財係長

事主

調査事務局

小/1 

成(調査担当)

陽一郎(調査担当)

政健

大

木

児

沼宮内

設楽

玉

/1 

n 

/1 

/1 

(小野)

調査経過

5月11日、調査開始式を行い、草刈り等調査区内外の環境整備を開始した。

5月中旬、調査区内の層序観察のため、 1X2mのテストトレンチを調査区全体に設定し、試掘を開

始した。調査区中央部の台地上部から東斜面を中心に縄文時代後期の遺物包含層を確認した。また、そ

の下層では縄文時代前期の遺物包含層を確認した。台地上部から東側の平坦面まで広がるものと恩われ

た。台地上部では、さらにその下部に遺構の容在も予想された。縄文時代後期の遺物包含層からは、十

腰内 I式土器が主体的に出土し、縄文時代前期の遺物包含層からは、円筒下層dl式土器が主体的に出

土した。

5月下旬、遺物の分布が密である調査区中央の台地上で表土剥ぎを開始した。また一部トレンチによ

り試掘をおこなったところ多数の土坑を確認した。

6月上旬、調査区西側については、遺構分布状況を確認するため 8x32mのトレンチを設定し試掘を

行った結果、 2基の土坑及び溝状の落ち込みを Iカ所確認した。調査区中央部では、表土剥ぎが終了し、

縄文時代後期の遺物包含層の精査を開始した。以後遺物包含層の精査を主体に調査をおこなった。

7月中旬、縄文時代後期の遺物包含層の出土状況について写真撮影、微細図、分布図作成を主体に調

査を行った。

7月下旬、遺物包含層の精査が終了したACー 150第V層において土坑を確認し精査を開始した。

8月、徐々に縄文時代後期の遺物包含層の精査が終了し、 Nc層、第V層上面で密に分布する土坑を

確認し、精査を続けた。

9月初旬 台地上において確認した土坑が170基に達した。また、台地南斜面においては縄文時代前

期の竪穴住居跡を確認したが、一部検出に留まった。

9月下旬、調査区西側では、散発的に分布する土坑を確認し精査を行った。

10月、確認した全ての土坑の精査は困難と恩われX-AAー 149-153範囲での土坑の精査を主体に調

査をおこなった。
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第4踊平成10年度発掘調査成果

10月下旬 当初10月末までの予定であった調査期間を日月20日まで延長することとした。

11月上旬 引き続き遺構精査を主体に調査を行った。また、越冬にあたっての環境整備も行った。

11月20日 調査終了式を行い、平成10年度の調査を終了した。検出遺構数は土坑96基である。出土遺

物量は、段ボール箱換算で480.箱であった。

(小野)
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第3章検出遺構と出土遺物

第 1節 検出遺構

1.土坑

第1号土坑(第11図)

[位置・確認層1Z -150グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]なし。

第3章検出遺構と出土壇物

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径118園、底面は推定で110咽 x102個、深さは28佃であ

る。

[壁]全体として外側へ緩やかな立ち上がりを呈する。北西側は一部オーバーハングする。

[底面]ほぽ平坦である。

[堆積士]黒褐色士が堆積し、パミスを含む。人為堆積と思われる。

[出土遺物]第 1層より第E群 5a類土器(第31図27)、第N群 2a類ないし 6類、 4類土器(第31図

2&. 29)が出土している。

[時期]出土遺物から縄文時代後期の土坑と恩われる。

第2号土坑A (第11図)

[位置・確認層1AA-149・150グリッドに位置する。第2号土坑B覆土において確認した。

[重複]第2号土坑Bと重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は楕円形で、関口部は14四 x24皿、底面は24四 x16皿、深さは37佃である。

[壁]全体に西側に傾いて立ち上がる。

[底面]南側から北側へ傾斜が見られるが、ほぽ平坦である。

[堆積土12層に分層した。第 I層は褐色土が堆積し、人為堆積と恩われる。

[出土遺物]覆土より石鎌3類2がI点(第45図 1)、敵磨器2A類が I点(第51図54)出土している。

[時期]出土遺物及び遺構聞の重複関係から縄文時代後期の土坑と恩われる。

第2号土坑B (第11図)

[位置・確認層1AA-149・150グリッドに位置する。 Nc層、 V層において確認した。その後、設定

してあったベルトの観漆でNa層を掘り込む土坑であることを確認した。

[重複]第5号竪穴住居跡」第2号土坑A、第179号土坑と重複し、本遺構は、第5号竪穴住居跡より新

しく、第Z号士坑A、第179号士坑より古い。

[平面形・規模]平面形は楕円形で、関口部は2旧O佃x148cm、底面は長径182園、深さは86cmである。

[壁]西側は外側lへ直線的に立ち上がる。東側は、緩やかにオーバーハングしフラスコ状を呈する。

[底面]起伏があるがほぼ平坦である。西側の壁際、北側及び西側の壁よりに合計3基の底面ピットを

有する。

[堆積士17層に分層した。第 I層の黒褐色土はNa層に相当すると恩われる。黒褐~褐色土を主体と

し、パミス、ロームを含む。人為堆積とj恩われる。
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第4踊平成10年度発掘調査成果

[出土遺物]土器は、第5、2層より第E群3類、 5a類土器(第31図34、36)、第6、5、3、 I層、

覆土より第N群 1~2類、 2類、 2b類、 3~4類、 4類、 5 類、 8類土器(第26図 I 、第31図30~

33、35、37、38)が出土している。石器は、第6層より不定形石器 1C類がI点(第45図4)、 10類

がI点(第45図的、第Z層より不定形石器 1A類がI点(第45図2)出土している。土製品は、覆土

より土器片利用土製品が3点(第55図1~3) 出土している。石製品は、覆土より円形岩版が2点(第

56図l、2)出土している。

[時期]出土遺物及び遺構聞の重複関係から縄文時代後期の土坑と恩われる。

第3号土坑(第11図)

[位置・確認層1Z -150・151グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径130皿、底面は長径120c皿、深さは20cmである。

[壁]やや外側へ直線的に立ち上がる。

[底面]西側から東側へ若干の傾斜を有するが、ほぽ平坦である。中央部に底面ピットを有する。

[堆積土12層に分層した。呆褐色土が堆積し、 LBを含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、第 l 層より第E群7類土器(第31図39)、第 l 層、覆土より第N群 1~2類、 2

類、 3類、 5類土器等(第31図40~45) が出土している。石器は、第 I 層より石銀3類2が l 点(第

45図5)出土している。石製品は、第 I層より有孔石製品がI点(第56図3)出土している。

[時期]出土遺物から縄文時代後期の土坑と恩われる。

第4号土坑(第11図)

[位置・確認層1z. AAー150グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]第5号士坑と重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径150cm、底面は長径150園、深さは26cmである。

[壁]北東側は若干オーバーハングして立ち上がる。南西側はやや外側に直線的に立ち上がる。

[底面]ほぽ平坦である。中央部に底面ピットを有する。

[堆積士19層に分層した。黒褐色土を主体とし、 LB、パミスを含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、第9層より第E群7類土器(第31図46)、第9 、 7~4 、 2層、覆土より第W群土

器、第N群2a類、 3類、 3~4類、 4類、 7 類、 10類土器(第26図 2、第31 ・ 32図47~55) が出土

している。石器は、第5層より、不定形石器 1C類がl点(第45図7)、覆土より石鎌3類2がl点

(第45図的出土している。

[時期]出土遺物及び遺構聞の重複関係から縄文時代後期の土坑と思われる。

第5号土坑(第11図)

[位置・確認層1Z・AAー149・150グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]第4号土坑と重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は不整な円形で、関口部は最長1I9cm、底面は最長1I9cm、深さは12四である。

[壁]北側は、わずかしか壁を検出していない。南側は外側に緩やかに立ち上がる。
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[底面]南側から北側に若干傾斜しているがほぼ平坦である。

[堆積土]黒褐色土が堆積している。

第3章検出遺構と出土壇物

[出土遺物]土器は、第l層より第II群7類土器(第32図59、60、64)、第N群4類、 5類、 6類、 7

類、 8類、 10類土器(第32図56-58、61-63)が出土している。

[時期]出土遺物から縄文時代後期の土坑と恩われる。

第7号土坑(第12図)

[位置・確認層1Z. AAー150・151グリッドに位置する。第Nc層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は楕円形で、関口部は174cmx158但、底面は157佃 x136cm、深さは45cmである。

[壁]一部外側に屈曲するが、おおむね底面より直線的に立ち上がる。

[底面]若干の起伏が見られるがほぼ平坦である。

[堆積士]第4層に分層した。黒~暗褐色士を主体としパミスを含む、人為堆積と思われる。

[出土遺物]土器は、覆土より第E群3類、 5a類土器(第32図65、66)、第N群土器(第32図69)、W

群2b-3類、 4類、 5類土器等(第32図67、旬、 70、71)が出土している。土製品は、覆土より多

孔土製品がl点(第55図4)出土している。

[時期]出土遺物から縄文時代後期の土坑と恩われる。

第S号土坑(第12図)

[位置・確認層1AA. AB-150・151グリッドに位置する。第Na層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径106皿、底面は長径138cm、深さは109四である。

[壁]オーバーハングし、フラスコ状を呈する。

[底面]ほぽ平坦である。

[堆積土125層に分層した。覆土全体に炭化物、ローム、角磯等を多量に含む。人為堆積と思われる。

[出土遺物]土器は、第11、8、4層、覆土より第N群土器(第32図72)、第N群2a類、 5類、 7類土

器(第26図3、32図73、74)が出土している。石器は、第4層より敵磨器2A類が l点(第51図57)、

覆土より不定形石器 1C類がI点(第45図的、敵磨器 1A類が2点(第51図55、59)、2A類がI点

(第51図56)、40類がI点(第51図58)出土している。石製品は、覆土より円形岩版が2点(第56図

4、5)出土している。

[時期]遺構確認層及び出土遺物から縄文時代後期の土坑と思われる。

第9号土坑(第12図)

[位置・確認層1Z -150グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は106佃 x98cm、底面は130cmx116cm、深さは56cmである。

[壁]オーバーハングし、袋状を呈する。

[底面]北側から南側に若干傾斜する由主ほぽ平坦である。中央部に底面ピットを有する。
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第4踊平成10年度発掘調査成果

[堆積土15層に分層した。褐色土を主体とし LB、円礁を多量に含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、覆土より第E群5a類、 7類(第32図75、76)、第IV群4類、 5類土器(第26図

4 、 5、第32図77~80) が出土している。石器は、第2層より、磨製石斧A類が I 点(第51図60)、覆

土より石皿B類がI点(第51図61)出土している。

[時期]出土遺物から縄文時代後期の土坑と恩われる。

第10号土坑(第12図)

[位置・確認層1Zー150グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]第15号士坑と重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は不整な円形で、関口部は1l0cmx96cm、底面は長径133cm、深さは42cmである。

[壁]オーバーハングし、袋状を呈する。

[底面]ほぽ平坦である。

[堆積士]黒褐色士が堆積している。パミスを含む。人為堆積と思われる。

[出土遺物]土器は、第 I層より第E群5a類、 7類土器(第32図81、82)が出土している。石器は、

第 I 層より不定形石器 IA類が3点(第45図 9~1l)出土している。

[時期]出土遺物から縄文時代前期の土坑と恩われる。

第11号土坑A (第12図)

[位置・確認層1Z -149・150グリッドに位置する。第vl層において確認した。その後設定してあった

ベルトの観察でIVa層を掘り込む土坑であることを確認した。

[重複]第11号土坑Bと重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径121皿、底面は長径114cm、深さは26cmである。

[壁]一部オーバーハングする個所も見られるが、他は全体として外側へ緩やかに立ち上がる。

[底面]ほぽ平坦である。やや中央に底面ピットを有する。

[堆積土]黒褐色土が堆積する。パミスを含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]石器は、第 I層より石鎌2類 lがI点(第45図12)出土している。

[時期]遺構確認層及び出土遺物から縄文時代後期の士坑と思われる。

第11号土坑B (第12図)

[位置・確認層1Z -149・150グリッドに位置する。第日号土坑Aの底面において、第日号土坑Aより

古い、土坑底面の一部と底面ピットを確認した。

[重複]第11号士坑Aと重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形、規模は不明である。

[壁]不明である。

[底面]残存する底面はほぼ平坦である。底面ピットを有する。

[堆積士]底面ピット堆積士も含め2層に分層した。第2層は、パミスを含む。人為堆積と思われる。

[出土遺物]なし。

[時期]遺構聞の重複関係から縄文時代後期以前の土坑と恩われる。
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第3章検出遺構と出土壇物

第12号土坑(第13図)

[位置・確認層1Z -149・150グリッドに位置する。第V層において確認した。その後設定してあった

ベルトの観察によりIVa層を掘り込む土坑であることを確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径103cm、底面は長径127曲、深さは57佃である。

[墜]オーバーハングし、袋状を呈する。

[底面]北東側から南西側へ傾斜が見られる。南側壁際に底面ピットを有する。

[堆積土]底面ピット堆積土を含め8層に分層した。第 1-4層の覆土上層は、暗褐色土を主体とする。

人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、第I層、覆土より第E群7類土器(第33図83、84、86)、第W群4類(第26図的、

7類土器(第33図85、87)が出土している。土製品は、覆土より笠形土製品がI点(第55図5)出土

している。

[時期]出土遺物より縄文時代後期の士坑と思われる。

第13号土坑(第13図)

[位置・確認層1Z -151グリッドに位置する。第IV層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径112咽、底面は長径103畑、深さは41佃である。

[壁]外側にやや湾曲して立ち上がる。

[底面]北側から南側に若干の傾斜が見られるが、ほぽ平坦である。

[堆積土15層に分層した。自然堆積と思われる。

[出土遺物]土器は、覆土より第E群5a類、 7類土器(第33図88、89)、第IV群土器(第33図94)、第

W群2b類、 3類、 4類、 5類、 8類土器(第33図90、91、92、旬、 95)が出土している。

[時期]出土遺物より縄文時代後期の土坑と恩われる。

第14号土坑(第13図)

[位置・確認層1Y -150グリッドに位置する。第VI層において確認した。

[重複1173号士坑A、173号土坑Bと重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径120cm、底面は長径98皿、深さは21cmである。

[壁]外側へ直線的に立ち上がる。

[底面]ほぼ平坦である。中央に底面ピットを有する。

[堆積士16層に分層した。黒褐色士が堆積する。自然堆積と思われる。

[出土遺物]土器は、覆土より第E群3類土器(第33図96)、第W群6類、 8類土器(第33図97、98、

99)が出土している。石器は、覆土より石錬2類2がI点(第45図13)出土している。

[時期]出土遺物より縄文時代後期の土坑と恩われる。

第15号土坑(第13図)

[位置・確認層1Z・Y-150グリッドに位置する。第IVa層において確認した。
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第4踊平成10年度発掘調査成果

[重複]第10号土坑と重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径102皿、底面は長径168皿、深さは133皿である。

[壁]オーバーハングし、袋状を呈する。

[底面]若干の起伏が見られるがほぼ平坦である。

[堆積土19層に分層した。褐~暗褐色土を主体とし、角礁を含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、第9、 l層、覆土より第W群4類、 4ないし 6類、 6類、 11類土器(第26図7、

第33図100、101、102)が出土している。石器は、第I層より敵磨器3類がI点(第51図62)出土して

いる。水晶は、第4層より l点(第45図14)が出土している。

[時期]遺構確認層及び出土遺物より縄文時代後期の士坑と恩われる。

第16号土坑(第13図)

[位置・確認層1Y -150グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]第18号土坑と重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は楕円形で、関口部は102四x92咽、底面は長径110c皿、深さは88佃である。

[壁]オーバーハングし、袋状を呈する。

[底面]若干の起伏が見られるがほぼ平坦である。

[堆積土114層に分層した。褐~晴褐色土を主体とし、 LB、炭化物を含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、第14、13、 I層より第E群7類土器(第33図103、104、105、116)、第13、12、

10、9、7、2、 1層、覆土より第W群土器(第33図107、109、114)、第W群2類、 4類、 5類、 6

類土器(第26図8、第33図106、108、110、111、112、113、115、117、118)が出土している。石器

は、第13層より不定形石器 10類が l点(第46図15)出土している。

[時期]出土遺物より縄文時代後期の士坑と恩われる。

第18号土坑(第14図)

[位置・確認層1Y -150グリッドに位置する。第vl層において確認した。

[重複]第16号土坑と重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は楕円形で、関口部は15000x11800、底面は140x11000、深さは12四である。

[壁]外側に緩やかに立ち上がる。

[底面]北側から南側へ若干の起伏が見られるが、ほぽ平坦である。

[堆積土]埋設されたと恩われる土器内部も含め4層に分層した。黄褐色土を主体とする。人為堆積と

恩われる。

[出土遺物]土器は、第3、4層より第E群5a類土器(第27図9)が出土している。石器は、第3層

より、敵磨器 1B類が I点(第52図63)、2A類がI点(第52図64)、2C類が I点(第52図65)出土

している。

[時期]出土遺物より縄文時代前期の土坑と恩われる。

第20号土坑(第14図)

[位置・確認層1Y -150グリッドに位置する。第vl層において確認した。
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第3章検出遺構と出土壇物

[重複]第22号土坑と重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径98個、底面は長径94回、深さは77四である。

[壁]全体として若干オーバーハングする。袋状を呈する。

[底面]起伏がある古人ほぽ平坦である。

[堆積土13層に分層した。褐~暗褐色土が堆積する。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、覆土より第E群7類土器(第34図119、120)、W群土器(第34図121、122)が出土

している。

[時期]出土遺物より縄文時代後期の士坑と恩われる。

第21号土坑(第14図)

[位置・確認層1Y -150グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]第20号土坑、第198号土坑と重複し、本遺構は、第20号土坑より古く、第198号土坑より新しい。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径1I6cm、底面は長径130皿、深さは58cmである。

[壁]オーバーハングし、袋状を呈する。

[底面]外側lから中央部へ若干の傾斜が見られる由主ほぽ平坦である。中央に底面ピットを有する。

[堆積土14層に分層した。明褐~黒褐色土が堆積する。第 1~3層は、 LBを含む。第4層の黒褐色

土は円礁を含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、覆土より第E群3類土器(第34図126)、第3、2層、覆土より第N群土器(第34

図123， 124、 133)、第N群4類、 5 類、 6類、 8類土器(第34図125、 127~132、 134、 135) が出土し

ている。石器は、覆土より敵磨器2B類が I点(第52図66)出土している。

[時期]遺構聞の重複関係及び出土遺物より縄文時代後期の土坑と恩われる。

第22号土坑(第14図)

[位置・確認層1Y -150グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]第20号土坑、第21号土坑と重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径104皿、底面は長径114皿、深さは103皿である。

[壁]全体と Lて南西側へ若干オーバーハングする。袋状を呈する。

[底面]北側から南側へ傾斜する。

[堆積土18層に分層した。赤褐~黒褐色土が堆積している。全体に炭化物、ロームを含む。人為堆積

と恩われる。

[出土遺物]土器は、第6、3層より第E群5a類、 7類土器(第34図137、139)、第8、6、3、2層、

覆土より第N群4~6類、 5類、 6類、 11類土器(第34図136、 138、 140~146) が出土している。石

器は、第6、5層より不定形石器 1A類が各 l点(第46図16、17)出土している。土製品は、第3層、

覆土より土器片利用土製品が各 l点(第55図6、7)出土している。

[時期]遺構聞の重複関係及び出土遺物より縄文時代後期の土坑と恩われる。

第23号土坑(第14図)

[位置・確認層1Y -150、151グリッドに位置する。第vl層において確認した。
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第4踊平成10年度発掘調査成果

[重複]第24号土坑と重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径112皿、底面は長径104皿、深さは24皿である。

[壁]外側に緩やかに立ち上がる。

[底面]外側から中央部に緩い傾斜が見られる。

[堆積土] 2層に分層した。黒褐色土が堆積している。

[出土遺物]土器は、覆土より第E群7類土器(第34図147、148)が出土している。

[時期]出土遺物より縄文時代前期の土坑と恩われる。

第24号土坑(第15図)

[位置・確認層]Y -150、151グリッドに位置する。第vn層において確認した。

[重複]第23号土坑と重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は楕円形で、関口部は156皿X140個、底面は長径182皿、深さは61皿である。

[壁]オーバーハングしフラスコ状を呈する。

[底面]若干中央に傾斜するがほぼ平坦である。

[堆積土] 5層に分層した。暗褐色土を主体とする。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、覆土より第E群3類、 5a類、 7類土器(第34図149-152)が出土している。石

器は、覆土より不定形石器 1C類が l点(第46図18)出土している。

[時期]遺構聞の重複関係及び出土遺物より縄文時代前期の土坑と思われる。

第25号土坑(第15図)

[位置・確認層]Y・Z-151グリッドに位置する。第VI層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径124cm、底面は長径140c皿、深さは86佃である。

[壁]オーバーハングし袋状を呈する。

[底面]若干の起伏が見られるがほぼ平坦である。中央に l主主壁際に小規模な5基の底面ピットを有

する。

[堆積士]11層に分層した。暗~黒褐色土を主体とし、暗褐色士は LB、パミスを多量に含む。 9、11

層黒褐色士はパミス、炭化物を含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、第5、3、2層より第E群5a類、 7類土器(第35図155、156、160)、第11、呂、

3、2層、覆土より第N群土器(第35図153、154)、第N群4類、 8類土器(第35図157、158、159、

161、162)が出土している。石器は、第I層より不定形石器 1B類がI点(第46図19)、敵磨器 1A類

が I点(第52図67)出土している。

[時期]出土遺物より縄文時代後期の土坑と恩われる。

第27号土坑(第15図)

[位置・確認層]x. Yー151グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]第26号士坑と重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径124cm、底面は長径140園、深さは86cmである。
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[壁]若干オーバーハングし袋状を呈する。

[底面]若干の起伏が見られる。

第3章検出遺構と出土壇物

[堆積土115層に分層した。褐~黒褐色土が堆積し、覆土下層の黒褐色土は、同様、 LB、炭化物を含

む。覆土上層の暗褐色土は、 LB、炭化物を含む。第6層は、重複関係にある26士覆土の崩落土と思

われる。第5層は、掘り返した可能性がある。人為堆積とJ恩われる。

[出土遺物]土器は、第 l層、覆土より第II群7類土器(第35図166、167)、第6層、覆土より第1V群土

器(第35図163、164)、第1V群4類、 6類土器(第35図165、168、169)が出土している。

[時期]出土遺物より縄文時代後期の士坑と恩われる。

第33号土坑A (第15図)

[位置・確認層1Y -152グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]第33号土坑B、第33号土坑Cと重複し、本遺構は、第33号土坑Bより古〈、第33号土坑Cより

新しい。

[平面形・規模]平面形は不明である。関口部は最長86園、底面は長径146cm、深さは92cmである。

[壁]残存部はオーバーハングし、袋状を呈する。

[底面]ほぽ平坦である。

[堆積土13層に分層した。暗~黒褐色土が唯積L、LB、炭化物を含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、第2層より第II群5a類、 7類土器(第35図170、171)、第2層、覆士より第1V群

土器(第35図172)、第1V群4類、 8類土器(第35図173、174)が出土している。石器は、第2層より

石鎌2類2がI点(第46図20)出土している。

[時期]遺構聞の重複関係及び出土遺物より縄文時代後期の土坑と恩われる。

第33号土坑B (第15図)

[位置・確認層1Y -151、152グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]第26号土坑、第33号土坑Aと重複し、本遺構は、第26号土坑より古〈、第33号土坑Aより新し

~'o 

[平面形・規模]平面形は不整な円形で、関口部は最長96cm、底面は長径116cm、深さは109四である。

[壁]オーバーハングし袋状を呈する。

[底面]東側から西側への傾斜が見られる。

[堆積土16層に分層した。暗~黒褐色土が堆積し、黒褐色土は、 LB、パミス、炭化物、円礁を含む。

人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、第5層、覆土より第II群3類、 7類土器(第35図177、182)、第6-2層、覆士よ

り第1V群4類、 5類、 6類、 7類、 8類土器(第35・36図175、176、178-181、183-188)が出土し

ている。石器は、覆土より不定形石器 lA類が l点(第47図21)、 lC類がI点(第47図22)、敵磨器

lA類がI点(第52図68)出土している。水晶は、第 I層より l点(第47図23)が出土している。土

製品は、第2層より土器片利用土製品がl点(第55図的出土している。

[時期]遺構聞の重複関係及び出土遺物より縄文時代後期の土坑と恩われる。
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第4踊平成10年度発掘調査成果

第33号土坑c(第15図)

[位置・確認層1Y -152グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]第33号土坑Aと重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は不明である。開口部は長径122cm、底面は長径102皿、深さは44cmである。

[壁]外側へ緩やかに立ち上がる。

[底面]南側から北側への傾斜が見られる。

[堆積土]黒褐色土が堆積し、炭化物、 LBを含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、 I層より第N群4類、 8類(第36図189、190、191)土器が出土している。石器

は、第 I層より石鍛2類2がI点(第47図24)出土している。

[時期]出土遺物より縄文時代後期の土坑と恩われる。

第34号土坑(第16図)

[位置・確認層1Y -151、152グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径116cm、底面は長径105cm、深さは109佃である。

[壁]全体として外側lへ直線的に立ち上がる。東側は一部内側へ屈曲する。

[底面]起伏があるがおおむね平坦である。

[堆積士19層に分層した。褐~晴褐色土を主体とし、炭化物、ローム、円礁を含む。人為堆積と思わ

れる。

[出土遺物]土器は、第9層、覆土より第E群 3 類、 7類土器(第36図192、 205)、第9 、 8 、 3~1 層

より第N群4類、 5 類、 6 類、 7類、 8類土器(第36 ・ 37図193~204) が出土している。石器は、第

I層より石錘I類がl点(第52図的)出土している。

[時期]出土遺物より縄文時代後期の士坑と恩われる。

第35号土坑(第16図)

[位置・確認層lX・Yー152グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]第192号士坑と重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は楕円形で、関口部は125四 x102畑、底面は長径121園、深さは79cmである。

[壁]全体として強〈オーバーハングしアラスコ状を呈する。

[底面]南東側の壁際から中央部に傾斜が見られる。中央部はほぼ平坦である。南側に底面ピットを有

する。

[堆積士15層に分層した。褐~晴褐色土を主体とし、ロームを多量に含む。人為堆積と思われる。

[出土遺物]土器は、第3層より第E群7類土器(第37図208)、第 5~1 層より第W群4類、 8類土器

(第37図206、207、209、210、211)が出土している。石器は、覆土より石鍛3類 Iが I点(第47図

25)出土している。

[時期]出土遺物より縄文時代後期の士坑と恩われる。
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第39号土坑A (第16図)

[位置・確認層] Y -152グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]第39号土坑Bと重複し、本遺構が新しい。

第3章検出遺構と出土壇物

[平面形・規模]平面形は不整な円形で、開口部は長径153cm、底面は長径144cm、深さは48cmである。

[壁]全体として外側へ直線的に立ち上がる。一部オーバーハングする。脆弱である。

[底面]起伏が激しい。

[堆積土] 5層に分層した。暗~黒褐色土がプロック状に堆積し、黒褐色土はパミスを含む。人為堆積

と思われる。

[出土遺物]なし。

[時期]遺構聞の重複関係より縄文時代後期以後の土坑と恩われる。

第39号土坑B (第16図)

[位置・確認層] Y -152グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]第39号士坑Aと重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径92cm、底面は長径130也、深さは113佃である。

[壁]オーバーハングし袋状を呈する。

[底面]中央部から北側へ若干の傾斜が見られる古人ほぽ平坦である。ほぽ中央部に底面ピットを有す

る。

[堆積土]12層に分層した。褐~暗褐色土を主体とし、炭化物を含む。人為堆積とj恩われる。

[出土遺物]土器は、第12、 4層より第E群3類、 7類土器(第37図214、 223)、第12~9 、 6 、 5 、 3

層より第N群土器(第37図220)、第N群4類、 5 類、 8類土器(第37図212、 213、 215~219、 221、

222， 224、225)が出土している。石器は、第4層より敵磨器4A類がI点(第52図70)、覆土より石

匙2類がI点(第47図26)出土している。土製品は、第3、5、8層より土器片利用土製品が各I点

(第55図9、10、11)出土している。

[時期]出土遺物より縄文時代後期の土坑と恩われる。

第41号土坑(第16図)

[位置・確認層]Y・Z-152グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は楕円形で、関口部は91四 x80皿、底面は105皿x88個、深さは28皿である。

[壁]オーバーハングし袋状を呈する。

[底面]中央部への傾斜が見られるが、ほぽ平坦である。

[堆積土] 5層に分層した。褐~黒褐色土が堆積し、第2、4層の黒褐色土は炭化物、パミスを含む。

人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、第4、 l層より第E群7類(第37図226、232)土器、第4、2、 I層、覆土より

第N群4類、 5 類、 7類、 8類、 9類土器(第27図10、第37図227~231、 233) が出土している。

[時期]出土遺物より縄文時代後期の士坑と恩われる。
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第43号土坑(第17図)

[位置・確認層]y・Z-152グリッドに位置する。第V層において確認した。その後設定してあったベ

ルトの観察で第Na層を掘り込む土坑であることを確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径110cm、底面は長径126曲、深さは180c皿である。

[墜]オーバーハングし袋状を呈する。

[底面]中央部に向かう傾斜が見られる。中央部に底面ピットを有する。

[堆積士] 9層に分層した。褐~黒褐色土が唯積し、黒褐色土は、パミス、炭化物、 LBを含む。人為

堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、第5層より第E群7類土器(第38図234)、第5、4層より第W群2b類、 4類、

4-5類、 5類、 8類土器(第38図235-240)が出土している。石器は、第4層、覆土より不定形石

器2類が各 l点(第47図27、28)出土している。土製品は第4層より土器片利用土製品がI点(第55

図12)出土している。

[時期]遺構確認層及び出土遺物より縄文時代後期の土坑と恩われる。

第46号土坑(第17図)

[位置・確認層] Zー151・152グリッドに位置する。第vl層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は楕円形で、関口部は134cmx116也、底面は166佃 x140cm、深さは66cmである。

[壁]オーバーハングし袋状を呈する。

[底面]北側から南側へ傾斜が見られる古人ほぽ平坦である。ほぽ中央部に底面ピットを有する。

[堆積士] 7層に分層した。褐~黒褐色土が唯積L、第 I、2、4層の黒褐色土は、パミス、炭化物を

含む。人為堆積と思われる。

[出土遺物]土器は、第7、5層より第II群7類土器(第38図241、243)、第7、5、4、2、1層より

第N群土器(第38図253、254)、第N群2-4類、 4類、 4-6類、 5類、 5-6類、 7類、 8類、 9

類土器(第38図242、244-252、255，256)が出土している。石器は、第5層より不定形石器 1B類が

l点(第48図30)、第 I層より不定形石器 IC類がI点(第47図29)、石錘 I類がI点(第52図71)出

土している。士製品は、第1層より土器片利用土製品が3点(第55図13、14、15)、覆土より土器片利

用土製品が l点(第55図16)出土している。石製品は、覆土より円形岩版がl点(第56図6)出土し

ている。

[時期]出土遺物より縄文時代後期の土坑と恩われる。

第50号土坑(第17図)

[位置・確認層] Z -152グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径118皿、底面は長径118cm、深さは20cmである。

[壁]外側lへ直線的に立ち上がる。北東側は、一部オーバーハングする。

[底面]起伏が見られる。
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[堆積土]黒褐色土が堆積する。炭化物を含む。人為堆積とJ恩われる。

[出土遺物]土器は、第I層より第E群5a類、 7類土器(第38図257、258)、第N群2類、 4類、 5類

土器(第38図259-262)が出土している。石器は、第I層より石録3類3が l点(第48図31)出土し

ている。

[時期]出土遺物より縄文時代後期の土坑と恩われる。

第56号土坑(第17図)

[位置・確認層]yー148グリッドに位置する。第vl層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は楕円形で、関口部は30cmx24畑、底面は22佃xl7畑、深さは14佃である。

[壁]外側へ直線的に立ち上がる。

[底面]壁際から中央部へ緩く傾斜し、中央部は若干丸みを帯びている。

[堆積士]暗褐色士が堆積している。人為堆積と思われる。

[出土遺物]土器は、第1層より第E群7類土器(第38図264)、第W群土器(第38図263)が出土してい

る。

[時期]出土遺物より縄文時代後期の土坑と恩われる。

第57号土坑(第17図)

[位置・確認層]Y -148グリッドに位置する。第vn層において確認した。また関口部周囲を取り囲む

ように 5基のピットを確認し、本遺構に付属するものと恩われたため一括して記載する。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は最長100皿、底面は204cmx 195cm、深さは125cmである。

[壁]オーバーハングし袋状を呈する。

[底面]西側から東側へ傾斜が見られる。南西側の壁際に楕円形の底面ピットを有する。

[堆積土]14層に分層した。褐~暗褐色土を主体とし、パミス、炭化物を含む。人為堆積と思われる。

付属すると恩われる各ピットは褐~暗褐色土が堆積する。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、第12、10、7-5、 I層、覆土より第E群5a類土器(第27図11、第39図265、

266、267、268、269、270)、覆土より第W群土器が出土している。ピット Iより第E群7類土器(第

39図271)が出土している。覆土から第N群6類土器(第39図272)がわずかに出土しているものの、

出土層位を確認したものは全て第E群土器であり、完形品も含んでいる。石器は、第6層より敵磨器

4B類がI点(第53図73)、覆土より石匙2類がI点(第48図32)、不定形石器3類がI点(第48図33)、

半円状肩平打製石器が I点(第53図72)出土している。

[時期]出土遺物及びその出土状況より、縄文時代前期の土坑と恩われる。

第58号土坑(第18図)

[位置・確認層]Yー148グリッドに位置する。第vl層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径86cm、底面は最長108也、深さは41cmである。
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[壁]全体として、オーバーハングし、袋状を呈する。西壁は一部直線的に立ち上がる。

[底面]北東側の壁際に底面ピットを有する。壁際から中央部に傾斜が見られる。

[堆積土] 4層に分層した。暗褐色土を主体とし、 LB、角礁を含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、覆土より第E群3類、 7類土器(第39図275、276)、第3、2層、覆士より第N群

4類、 6類土器(第39図273、274、277)が出土している。

[時期]出土遺物より、縄文時代後期の土坑と恩われる。

第60号土坑(第18図)

[位置・確認層] Y -148・149グリッドに位置する。第VI層において確認した。

[重複]第63号土坑と重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径119cm、底面は長径173個、深さは158四である。

[壁]オーパーハングし、 7ラスコ状を呈する。

[底面]壁際から中央部に傾斜が見られる。

[堆積士]29層に分層した。褐~暗褐色土を主体とし、 LB、炭化物、角礁を含む。人為堆積と恩われ

る。

[出土遺物]土器は、第3~1 層より第N群4類、 6類土器(第39図278、 279、 280) が出土している。

石器は、覆土より石箆4類がI点(第48図34)出土している。土製品は、覆土より土器片利用土製品

が2点(第55図17、18)出土している。

[時期]出土遺物より、縄文時代後期の土坑と恩われる。

第63号土坑(第18図)

[位置・確認層]Yー148・149グリッドに位置する。第VI層において確認した。

[重複]第60号士坑、第76号土坑Bと重複し、本遺構は第60号士坑より新しく第76号土坑Bより古い。

[平面形・規模]平面形は不整な円形で、関口部は長径116cm、底面は最長116cm、深さは90四である。

[壁]全体としてオーバーハングし、袋状を呈する。

[底面]若干の起伏がみられるがほぼ平坦である。

[堆積士] 9層に分層した。第2層、第4層は、第3層中にプロック状に存在する。褐~暗褐色土を主

体とし、覆土下層の黒褐色土も LB、炭化物等を含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、第5層、覆土より第E群3類土器(第39図284、285)、第4、I層、覆土より第N

群土器(第39図281)、第N群4類、 6類土器(第39図282、283)が出土している。土製品は、覆土よ

り土器片利用土製品が3点(第55図19~2l)出土している。

[時期]遺構聞の重複関係及び出土遺物より、縄文時代後期の士坑と恩われる。

第64号土坑(第18図)

[位置・確認層]Y -149グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]第65号土坑と重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は楕円形で、関口部は102四x86皿、底面は90cmx64団、深さは17cmである。

[壁]外側へ緩やかに立ち上がる。
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[底面]壁際から中央部に傾斜が見られる。

[堆積土] 3層に分層した。暗褐色土が堆積する。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、第2層、覆土より第N群4類、 6類土器(第40図286、287、288)が出土してい

る。石器は、覆土より磨製石斧A類が I点(第53図74)出土している。

[時期]出土遺物より、縄文時代後期の土坑と恩われる。

第68号土坑(第18図)

[位置・確認層]Yー 149グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]第172号士坑と重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は不整な円形で、関口部は長径82cm、底面は長径7lc皿、深さは14佃である。

[壁]外側へ緩やかに立ち上がる。

[底面]西側から東側に傾斜が見られる。また、若干の起伏が見られる。

[堆積士]黒褐色士が堆積する。

[出土遺物]土器は、第I層より第E群7類土器(第40図289)、第N群5類、 6類、 8類土器(第40図

290、291、292)が出土している。

[時期]出土遺物より、縄文時代後期の土坑と恩われる。

第74号土坑(第18図)

[位置・確認層] Z -148グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]第77号土坑、第78号土坑と重複し、本遺構は、第77号土坑より古く、第78号土坑より新しい。

[平面形・規模]平面形は不整な円形で、関口部は長径171皿、底面は最長204皿、深さは58皿である。

[壁]全体としてオーバーハングL、袋状を呈する。北東側は、外側に立ち上がる。

[底面]東側から西側に傾斜が見られる。

[堆積土] 3層に分層した。呆~暗褐色土を主体とし、パミス、炭化物、 LBを含む。人為堆積と恩わ

れる。

[出土遺物]土器は、第2層、覆土より第E群3類、 7類土器(第40図294、297、298)、第3、 I層、

覆土より第N群土器(第40図293、296)、第N群3類、 6類土器(第40図295、299、300)が出土して

いる。石器は、第 1層より半円状扇平打製石器がI点(第53図76)、石錘2類が1点(第53図75)、覆

土より石匙 l類が1点(第48図35)出土している。

[時期]出土遺物より、縄文時代後期の土坑と恩われる。

第76号土坑A (第19図)

[位置・確認層]Y・Z-149グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]第76号土坑Bと重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径107皿、底面は長径158皿、深さは231皿である。

[壁]オーバーハングし、アラスコ状を呈する。

[底面]若干の起伏があるがおおむね平坦である。

[堆積土]12層に分層した。褐~暗褐色土を主体とし、パミス、 LB、角磯、炭化物を含む。人為堆積
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と恩われる。

[出土遺物]土器は、第12、11、9層より第E群3類、 5a類土器(第27図12、第40図301、302、303、

304)が出土している。石器は、第9層より不定形石器 1A類が I点(第48図37)、覆土より石匙I類

が I点(第48図36)、磨製石斧C類が l点(第53図77)、蔽磨器 1B類が l点(第53図78)出土してい

る。

[時期]出土遺物より、縄文時代前期の土坑と恩われる。

第76号土坑B (第19図)

[位置・確認層]y・Z-149グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]第63号土坑、第76号土坑Aと重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は不整な円形で、関口部は長径75個、底面は長径167cm、深さは84cmである。

[壁]オーパーハングし、袋状を呈する。北側は一部外側へ立ち上がる。

[底面]底面ほぽ中央部に底面ピットを有する。平坦である。

[堆積士]底面ピット堆積士も含め日層に分層した。明褐~暗褐色士を主体とし、黒褐色土は炭化物、

パミスを含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、第10、6層より第E群7類土器(第40図305、307)、第10層より第W群土器(第40

図306)が出土している。

[時期]出土遺物より、縄文時代後期の土坑と思われる。

第77号土坑(第19図)

[位置・確認層] Y -148、149グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]第74号土坑、第78号土坑と重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径80畑、底面は長径108cm、深さは82cmである。

[壁]オーバーハングし、袋状を呈する。

[底面]若干の起伏を有し、壁際から中央部に傾斜が見られる。中央部に底面ピットを有する。

[堆積土] 4層に分層した。第 I層は、暗褐色土であり、人為堆積と恩われる。第2、4層は、黒褐色

士である。自然堆積か人為堆積か*'1然としない。第3層は第V層崩落土の可能性があると思われる。

[出土遺物]土器は、第3、 l層、覆土より第N群3類、 4-6類、 6類、 8類土器(第28図13、第40

図308-312)が出土している。

[時期]遺構聞の重複関係及び出土遺物より、縄文時代後期の土坑と恩われる。

第78号土坑(第19図)

[位置・確認層] Z -148、149グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]第74号土坑、第77号土坑と重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は不明である。関口部は長径110c皿、底面は長径142皿、深さは45佃である。

[壁]残存部はオーバーハングL、袋状を呈する。

[底面]中央部及び南側に底面ピットを有する。壁際残存部を巡る溝を有する。

[堆積土]第3層に分層した。褐~暗褐色土を主体とする。人為堆積と!恩われる。
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[出土遺物]土器は、第2層より第E群7類土器(第40図314)、第3~1 層より第W群土器(第40図315

~318)、第IV群8類土器(第40図313) が出土している。石器は、第2層より敵磨器3類が I 点(第53

図79)、不定形石器 1A類がl点(第49図39)、第 l層より不定形石器 1A類がI点(第49図40)、覆土

より石録Z類ZがI点(第49図38)出土している。土製品は、覆土より土器片利用士製品(第55図22)

l点が出土している。

[時期]出土遺物より、縄文時代後期の土坑と恩われる。

第79号土坑A (第19図)

[位置・確認層1Z -149グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]第79号土坑Bと重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は不整な円形で、関口部は長径125cm、底面は長径140曲、深さは88cmである。

[壁]全体としてオーバーハングし、アラスコ状を呈する。

[底面]南東側から北西側へ傾斜が見られる。中央部に底面ピットを有する。

[堆積土]底面ピット堆積土も含め7層に分層した。褐~暗褐色土を主体とし、 LB、炭化物等を含む。

4層は、炭化物を多量に含む黒色土である。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、第6~4層より第E群5a類、 7類(第41図319、 320、 321、 322) 土器、第4層、

覆土より第IV群4類土器(第41図323、324、325)が出土している。石器は、第5層より敵磨器2C類

がI点(第53図81)、覆土より敵磨器4B類がl点(第53図80)出土している。土製品は、覆土より鐸

形土製品が l点(第55図23)、環状土製品が1点(第55図24)、土器片利用土製品が2点(第55図25、

26)出土している。石製品は、覆土より三角形岩版がI点(第56図7)出土している。

[時期]出土遺物より、縄文時代後期の土坑と恩われる。

第79号土坑B (第19図)

[位置・確認層1Z -149グリッドに位置する。第vl層において確認した。

[重複]第79号土坑Aと重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径75皿、底面は長径167回、深さは84田である。

[壁]オーバーハングし、袋状を呈する。

[底面]壁際から中央部への傾斜が見られる。

[堆積土17層に分層した。覆土上部は褐~暗褐色土を主体とし、第3、7層の黒褐色土はパミスを含

む。人為堆積と思われる。

[出土遺物]土器は、第6、4層、覆土より第E群3類、 5a類、 7類土器(第41図326、327、328、

329、330)が出土している。

[時期]出土遺物より、縄文時代前期の土坑と恩われる。

第81号土坑(第20図)

[位置・確認層1AAー148グリッドに位置する。第IV層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径106cm、底面は長径136園、深さは90cmである。
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[壁]オーバーハングし、袋状を呈する。

[底面]南西側から北東側へ傾斜が見られる。

[堆積土114層に分層した。褐~晴褐色土を主体とし、パミス、炭化物、ロームを含む。人為堆積と思

われる。

[出土遺物]土器は、覆土より第E群3類土器(第41図340)、第14、10、8、2、I層より第W群4類、

4-6類、 5類、 10類土器(第41図331-339)が出土している。石器は、第14層より不定形石器 1B 

類がl点(第49図41)、覆土より敵磨器 1A類がI点(第54図82)出土している。

[時期]出土遺物より、縄文時代後期の土坑と思われる。

第130号土坑(第20図)

[位置・確認層1Z -147グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は不整な円形で、関口部は最長124cm、底面は長径156cm、深さは107cmである。

[壁]オーバーハングし、フラスコ状を呈する。

[底面]北西側から南東側へ傾斜が見られる。中央部に底面ピットを有する。

[堆積土111層に分層した。褐~暗褐色土を主体とし、炭化物、ロームを含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、覆土より第E群7類土器(第41図341、342)、第N群4-6類、 5類、 6類土器

(第お図14-16、第41図343-349)が出土している。石器は、覆士より石匙l類がl点、敵磨器2A

類が2点、敵磨器2B類がl点、敵磨器3類がl点出土している。

[時期]出土遺物より、縄文時代後期の土坑と恩われる。

第140号土坑(第20図)

[位置・確認層1AB-146グリッドに位置する。第VI層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径87個、底面は76皿X70c皿、深さは57皿である。

[壁]外側lへ直線的に立ち上がる。

[底面]若干の起伏があるがおおむね平坦である。

[堆積士]第4層に分層した。暗褐色士を主体とする。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、覆土より第E群7類土器(第42図350、351)が出土している。

[時期]出土遺物より、縄文時代前期の土坑と恩われる。

第141号土坑(第20図)

[位置・確認層1AB-145、146グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径106皿、底面は長径136皿、深さは90四である。

[壁]オーバーハングし、袋状を呈する。

[底面]全体として壁際から中央部へ傾斜が見られる。

[堆積土]底面ピット堆積土も含め、 11層に分層した。暗褐色土を主体とする。人為堆積と!思われる。
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[出土遺物]土器は、覆土より第E群7類土器(第42図353)、第N群土器(第42図355、356)、第W群2

類、 5類土器(第42図352、354)が出土している。石器は、覆土より石銭3類2が l点(第49図42)

出土している。

[時期]出土遺物より、縄文時代後期の土坑と思われる。

第143号土坑(第20図)

[位置・確認層1AB-146グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]第145号士坑と重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は不明である。関口部は長径120皿、底面は長径110畑、深さは41佃である。

[壁]南東側一部は若干外側に直線的に立ち上がるが、その他は、緩〈オーバーハングし、全体として

袋状を呈する。

[底面]壁際から中央部へ若干の傾斜が見られる由人ほぽ平坦である。

[堆積士]暗褐色士が堆積し、パミスを多量に含む。人為堆積と思われる。

[出土遺物]土器は、第 I層より第E群7類土器(第42図357)、第N群2a類、 6類土器(第28図17、

第42図358、359)が出土している。

[時期]遺構閣の重複関係及び出土遺物より、縄文時代後期の土坑と恩われる。

第145号土坑(第21図)

[位置・確認層1AB-146グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]第143号土坑と重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は楕円形で、関口部は128皿x97皿、底面は長径124皿、深さは131皿である。

[壁]オーバーハングし、全体としてフラスコ状を呈する。

[底面]北東側から南西側に若干の傾斜が見られる。中央部に底面ピットを有する。

[堆積土110層に分層した。暗褐色土を主体とする。第3、5、7、9、10層の呆~黒褐色土は第V層

崩落土の可能性がある。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、第8層より第E群7類土器(第42図360)、第8、4層、覆土より第N群土器(第

42図361、362)、第N群5類、 6類、 8類土器(第42図363、364、365)が出土している。石器は、覆

土より石匙 l類が1点(第49図43)出土している。

[時期]出土遺物より、縄文時代後期の土坑と恩われる。

第146号土坑(第21図)

[位置・確認層1AB-146グリッドに位置する。第vl層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径80c皿、底面は長径76cm、深さは14cmである。

[壁]若干外側へ緩やかに立ち上がる。

[底面]起伏が見られる。南西側から北東側へ傾斜が見られる。

[堆積士]褐色士が堆積し、パミス、 LBを含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、第I層より第W群土器(第42図366、367)が出土している。石器は、覆土より不
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定形石器 1F類が1点(第49図44)出土している。

[時期]出土遺物より、縄文時代後期の土坑と恩われる。

第148号土坑(第21図)

[位置・確認層1AB・AC-146グリッドに位置する。第V層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径109皿、底面は長径166皿、深さは140皿である。

[壁]オーバーハングし、全体としてフラスコ状を呈する。

[底面]壁際から中央部に若干の傾斜が見られる。中央部に底面ピットを有する。

[堆積土111層に分層した。褐~暗褐色土を主体とし、パミス、 LB、炭化物を含む。第10層は崩落土

の可能性がある。人為堆積と思われる。

[出土遺物]土器は、第9 、 4 、 2層、覆土より第W群5 類、 6類土器(第29図18~20、第42図368、

369、370、371)が出土している。石器は、第9層より敵磨器3類が I点(第54図86)、石錘2類が l

点(第54図84)、第4層より石皿B類がl点(第54図87)、第2層より敵磨器4B類がl点(第54図85)、

覆土より石錘I類がl点(第54図83)出土している。土製品は、覆土よりミニチュア土器がl点(第

55図27)出土している。石製品は、第2層より三角形岩版がl点(第56図8)出土している。

[時期]出土遺物より、縄文時代後期の土坑と恩われる。

第152号土坑A (第21図)

[位置・確認層1AC-146グリッドに位置する。第lVa層において確認した。

[重複]第152号土坑Bと重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径9600、底面は長径9200、深さは5400である。

[壁]西側は若干内側へ、東側は若干外側lへ、おおむね直線的に立ち上がる。

[底面]起伏が見られる。

[堆積土]赤褐色土が堆積する。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、第 I層より第E群7類土器(第43図373)、第1V群2b類土器(第43図372)が出土

している。

[時期]遺構確認層及び出土遺物より、縄文時代後期の士坑と恩われる。

第152号土坑B (第21図)

[位置・確認層1ACー146グリッドに位置する。第lVa層において確認した。

[重複]第152号士坑A、第153号土坑、第154号土坑と重複し、本遺構は、第152号土坑A、第153号土

坑より古〈、第154号土坑より新しい。

[平面形・規模]平面形は楕円形で、関口部は15000X10400、底面は16800x 14800、深さは9100である。

[壁]オーバーハングし、全体として袋状を呈する。

[底面]北東側から南西側へ傾斜が見られる。

[堆積士]暗褐色士が堆積し、 LBを含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は第 l層より第E群7類土器(第43図374、375)、第1V群4類土器(第43図376)が出
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土している。石器は、第 I層より石鍛 I類 Iが l点(第49図45)出土している。

[時期]遺構確認層、遺構聞の重複関係及び出土遺物より、縄文時代後期の土坑と恩われる。

第153号土坑(第22図)

[位置・確認層1AC-146グリッドに位置する。第lVa層において確認した。

[重複]第2号竪穴住居跡、第152号土坑Bと重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径144皿、底面は長径152皿、深さは42皿である。

[壁]若干オーパーハングし、全体として袋状を呈する。

[底面]北側から南側へ傾斜が見られる。起伏が見られる。

[堆積土12層に分層した。赤褐、暗褐色土が堆積し、 LB、角礁を含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、底面より第E群7類土器(第43図377、378)、第 l層、覆土より第1V群土器(第43

図382)、第1V群2類、 3-4類、 7類土器(第43図379、380、381)が出土している。石器は、第I層

より石匙I類が l点(第49図46)出土している。

[時期]土坑底面より、第1I群土器の破片が出土しているが、他の出土遺物、遺構確認層、遺構聞の重

複関係より、縄文時代後期の土坑と恩われる。

第154号土坑(第22図)

[位置・確認層1AC-146グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]第152号土坑Bと重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径144cm、底面は長径174cm、深さは69cmである。

[壁]オーバーハングし、全体として袋状を呈する。

[底面]北東側から南西側へ傾斜が見られる。起伏が見られる。

[堆積士12層に分層した。赤褐、暗褐色士が堆積し、 LBを含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器覆土より第E群5a類土器(第43図383)、第W群土器(第43図385)、第W群3-4類、

7類土器(第43図384、386)が出土している。石器は、覆土より石鍛3類3がI点(第49図47)、不定

形石器 1C類が l点(第50図48)、敵磨器2B類が2点(第54図88、89)出土している。

[時期]出土遺物より縄文時代後期の士坑と恩われる。

第172号土坑(第22図)

[位置・確認層1Y -149グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]第68号土坑、第173号土坑Aと重複し、本遺構は、第68号土坑、第173号土坑Aより古い。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径114咽、底面は長径130畑、深さは94佃である。

[壁]南側は一部外側へ立ち上がるが、その他はオーバーハングし、全体として袋状を呈する。

[底面]北側から南側へ若干の傾斜が見られる。中央部から壁際へ傾斜が見られる。

[堆積土113層に分層した。明褐~暗褐色土を主体とし、炭化物、パミスを含む。第9層は崩落土の可

能性がある。第11層、第13層は自然堆積か人為堆積か判然としない。その他は人為堆積と思われる。

[出土遺物]土器は、覆土より第E群3類土器(第44図392、393)、第8層、覆土より第W群4類、 5

類、 6類、 11類土器(第44図387-391)が出土している。石器は、覆土より不定形石器 1A類がI点
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(第50図49)出土している。

[時期]遺構閣の重複関係及び出土遺物より縄文時代後期の土坑と恩われる。

第173号土坑A(第22図)

[位置・確認層1Y -149、150グリッドに位置する。第vn層において確認した。

[重複]第14号土坑、第172号土坑、第173号土坑Bと重複し、本遺構は、第14号土坑、第172号土坑よ

り新しく、第173号土坑Bより古い。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径120cm、底面は長径l羽田、深さは94cmである。

[壁]オーバーハングし、全体として袋状を呈する。

[底面]壁際から中央部へ傾斜が見られる。中央部に底面ピットを有する。

[堆積土14層に分層した。暗褐色土を主体とし、 LBを含む。第4層は、第V層崩落土の可能性があ

る。その他は、人為堆積と恩われる。

[出土遺物]土器は、第3層より第E群 5a類土器(第44図395)、第4-1層より第N群4類、 8類土

器(第44図394、396、397、39&、399)が出土している。石器は、第 I層より不定形石器 1C類が1点

(第50図50)出土している。

[時期]遺構閣の重複関係及び出土遺物より縄文時代後期の土坑と恩われる。

第173号土坑B(第22図)

[位置・確認層1Y -149、150グリッドに位置する。第vn層において確認した。

[重複]第14号土坑、第173号土坑Aと重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は楕円形で、関口部は118皿x92皿、底面は長径126皿、深さは158皿である。

[壁]オーバーハングし、全体としてフラスコ状を呈する。

[底面]起伏が見られる。

[堆積土122層に分層した。黄褐~暗褐色土を主体とし、パミス、 LB、炭化物、角礁を含む。第 I層

の黒褐色土はパミスを含む。第5、6層の黒褐色土は LB、炭化物を含む。第3層は、 Na層崩落土

の可能性がある。第4層、第14層、第22層は四層崩落土の可能性がある。その他は、人為堆積と恩わ

れる。

[出土遺物]土器は、第9、8層より第E群3類、 7類土器(第44図405、406)、第四、 17、15-13、

11、5、3層より第N群2a類、 4類、 5類、 6類土器(第29、30図21-26、第44図400、401、402、

403、404、407)が出土している。石器は、第15層より不定形石器 1B類が2点(第50図52，53)、第14

層より不定形石器 1B類が l点(第50図51)、敵磨器3類がI点(第54図90)、第11層より石錘2類が

l点(第54図91)出土している。石製品は、第I層より三角形岩版がI点(第56図9)出土している。

[時期]出土遺物より縄文時代後期の土坑と恩われる。

第1001号土坑(第23図)

[位置・確認層1AAー185グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は楕円形で、関口部は96cmx70個、底面は89cmx60畑、深さは13佃である。
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第3章検出遺構と出土壇物

[壁]外側へ緩やかに立ち上がる。

[底面]南側から北側へ若干の傾斜が見られる。

[堆積土]黒褐色土が堆積し、パミス、ロームが微量見られる。自然堆積か人為堆積か判然としない。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。

第1002号土坑(第23図)

[位置・確認層1ABー187グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径107cm、底面は長径126園、深さは24cmである。

[壁]オーバーハングし、袋状を呈する。

[底面]北西側から南西側へ若干の傾斜が見られる。

[堆積士]黒褐色士が堆積し、パミス、ロームが見られる。人為堆積と思われる。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。

第1003号土坑(第23図)

[位置・確認層1AB -188グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径1I0cm、底面は長径102cm、深さは19cmである。

[壁]一部内側へ緩やかに立ち上がるが、全体として若干外側へ緩やかに立ち上がる。

[底面]壁側から中央部へ傾斜が見られる。北側に底面ピットを有する。

[堆積士]黒褐色士が堆積し、パミス、ロームが見られる。人為堆積と思われる。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。

第1004号土坑(第23図)

[位置・確認層1AA. AB-188グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径110皿、底面は長径102個、深さは19四である。

[壁]オーバーハングし、袋状を呈する。

[底面]南西側から北東側へ傾斜が見られる。

[堆積土]黒褐色土が堆積し、ロームを含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。

第四日5号土坑(第23図)

[位置・確認層1AA-185グリッドに位置する。第四層において確認した。
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第4踊平成10年度発掘調査成果

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は楕円形で、関口部は98四X56皿、底面は89佃x37皿、深さは6佃である。

[壁]外側へ緩やかに立ち上がる。

[底面]北側から南側へ傾斜が見られる。

[堆積土]黒褐色土が堆積し、ロームを含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。

第四06号土坑(第23図)

[位置・確認層1AB • AC-223グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は不整な円形で、関口部は長径116皿、底面は長径102皿、深さは18四である。

[壁]外側へ緩やかに立ち上がる。

[底面]壁際から中央部へ緩い傾斜が見られる。

[堆積土]黒色土が堆積し、ロームを含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。

第1008号土坑(第23図)

[位置・確認層1AC-223グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径123皿、底面は50ロnX30皿、深さは30四である。

[壁]全体として外側lへ緩やかに立ち上がる。

[底面]起伏が激しい。

[堆積土]黒褐色土が堆積し、ロームを含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。

第1∞9号土坑(第24図)

[位置・確認層1AC-232、233グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は不整な円形で、関口部は長径105cm、底面は最長48団、深さは36cmである。

[壁]外側へ緩やかに立ち上がる。

[底面]南西側から北東側へ傾斜が見られる。

[堆積土]黒褐色土が堆積し、ロームを含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。
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第1011号土坑(第24図)

[位置・確認層1AC-223グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]なし。

第3章検出遺構と出土壇物

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径107cm、底面は長径104皿、深さは5cmである。

[壁]外側へ緩やかに立ち上がる。

[底面]北東側から南西側へ傾斜が見られる。

[堆積土]黒色土が堆積し、ロームを含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。

第1013号土坑(第24図)

[位置・確認層1Y -217、218グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は不整な円形で、関口部は最長151cm、底面は長径122cm、深さは57佃である。

[壁]オーバーハングしアラスコ状を呈する。

[底面]東側から西側へ傾斜が見られる。

[堆積土]黒褐色土が堆積し、ロームを含む。人為堆積と思われる。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。

第1014号土坑(第24図)

[位置・確認層1Z -216、217グリッドに位置する。第vn層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は不整な円形で、関口部は最長100個、底面は72cmx54但、深さは49岨である。

[壁]オーバーハングしフラスコ状を呈する。

[底面]一部壁際から中央部へ傾斜が見られるが、全体としてほぼ平坦である。

[堆積士]黒褐色士が堆積し、ロームを含む。人為堆積と思われる。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。

第1015号土坑(第24図)

[位置・確認層1Z -215、216グリッドに位置する。第vn層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径100cm、底面は長径114cm、深さは48cmである。

[壁]オーバーハングしフラスコ状を呈する。

[底面]平坦である。

[堆積士13層に分層した。黒~暗褐色土を主体としロームを含む。人為堆積と恩われる。

[出土遺物]なし。
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[時期]不明である。

第1016号土坑(第25図)

[位置・確認層1AF-20lグリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は不明である。関口部は最長1I1cm、底面は最長100cm、深さは20cmである。

[壁]外側へ緩やかに立ち上がる。起伏を有する。

[底面]起伏を有する。

[堆積士]黒色士が堆積している。自然堆積と思われる。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。

第1017号土坑(第25図)

[位置・確認層1Z -200グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は不整な円形で、開口部は最長1I2cm、底面は長径92個、深さは11皿である。

[壁]外側へ緩やかに立ち上がる。

[底面]北側から南側へ緩やかな傾斜が見られる。

[堆積土12層に分層した。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。

第2∞1号土坑(第25図)

[位置・確認層1AB-218グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径26皿、底面は最長15皿、深さは35四である。

[壁]全体に北東側へ傾いて立ち上がる。

[底面]南西側から北東側へ急激に傾く。

[堆積土]黒色土が堆積している。自然堆積と恩われる。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。

第2002号土坑(第25図)

[位置・確認層1AA-218グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径44cm、底面は長径羽田、深さは6cmである。

[壁]外側へ緩やかに立ち上がる。

[底面]平坦である。
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[堆積土]黒色土が堆積している。自然堆積と恩われる。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。

第2003号土坑(第25図)

[位置・確認層1AA-218グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]なし。

第3章検出遺構と出土壇物

[平面形・規模]平面形は楕円形で、関口部は50cmX40皿、底面は長径34cm、深さは13cmである。

[壁]外側へ緩やかに立ち上がる。

[底面]壁際から中央部へ緩やかに傾斜し、湾曲している。

[堆積土]黒褐色土が堆積している。自然堆積と恩われる。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。

第2004号土坑(第25図)

[位置・確認層1Z -218、219グリッドに位置する。第vn層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は不整な楕円形で、関口部は最長52cm、底面は最長41咽、深さは8四である。

[壁]外側へ緩やかに立ち上がる。

[底面]壁際から中央部へ緩やかに傾斜し、若干湾曲している。

[堆積土]黒色土が堆積している。自然堆積と恩われる。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。

第2005号土坑(第25図)

[位置・確認層1AA-232グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径36園、底面は30cmx16園、深さは59佃である。

[壁]全体として西側へ傾き立ち上がる。起設を有する。

[底面]西側から東側へ傾斜が見られる。

[堆積土]黒色土が堆積している。自然堆積と恩われる。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。

第2006号土坑(第25図)

[位置・確認層1W-232グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は隅丸方形で、関口部は28cmx26cm、底面は17四x14cm、深さは35四である。
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[壁]外側lへ直線的に立ち上がる。

[底面]壁際から中央部へ若干の傾斜が見られる。

[堆積土]黒色土が堆積している。自然堆積と恩われる。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。

第2007号土坑(第25図)

[位置・確認層]W-231、232グリッドに位置する。第vn層において確認した。

[重複]第2008号士坑と重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は円形で、関口部は長径32cm、底面は16cm、深さは34cmである。

[壁]外側へ直線的に立ち上がる。

[底面]ほぽ平坦である。

[堆積士]黒色土が堆積している。自然堆積と思われる。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。

第2008号土坑(第25図)

[位置・確認層]W-231、232グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]第2007号土坑と重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径36cm、底面は24cm、深さは22cmである。

[壁]外側へ緩やかに立ち上がる。

[底面]東側から西側へ緩やかな傾斜が見られる。

[堆積士] 2層に分層した。黒褐色士が堆積し、第2層は、 LBを含む。自然堆積か人為堆積か判然と

しない。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。

第2∞9号土坑(第25図)

[位置・確認層]Y・Z-217グリッドに位置する。第VI層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は楕円形で、関口部は66皿X50cm、底面は65cmX48皿、深さは14cmである。

[壁]全体と Lてやや外側へ直線的に立ち上がる。一部内側ヘオーバーハングする個所も見られる。

[底面]若干の起伏があるがおおむね平坦である。

[堆積土]黒色土が堆積している。自然堆積と恩われる。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。
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第2010号土坑(第25図)

[位置・確認層1Z -189グリッドに位置する。第四層において確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形で、開口部は長径34皿、底面は24cm、深さは19cmである。

[壁]外側へ湾曲して立ち上がる。

[底面]南西側から北東側へ若干の傾斜が見られる。

[堆積土]黒色土が堆積している。自然堆積と恩われる。

[出土遺物]なし。

[時期]不明である。
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第8号土坑

A 

1岱
Y二グ

。l

日

t 第 7号土坑口|

Jン/一¥¥

/i ~ 

と'-~二 一!l..31.715m 
E
F
F
Z円
J
U
「

日!¥...31.411m 

第7号士坑
第 1層 黒褐色士 (10YR2I2)パミス少量
第2層 黒褐色土 (10YR2I3)パミス・炭化物微量
第3眉 暗褐色土 (10YR3I4)パミス少量
第4層 黒褐色土 (10YR晶2)パミス・炭化物微量

Y-150 
¥ヨピ
/，  

第10号土坑

ゐ

E
F
g
.
石
川
町

日

ul 

15土

且L

日

第 9号土抗

白 l

:日A 

日一企 31.691m

E
B曲
目
石
川
町。!Y-151 

一十恥

f第11号土抗B

§ 

CQP 日A 

第11号土坑A

B 

。:

A 

日

ロl

¥
円
も
h

/

一M
G
s
一

j

s
ヘーい九¥一

Y，151 
十 ぴ

A 

E
F
g
F円

lu
日

且

F"
J
 

μ』

A

一

出

土

γ
，1:
 
;
 

ー『

V

第11号土坑日
第 1層 黒褐色士 (10YR3I1)パミス微量
第2層 晴褐色土 (10YR3I4)パミス多量

J色 31目631m

u! 日A 31.631m 

第11号土坑A
第 1眉 黒褐色土 (10YR釘3)パミス少量、炭化物微量

第 9号土坑
第 1層黒褐色土 (10YR2I2) パミス少量
第 2層 暗褐色土(10YR3/4)と黒褐色土(10YR2I3)の混合土

ローム粒微量
第3層暗褐色土 (7.5YR3I4)炭化物多量
第4眉褐色土 (7.5YR4/4)L日中量
第 5層 黒褐色土 (10YR2I3)ローム粒微量、円磯含む

土坑(2)(7""10土・ 11土A・11土B)

Q
U
 

F
D
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~第1守坑 白l

主 l/ゾ 、空50

_A_ t. (ど:::6

ヘ〈い'I! --E_ 
'~~ß' - .5 

。|

E
由
F
由
E
F
円

l
u
l 」色 31.381m B 

主
主ー

Z-l50 

十
十励-

実主主

ち
F ~ 第12号土坑ピット

第 1層黒色士 (7.5YR2Il)

第13号土坑
第 1層黒褐色土 (10YR2I2)炭化物微量
第2層 黒褐色士 (10YR2I3)パミス・炭化物微量
第 3層暗褐色士 (7.5YR3I4)
第4眉 黒褐色土 (10YR2I2)パミス・炭化物微量

h 第5眉黒褐色土 (10YR2I3)パミス微量

似 第14号土坑 口|
十 、-
X-150ιー-. - ¥' I 

""孟ロ οヘ ); 
1ι173土A I 

E I 

_A_ I\~ ¥jdJ斗 j旦 き/
'" I 

ul 

日

。|

_A_ 31.615m 日

~V 第12号士坑
百 第 1眉黒褐色土 (10YR2I3) パミス微量

第2眉 暗褐色土 (10YR3I4) 炭化物少量、パミス微量
第3層暗褐色土 (7.5YR3I4)炭化物微量
第4層 暗褐色士 (7.5YR3I4)炭化物少量、パミス微量
第5層 黒褐色士 (10YR2I3)パミス・炭化物微量
第6眉暗褐色土 (10YR3I4)
第7眉暗褐色土 (7.5YR3I4)

。¥

協 繍
日

一一
(
U

A
V
j間
十
/
/

物

第14号土坑
第1層黒褐色土 (10YR2I2)
第2層黒褐色土 (10YR2I3)
第 3層黒褐色士 (10YR2I3)
第4眉黒褐色土 (10YR2I3)
第5眉黒褐色土 (10YR2I3)LB少量
第6層黒褐色土 (10YR3Il)

A32.515m 

日

E 
F 由
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日
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暗

暗

暗

暗

暗

暗

暗

暗

褐

晴

晴

褐

暗
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層
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肩
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周
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1
2
3
4
5
6
7
8
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H

旦
第
第
第
第
第
算
第
第
第
第
算
第
第
第
第

_A_ 31.831m 

第15号土坑
第 1層 暗褐色土 (7.5YR3I4)パミス・ローム粒・炭化物微量
第2層黒褐色士 (10YR2I3) 炭化物微量
第 3層明赤褐色士 (5YR5i6) 角諜多量
第4眉暗褐色土 (10YR3i3)
第5眉明褐色土 (7.5YR5i8)角磯微量
第6層暗褐色土 (10YR3I4)
第7層褐色士 (7.5YR4/6)
第B層褐色士 (7.5YR4I6)角礎少量、炭化物微量
第9眉暗褐色土 (10YR3i3) LB・炭化物微量

第13図土坑(3)(12""16土)

- 60一
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h 
日

第20号土坑

22士

。l

日

第18号土坑
口;

A 

E
凶

F
F
.
N
円
{
。

日五_32.015m 

日

0¥ 

ロl

A 

E
凶

F
0
.
四
回

1qe

Eゆ

第22号土坑
口l

。/

日

第18号士坑
第 1膚暗褐色土 (7.5YR3I4)炭化物微量
第2層褐色士 (7.5YR4I4) ロム中量、炭化物微量
第3層褐色土 (10YR4/4) LB少量
第4層 にふ噴帽色土 (10YR4/3) パミス中量

0¥ 

月一32.115m

日_A.~ 32.015m 

。i

日

第21号土坑

がJ

第23号土坑

0¥ 

E
凶
F

口
-
N
円

。

。¥

。;

X-151 
日A B 

cふ

A 

E
凹
F
申

F
円

。

24土

。:。¥

円てプごとご干7羽ι;一己 ーよみ必持貯第23号土坑

~~勿殺第1 眉黒褐色土 (10YR2I2) 炭化物・焼土微量
24土 % 佑 必 弘 知 弘 持 労W/A第2層 黒褐色士 (10YR2I3)パミス・焼士微量

A31.915m 

日

第21号土坑
第 1肩暗褐色土 (10YR3I4) ローム粒少量
第2眉明褐色土 (7.5YR5I8)パミス・LB多量、角磯少量
第3層褐色士 (7.5YR4/6)ローム
第4眉黒褐色土 (10YR2/3)炭化物微量

五叩32.015m

土坑 (4)(18土・ 20""'23土)

po 
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!第25号土坑

Oi 容
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平成10年度発掘調査成果

第24号土坑0'， 

第4編

E
凶

F
h
.
N
凹

ひ

も

Y-151 

日

E
凶
F

司
F

凹?町

日

23士

A 

日

カクラン第25号士抗
第 1層暗褐色土 (10YR3I3)LB;多量
第2眉暗褐色土 (10YR町3)パミス微量

百 第3肩暗褐色土 (10YR3I3)パミス中量
第4層暗褐色土 (10YR3I4)LB;多量、炭化物微量

、' 第5眉暗褐色土 (10YR3I3)
第B層暗褐色土 (10YR3I3)LB中量
第7層暗褐色土 (10YR3I4)パミス1>量
第8眉黒褐色土 (10YR2I3)
第9層黒褐色土 (10YR2I3)パミ A1>量
第101冒暗褐色土 (10YR町'4)パミス骨量
第11層黒褐色土 (10YR2I3)パミス・炭化物少量

.!<_ 32.715m 
日

第24号土坑
第 1眉 黒褐色土 (10YR2I3)炭化物微量
第2層 暗褐色士 (10YR3I4)炭化物微量
第3層 暗褐色士 (10YR3I4)パミス・炭化物微量
第4膚 黒褐色土 (10YR2I3)黒色土(10YR1.7/1)多量

パミス少量
第 5層 暗褐色士 (10YR3I4)

0¥ 

Y-151 

A
 

坑社
M
I
-
-

向

d知

町

A 

d 
E
凹
F
回目

5
1
q

第27号土坑

日:( 

ロ!

A 

。|
E
F同
国

F回
以

日月31.831m

日

第27号土坑
第1眉黒褐色士 (10YR212)炭化物中量、ローム粒歩量
第2眉褐色土 (7.5YR4I3)ローム粒骨量、パミλ・炭化物微量
第3層褐色土 (10YR4I4) ローム粒多量
第4層黒褐色士 (10YR町2) ローム粒少量
第5眉暗褐色土 (10YR町3) ローム粒中量
第6層暗褐色土 (10YR町3) 26土の聞落土、ローム粒少量、炭化物微量
第7層黒褐色士 (7.5YR町'2)ローム粒徹量
第8層黒褐色土 (10YR213)ローム粒微量
第9眉明褐色土 (7.5YR町'6)ローム
第10111 黄褐色士 (10YR町6) ローム
第11層 黒褐色土 (10YR3I2) ローム粒・炭化物微量
第12眉黒褐色土 (10YR2I2) ローム粒微量
第13層黒褐色土 (10YR3I2) ロム粒少量、炭化物微量
第14層黒褐色士 (10YR3I2)炭化物少量
第15眉暗褐色土 (10YR3I3)ローム粒微量

」企 31.912m

第33号土坑A
第 1層暗褐色士 (7.5YR3I4)炭化物中量、ローム粒少量
第2眉黒褐色土 (10YR2I3) 炭化物中量、ローム粒少量
第3層黒褐色土 (10YR2I2) ロム粒少量

第33号土坑C

第33号土坑Bd X7152 
げ旦

由ー

ι
J
A…

X
(
 

B 

2m 

日

。

~31.831m 

第33号士坑B
第1層 暗褐色土 (7.5YR3I4)L日中量、パミス・炭化物少量
第2眉 黒褐色土 (10YR2I3) 炭化物少量
第3層 黒褐色土 (5YR2I1) LB多量、炭化物微量
第4層 黒褐色土 (10YR2I3) パミス中量、炭化物・円離少量
第5層 暗褐色土 (7.5YR3/4)褐色土・LBとの混合土、炭化物中量、同様少量
第6層 暗褐色土 (7.5YR3I3)パミス、炭化物微量

E
F
g
F円
川
町

26士

日企 31.831m

土坑 (5)(24土・ 25土・ 27土・ 33土A・33土B・33土C)
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日

第35号土坑

/ 
〆

/戸-

~ 

ノー/

ノ/
/ 

ノ 1

1 

¥ 

。;

A 

-
J
J
g
 

Q

O

 

第34号土坑

十

B 

01 

A 

。;

日

VI 

た 32.715m

→W 

日

ロ!

A 

第35号土坑
第 1膚黒褐色土 (10YR2I2)パミス微量
第2眉暗褐色土 (10YR3I4)パミス微量
第3層黒褐色士 (10YR2I3)パミス・炭化物微量
第4層褐色土 (10YR4/6)LB多量、炭化物少量
第 5層暗褐色土 (10YR3I3)炭化物少量

。!

日

第四号土坑A

J39土B G，/ 

A 

日

第34号土坑
第 1層 暗褐色土(10YR3I3)と晴褐色土(7.5YR3I4)の混合土

パミス・炭化物微量
V 第2層黒褐色土 (10YR3/2)

第3層暗褐色士 (10YR3I4) 炭化物微量
第4眉暗褐色土 (10YR町3) 炭化物微量
第5層暗褐色土 (10YR3I3)炭化物多量
第6眉褐色土 (10YR4/6) ローム
第7層暗褐色土 (10YR3I3)炭化物微量
第8層褐色土 (7/5YR4/4)炭化物多量、パミス・ロ ム粒少量
第9眉黒褐色土 (10YR3/2)ローム粒微量

。i

A 31.531m 

E
F円
申

F
凹

U
l

。/

日点 31.675m

¥ 一 第39号土坑B

出3LG/

暗褐色土 (10YR3I4)パミス中量、LB少量
黒褐色土 (10YR2I3)パミス少量
暗褐色土 (10YR3I3)パミス少量
黒褐色土 (10YR2I3)パミス少量
暗褐色士 (10YR3I4)

第1眉
第 2層
第3膚

第4層
第5層

第41号土坑

ロ!

B A 

E
m
h由
石
川
刊

。¥。/

量少物レb

量
量
削
量
量

少
少
咽
多
少

物
物
ス
ス
ス

化
化
ミ
ミ
ミ

炭
炭
パ
パ
パ

制
問

M
閉
山
M

R
R
R
R
R
 

Y
Y
Y
Y
y
 

n
u
n
u
n
u
内

u
n
u

士
土
士
土
土

E
色
色
色
色

自
褐
褐
褐
褐

坑
褐
黒
暗
黒
暗

土号
層
眉
層
層
層

日

…

削

1
2
3
4
5

ヲ

一

V

第
第
第
第
第
第

T
1
》

3

一]主

2
d
コ

¥
m

Fm

モ一

"
で
。
~

n
o
-

A
…
 

E
凶
由

m
.
F岡
山
同

Y-152 

日一一口一一
。¥

A 

日

第39号土坑目
第 1膚黒褐色土 (10YR3I2) パミス・炭化物微量
第 2層暗褐色土 (10YR3I3) パミス微量
第 3層褐色士 (7.5YR4I3)
第4膚暗褐色土 (7.5YR3I3)炭化物中量、パミス微量
第 5層褐色士 (7.5YR4I4)炭化物多量、パミス微量
第 6層暗褐色土 (10YR3I3) 炭化物中量、パミス微量
第 7層褐色土 (7.5YR4I3)
第 8層褐色士 (7.5YR4I4)
第 9層暗褐色土 (10YR3I3) 炭化物中量
第10)冨暗褐色士 (10YR3I4) 炭化物微量
第11眉褐色土 (7.5YR4/3)炭化物多量
第12層 黒褐色土 (10YR2I3) パミス・炭化物微量

A 31.675m 

』 とゴコ土=オ

土坑(6)(34土・ 35土・ 39土A・39土B・41土)

- 63一
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E
m
N寸
F
円
川
町
l

第46号土坑

日

0¥ 

~ 

E
P
S
F円
川
町

第43号土坑

日日j

手
A 

B 

ぷss
_A_一行

0¥ 
自

力タラン

第43号土坑
第 1眉黒褐色土 (10YR2I3) パミス多量、炭化物中量
第2層褐色土 (10YR4/4) パミス多量
第3層 極暗褐色土 (7.5YR2I3)パミス・ローム粒多量
第 4層黒褐色土 (10YR2I2) ローム粒多量
第5層 極晴褐色土 (7.5YR2I3)パミス・ローム粒多量
第6眉黒褐色土 (10YR2I3) 炭化物多量
第7層極暗褐色土 (7.5YR2/3)パミス・ロム粒多量
第B層褐色土 (7.5YR4I4)LB多量
第9層 極晴褐色土 (7.5YR2I3)パミス・ローム粒多量

_A_ 32.115m 

日

事46号土坑
第l'黒褐色土 (10YR2I2)It<Aj;量、制白胸骨量
第21黒褐色土 (10YR2I2)It<Aj;量
第3Ji!褐色士 (7目5YR4I4)ilミス骨量、民It湘検量
算4Ji黒褐色士 (7.5YR3I2)ilミA1'量、民化調縄量
草51褐色土 (7.5YR4I4)Itミス中量
事6'褐色土 (7.5YR抑)円以畑
第71褐色土 (7.5YR4I6)ilミス軍入、LB含む

0¥ 

_A_ 31.425m 第50号土坑

日

争々
A 

E
国

p
h
o円
川
町

第56号土坑

台
01 

E凶
F

凶
回
同
四
川
町

目

。。C ~ 
A 

日

働 移 務 窓 口 言 土 芸 褐 色 土叩

」色 30.708m

2m 

五'-32.515m 旦
VI 百

万あ協第56号土坑
会勿幼勿務第 1層晴褐色士 (10YR3I4)

第57号土坑
第 1層 暗褐色土 (10YR3I4) パミス少量、炭化物微量
第2層 暗褐色士 (10YR3I3)パミス少量、炭化物微量
第3層褐色士 (7.5YR4I4)パミス、炭化物微量
第4周黒褐色土 (10YR2I3)
第5眉 暗褐色土 (7.5YR3I4)炭化物中量、パミス少量、LB含む
第6層 暗褐色土 (7.5YR町'4)パミス中量、炭化物多量
第7層褐色士 (7.5YR4I4)パミス少量、炭化物微量
第8層褐色土 (7.5YR4I4)炭化物微量
第9膚暗褐色土 (7.5YR3I4)炭化物微量
第10眉 暗褐色土 (7.5YR3I4)パミス少量、炭化物微量
第11層 暗褐色土 (7.5YR3I4)炭化物少量、パミス微量
第12層褐色士 (7.5YR4/4)炭化物多量、パミス中量
第13層 暗褐色土 (7.5YR3I4)パミス・炭化物申量
第14眉 暗褐色土 (7.5YR3I3)パミス多量、炭化物中量

第57号士坑ピット1
第 1層褐色士 (7.5YR4I4)炭化物少量
第57号土坑ピット2
第 1膚暗褐色土 (10YR3I4)
第57号土坑ピット3
第 1層暗褐色士 (10YR3I4)
第57号士坑ピット4
第 1周暗褐色土 (10YR3I4)
第57号土坑ピット5
第 1層暗褐色土 (10YR3I4)LB微量含む
第57号士坑ピット6 n 

第 1層晴褐色士 (10YR3I3) v 

第57号土坑

ピット4
ーし 32.495m_L 

11 
物

物多多

物

日A 

ピット6
_11.1_ 32.495m JII_ 

物物

B 
カヲラン

一色 32.495m

土坑(7)(43土・ 46土・ 50土・ 56土・ 57土)
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第60号土坑

1
1
1
f
l
i

人

¥

一一一己)

¥も

A 
E
凶
F
凶
-
剣
山

l
川「

第58号土坑

日過己;j

0¥ 

0¥ 

A 

第60号士坑
第 1層晴褐色士 (10YR3I4)パミス少量
第2眉褐色土 (7.5YR4I6)炭化物微量
第3眉褐色土(7.5YR4/6)と明褐色土(7.5YR5I8)の混合土

LB含む
第4層褐色士 (7.5YR4I6)
第5層黒褐色士 (10YR2I3)炭化物歩量、LB含む
第6眉暗褐色土 (7.5YR3I4)炭化物多量
第7眉黒褐色土 (10YR2I3)炭化物少量
第8層暗褐色土 (10YR3I3)炭化物少量、LB含む
第9層暗褐色士 (10YR3I4)
第1011 炭化物眉
第11眉暗褐色土 (10YR町'4)炭化物微量
第12眉黒褐色土 (10YR釘3) パミス微量、炭化物微量
第13層暗褐色土 (10YR町'4)
第14層黒褐色士 (10YR2I3)炭化物中量、LB吉む
第15層黒褐色土 (10YR3I1)炭化物微量、LB含む
第16眉暗褐色土 (10YR町3)炭化物微量
第17眉赤褐色土 (5YR4/6) ローム
第18層黒色土 (10YR2I1)
第19層暗褐色士 (7.5YR町'4)パミス微量
第201冒赤褐色土 (5YR4/6) ローム
第21眉暗褐色土 (7.5YR町'3)パミス微量
第22層貴褐色土 (10YR町'6) ローム
第23層暗赤褐色土 (5YR町'6) 角礁中量
第24層 暗褐色士 (7.5YR町'4)パミス歩量、炭化物微量、LB・角喋吉む
第25層赤褐色土 (5YR4/6) ローム
第26眉黒褐色土 (10YR2I2)
第27層褐色土 (7.5YR4/6)ローム
第28層黒褐色士 (10YR2I2) パミス微量
第29層赤褐色士 (5YR4/6) ローム

日

第63号土坑
第 1層褐色士 (7.5YR4/4)
第2層構色士 (5YR6I8) ローム
第3層 晴褐色土 (7.5YR3I4)パミス少量、ローム粒・炭化物微量
第4眉褐色土 (7.5YR4/4)LB含む
第5層積色土 (5YR6I8) ロム
第B層褐色士 (7.5YR4/3)パミス・LB・炭化物微量
第7層 黒褐色士 (10YR2I3) パミス・LB・ローム粒・炭化物微量
第B眉褐色土 (7.5YR4/3)炭化物多量、ローム粒少量
第9眉黒褐色土 (10YR3/2) パミス・LB少量

.A.. 32.315m 

B 

車関号土坑
聾1眉暗揖色土 (10YR3l4)パミス・則明世量
露2眉暗褐色土 (7.5Y附'4)L日中量，H~撮量
草3層黒揖色土 (10YR2l3)
車4層暗褐色士 (10YR3I4)民化物蝿量、角礎宮古

B 

日

ベ孟せ

土号
、

第

1
0
γ
 

.A.. 32.315m 

32.515m 

A 

× 
Z-149 

ず二

土号第

へ

b
q

ー

¥
i
l
l〆l

E
F円
『
N
円

J
刊

B 

十

「φ

二

第64号土坑

A 

日

第64号土坑
第 1層 暗褐色士 (10YR3I3)パミス・炭化物微量
算 2層暗褐色士 (10YR3I4)炭化物微量
第3眉 暗褐色土 (10YR3I3)パミス・炭化物微量

6場蕩多多

日」色 31.915m

判
九
リ

匂
¥

第68号土坑

第74号土坑
第 1眉黒褐色土 (10YR2I3)パミス多量、炭化物微量、LB含む
第2層暗褐色土 (10YR3I4)炭化物微量、LB含む
第3層黒褐色土 (10YR2I3)炭化物微量、LB含む

E
回
=
田
町
四

Jq

A 

日

物揚揚7完
」色 32.115m

第68号土坑
第 1層 黒褐色土 (10YR2I3)パミス微量

土坑 (8)(58土・ 60土・ 63土・ 64土・ 68土・ 74土)
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第76号土坑A '0/ 

。/
/ 

企ω32.555m

日

日

E
国
回
目

JN

問。
日

第76号土坑A
第 1層構色土 (7.5YR6IB) ローム
第 2眉暗褐色土 (10YR3I4) 炭化物微量
第 3層 暗褐色土 (10YR3I3) パミス少量、炭化物微量
第4層晴褐色土 (10YR3/4) 炭化物少量
第 5眉褐色土 (1OYR4I4) LB少量
第6層暗褐色土 (10YR3I3) 炭化物少量
第 7層晴褐色土 (7.5YR3/4)LB少量
第 B層晴褐色土 (1OYR3I4) LB少量
第 9眉褐色土 (7.5YR4/4)パミス・炭化物微量
第10}冒黒褐色士 (10YR2I3) パミス微量
第11層 暗褐色土 (7.5YR3I3)パミス・LB・炭化物・角諜少量
第12眉黒褐色土 (7.5YR2I2)パミス微量

企“ 31.915m .Jl 

7 

第77号土坑
第 1層 暗褐色土 (10YR3I4)パミス多量、炭化物中量
第 2層黒褐色土 (10YR2I3)パミス微量
第 3層黒色土 (10YR2I1)パミス微量

_Q.32.215m_[)_ 第 4眉黒褐色土 (10YR2/3)パミス微量

観察

敬司 第79号土坑A

79土日

A 

(); 
/ 

LL ' 

/日 i蕊

A 

f!l..32.555m 

第78号土坑

A 

第76号土坑B

日

第76号士抗日
第 1眉暗褐色土 (10YR町3) LB少量
第2層暗褐色土 (10YR3I4) 角磯少量
第3層明褐色土 (7.5YR5I6)ローム
第4層暗褐色土 (10YR町4) パミス多量
第5眉暗褐色土 (10YR釘3) ローム粒多量
第6層明褐色土 (7.5YR5I6)ローム
第7層晴褐色土 (10YR3I3)ローム粒多量
第8眉明褐色土 (7.5YR5I6)ローム
第9層黒褐色土 (10YR2I2) パミス微量
第10}圃暗褐色士 (10YR町'4) 炭化物歩量

第11眉黒褐色土 (10YR2I3)炭化物骨量

_e_31.815m A 

日

第79号土坑A
第 1眉暗褐色土 (10YR3/4) LB中量、角樽少量、パミス・

炭化物微量
第2層褐色土 (7.5YR4/4)炭化物微量
第3層 暗褐色土 (7.5YR3I4)パミス・炭化物微量
第4層黒色土 (10YR2I1) 炭化物多量
第5層 暗褐色土 (10YR3I4) LB少量、パミス・炭化物微量
第 B層 暗褐色土 (7.5YR3I4)パミス・炭化物微量

第79号土坑Aピット
第 1眉 暗褐色土 (7.5YR3I3)LB・パミス少量、炭化物微量

74土

ピット2

E F 
31.417m内

務
第78号土坑
第 1層 暗褐色土 (10YR町4) パミス・炭化物微量
第2層褐色士 (7.5YR4I4)LB多量、パミス・炭化物微量
第3眉 暗褐色土 (10YR3I4) パミス・炭化物微量

ピット1

物 3

第79号土坑B QI 

A 日

日

第79号土坑B
第 1層明褐色土 (7.5YR町'6)ローム
第2層暗褐色士 (7.5YR3I4)パミス微量
第3眉黒褐色土 (7.5YR3I2)パミス骨量
第4層 暗褐色土 (7.5YR3I3)パミス・炭化

物粒微量
第5層褐色土 (7.5YR4I6)ローム
第6眉 暗褐色土 (7.5YR3I4)ローム粒・炭

化物微量
第7層黒褐色土 (10YR2I3) パミス少量

第19図土坑(9)(76土A・76土B・77土・ 78土・ 79土A・79土B)

- 66一
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第81号土坑

/窓口l

企(日:;jゑ

ロi

E
凶
F
冊目

5
J
u
i

。;

第130号土坑
。/

A 

01 

m
 

A
 

ム口
ゐ
ロ混

繍

畑

町

畑

姐

刷

刷

出

船

出

阿

佐

川

団

側

ta--岨
吐

岨

岨

働

組

晴

靴

秒
移
神
山
叩
醐
蜘
柳
川
淵
崎
市
姐
日
付

川
川
崎
山
パ
劇
耐
捌
劇
旧
制
断
凶
パ

、J

、J

、J

、J

届哩、
J

、J

、J

、J

、J

、J

、J

、J

、J

酬

酬

剛

剛

一

肌

剛

馴

問

削

剛

問

問

醐

剛

土
士
士
土
土
量
-
土
土
士
土
土
土
士
土
土

i
色
色

i
抱
山
山
色
色
色
色

t
抱
色
色
色

i
褐
褐

i
劇
似
褐
褐
褐
褐

1
耐
褐
褐
禍

坑
褐
暗
暗
褐
暗
炭
暗
暗
暗
暗
褐
極
暗
暗
暗

+占時
晴
揖
咽
咽
晴
晴
晴
晴
晴
咽
咽
咽
咽
咽

及
蜘
第
豊
田
崎
宏
開
館
空
豊
田
第
第
第
第
第

在
議
場
物

5
ぺ
初
日
務

川町宮間

引

V
ん羽

W

A
一

第140号土坑

A01;〉
o 

」丘町田815m l 
_2!_ VI 
mト ~ 第1伺号土坑
筏矧 3ム 2 V移後車lJi畢褐色士 (10Y限厄)
ゑ手:r-一一一、£級 車2.暗褐色土 (10YR3I4)ローム桂・民側微量
~後 4 1i:O; 第3眉暗褐色土(10YR3I4)と黒褐色土(10Y限周)の混合土

級協務協 日粒個
持労労骨ラ告告の日時多併タ 車4眉暗褐色土(10YR3I4)と黒褐色土(10Y限且)の軍合士山多量

Hミス歩量

第143号土坑

ロ! 白!

日

E
回
F
曲
目

F
円。; 01 

_A_ 31.815m 一色

第143号士坑
第 1層 暗褐色土 (7.5YR町'4)パミス多量、炭化物微量

第141号土坑

口l

A 

第3章検出遺構と出土遺物

L 

。;

_A… 31目915m

j三30.615m ..E.. 

務~

B 

f
i
i
 

E
凶
F
円
.
N
円

J
円

日

車130号土坑
草11置 黒褐色土 (10YR2J3)パミス骨量
第2層褐色士 (7田町R4I4)LB多量、農化物微量
葺3圃 暗褐色土 (10YR3I4)パミス・民牝軸微量
第4眉暗褐色土 (7.5YR3I4)Jlミス・断哨微量、LB'宮古
車5層褐色土 (7町R4I4)1量化軸中量
車B層褐色士 (7野R4I6)1量化物微量
富市暗褐色土 (7.5YR3I4)民化物多量
第B層褐色土 (7.5YR4I4)1量化物多量
露目層褐色士 (7田町R4I6)量化物多量
草10層暗褐色土 (7.5YR町'4)民仕物多量
事11眉 暗褐色土 (10YR町4)パミス・民化物撤量

白|

日

E
凶

5
5
J
U「

日

事141号土坑
第11 暗褐色士 (7.5YR3I3)
草2圃極晴褐色土 (7.5YR2J3)
事3圃暗褐色土 (10YR3I3)ローム粒種量
第4圃暗褐色土 (10YR3I3)
事5圃晴褐色士 (10YR3I4)ローム粒多量、パミZ微量
草6. 暗褐色土 (10YR3I4)
第7圃暗褐色土 (10YR3I4)
草8層黒褐色士 (10Y隠居)度化物微量
草9圃暗褐色土 (10YR3I4)
事10眉暗褐色土 (10YR町4)尉化物価

第141号土坑ピット
第1層 暗褐色土 (7.5YR3I4)パミス少量

第20図土坑(10)(81土・ 130土・ 140土・ 141土・ 143土)
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第146号土坑

。i
-
人
1
1
1
1
1
〆
|

E
凶
F

h

F

問。

立145号土坑

日
点。

A 

。/

A 

日

一じ工二ア
羽

第146号土坑
第 1眉 褐色土 (7.5YR4I4)パミス多量、L日中量、炭化物微量

A 31.715m 

E
由
F
国

F

円。

第152号土坑A

。旦交正
A 

第145号士坑
第1眉暗褐色土 (10YR3I3) パミス中量、炭化物微量
第2眉暗褐色土 (10YR3I4) パミス多量、炭化物微量
第3層黒褐色土 (10YR2I3) 炭化物微量
第4層暗褐色士 (10YR3I4) 炭化物微量
第5層黒褐色士 (10YR2I3)
第6眉暗褐色土 (7.5YR3/4)炭化物微量
第7眉黒色土 (10YR1.7/1)
第8層暗褐色土 (7.5YR3I4)LB少量、炭化物微量
第9層黒褐色士 (10YR2I2)
第10J冒黒褐色土 (10YR2I3)

日A 31.815m 

一
s
物 B A 31.615m 

第152号士坑A
第 1層 赤褐色士 (5YR4/8)炭化物微量・ローム粒含む

第148号土坑

封 一一三

{ ¥1土

第152号土坑B

日A 

日A 

卜¥に
E
由
F
由
F

円。
イ¥

F 

…一物

日

日..A_ 31.615m 

」色31.715m

第152号士坑B
第 1層晴褐色士 (7.5YR3I3)ローム粒少量

第148号土坑
第 1層 暗褐色土 (10YR3/4) パミス多量、炭化物中量、LB少量
第2層 暗褐色士 (10YR3.厄) パミス多量、炭化物中量
第3層褐色土 (7.5YR4/4) LB・炭化物微量
第4眉暗褐色土 (7.5YR3I4) 炭化物多量
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第 2節出土遺物

1.土器

本遺跡で出土した土器は以下のように分類した。

出土土器の主体は、第E群及び第IV群土器である。第 I群並びに第E群土器は、少量出土している。

第v-vn群土器は出土していないが、以降の調査で出土する可能性を想定し、設定した。

なお、各群土器を細分類したものについては、群別に本文で説明する。

第 I群土器 縄文時代早期の土器

第E群土器 縄文時代前期の土器

第E群土器 縄文時代中期の土器

第W群土器 縄文時代後期の土器

第V群土器 縄文時代晩期の土器

第VI群土器 続縄文・弥生時代の土器

第四群土器 平安時代の土器

第I群土器:縄文時代早期の土器(第65図27)

第IV層より I点出土した。器厚は 5-6皿で薄手である。器内外面には全体に条痕文を施文している。

外面は、横位と斜位の条痕文による構成である。全体に横位の条痕文を施文した後、 4条の集合からな

る条痕文を右に傾けて斜位に2条施文している。また、左に傾〈条痕文も一部認めらオl、右に傾く条痕

文施文後に施文している。内面は、全体に横位の条痕文を施文した後、中央に左に傾く条痕文を施文し

ている。早期中葉の蛍沢AII式土器と思われる。

第E群土器:縄文時代前期の土器

以下の様に細分した。

I類 縄文時代前期前葉の土器

2類 円筒下層a式土器に比定される土器

3類 円筒下層b式土器に比定される土器

4類 円筒下層c式土器に比定される土器

5類 円筒下層d式土器に比定される土器

a 円筒下層dl式土器に比定される土器

b 円筒下層d2式土器に比定される土器

6類 大木式土器等他地域の影響を受けた土器

7類 その他の胴部破片

2類円筒下層a式土器に比定される土器(第65図28-32)

第65図28、29、31は、器面全体に斜縄文を施文しているものである。 RLR縄文(第65図28)、直前段

合撚 (LRとRR)(第65図29、31)の原体を、横位に回転施文している。第65図31は、加えて結節回転

文を I条施文し、口縁部と胴部を区画している。
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第65図30は、口縁部と胴部で同一原体の回転方向を変えるものである。 RL縄文が口縁部では斜走し、

胴部では縦走する。

第65図32は、口縁部に結節回転文を施文しているものである。これにより 2cm幅程の口縁部を有する。

胴部には、斜走する RL縄文を施文している。また、一部縦位に刻線が見られる。

3類円筒下層b式土器に比定される土器(第31図36、第32図65、第33図96、第34図126、149、第36

図182、第37図205、214、第39図275、284、285、第40図297、301、302、第41図328、330、340，第44図

392、393、406、第57図I、2、第65図33-50、第66図51-62)

・口縁部に縄文を施文するもの。(第44図393、第65図33-39)

第65図33-35は、口縁部に結節回転文を施文しているものである。胴部には、縦位に単軸、多軸の絡

条体回転文を施文している。

第44図393、第65図36-39は、口縁部に縄文を施文し、その上下に横位の押圧による文様を施文して

いるものである。単節縄文、複節縄文、結節回転文、結束第 I種による口縁部施文の上下に単節原体、

絡条体の押圧による文様を施文している。第65図36は、低〈細い貼付隆帯が見られる。第65図39は、絡

条体の横位押圧に加えて蜘j突による文様を施文している。第65図37、第65図38には、縦位の押圧による

文様も施文している。

-口縁部に単軸絡条体第 l類の絡条体回転文を施文するもの。(第31図36、第32図65、第33図96、第34

図126、149、第39図205、275、284、第40図301、302、第44図392、406、第57図l、2、第65図40-50、

66図51-54)

第34図126、第39図275、第44図406、第57図l、第65図40-43は、口縁部や、口縁部と胴部聞に押圧

等の施文が見られないものである。第57図l、第65図40は、 Icm程とわずかな幅で施文している。第65

図42は、 8cm幅にわたり施文している。第57図I、第65図40-43の胴部には縦位の絡条体回転文を施文

している。第39図275は口縁部中位の、第44図406は口縁部上端の破片であるため、押圧の有無について

は不明である。第57図lは、底径12個、口径20c皿、底部から直線的に立ち上がり、円筒形を呈する器形

を有する。

第34図149、第40図301、第65図44-46は、口縁部と胴部聞に横位の押圧による文様を施文しているも

のである。押圧には絡条体、 R、RLR、LRL原体が用いられている。胴部には絡条体回転文(第34

図126、第40図301)、縦走する RLR縄文(第65図46)を施文している。

第32図65、第39図2郎、第65図47-50は、口縁部と胴部聞に横位の押圧による文様を施文しているほ

か、口縁最上部に横位の押圧による文様を施文しているものである。押圧にはR、RL、LR原体が用

いられている。胴部には縦位の絡条体回転文を施文している。第65図49は、胴最上部にLR縄文を施文

し、その下部に縦位の絡条体回転文を施文している。第39図205の胴部施文は不明である。

第31図36、第33図96、第40図302、第66図51は、口縁部と胴部聞に横位の押圧による文様を施文して

いるほか、口縁部に縦位の押圧による文様を施文しているものである。第31図36、第33図96は口縁最上

部にも横位の押圧による文様を施文している。

第39図284、第57図2、第66図52-54は、口縁部と胴部聞に横位の押圧による文様を施文しているほ

か、口縁部に傘惟の押圧による文様を施文しているものである。口縁最上部の横位押圧や、口縁部の縦
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位押圧による文様は施文しているものとしていないものとがある。押圧は、 R、LR原体による。第66

図54は、斜位に8条平行に押圧による文様を施文している。第39図284は、口縁部上部の破片であるた

め口縁部と胴部聞に横位の押圧による文様を施文しているかは不明である。第57図2は、底径10皿、口

径1800、底部から直線的に立ち上がる。

第44図392は、口縁部に単軸絡条体第 I類による横位の絡条体回転文を施文し、口縁最上部に横位押

圧による文様を施文しているものである。口縁上端の破片のため、胴部等その他の文様については不明

である。

-口縁部に単軸絡条体第3類の絡条体回転文を施文するもの。(第66図55)

口縁部断面は湾曲する。胴最上部には 500程度、横位に結束第一種を施文しており、その下部には整

然としていないが、おおむね縦位の絡条体回転文を施文している。

-口縁部に単軸絡条体第5類の絡条体回転文を施文するもの。(第39図285、第66図56)

口縁部中位の破片と恩わすl、押圧による文様の有無等、他の状況は不明である。

-口縁部に単軸絡条体第6類の絡条体回転文を施文するもの。(第36図182，第66図57-59)

第66図57、59は、口縁部と胴部聞に横位の押圧による文様を施文しているものである。第36図182、

第66図58は、口縁部と胴部聞に横位の押圧による文様を有するほか、口縁部に縦位の押圧による文様を

施文しているものである。

-口縁部に単軸絡条体第6A類の絡条体回転文を施文するもの。(第37図214、第40図297、第41図328、

330、340、第66図60-62)

第37図214、第66図60は、口縁部と胴部聞には押圧による文様がない。第66図61は、口縁部と胴部聞

に横位の隆帯による文様を施文しているものである。細〈低い隆帯が貼付られている。

第40図297、第41図340、第66図62は、口縁部と胴部閥、及び口縁最上部に横位の押圧による文様を施

文しているものである。第41図328、330は、口縁部上端の破片のため、胴部等その他の文様については

不明である。

5類円筒下層d式に比定される土器

a 円筒下層 d，式土器に比定される土器

・口縁部に結束第一種、結束第三種による文様を施文するもの。(第32図66、75、第34図151、第61図16，

第66図63-67、第67図68-74)

第32図75、第34図151、第61図16、第66図63-67、第67図68-74は、口縁部に結束第一種(第32図75、

第34図151、第61図16、第66図63-67、第67図68-70)、結束第二種(第67図71-74)による文様を施文

しているものである。

第66図63-65は、胴部に縦走する縄文を施文しているものである。 RLR縄文を施文している。

第66図66、67は、口縁部と胴部聞に横位の押圧、隆帯による文様を施文しているものである。第66図

66は、縄の押圧、第66図67は細い貼付隆帯による文様を施文している。胴部には縦走する縄文を施文し
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ている。

第61図16、第67図68~70は、胴部に縦位の絡条体回転文を施文しているものである。絡条体は単軸、

多軸のものがある。第61図16の胴最上部には、結節回転文を施文している。第61図16は、口径23cm、底

径9cm底部から聞きぎみに直線的に立ち上がる。

第32図75、第34図151は、胴部文様が不明なものである。

第67図7l~74は、胴部に縦位の絡条体回転文を施文しているものである。胴部には、単軸絡条体第 l

類(第67図71、72)、結束第二種と単軸絡条体第 l類(第67図73)、単軸絡条体第 lA類(第67図74)を

それぞれ施文している。

第32図66、第64図25、第67図75~86は、口縁部から胴部全体に結束第一種(第32図66、第64図25、第

67図75~81)、結束第二種(第67図82~86) による文様を施文しているものである。羽状(第32図66、第

64図25、第67図75~79)、斜状(第67図80、 81)を呈するものがある。第64図25は、口径15cm、胴残部

8皿、湾曲し開きぎみに立ち上がる。

-狭い口縁部に横位平行に縄の押圧による文様を施文しているもので、胴部を縄回転による文様で施文

するもの。(第27図12、第57図4、第58図 7、第68図87~99)

押庄原体には、 R (第68図87~89) 、 L (第68図90~92) 、 LR (第27図12 第57図4、第58図7、第

68図93~98) 、 RL (第68図99)が見られる。口縁部に、縦位の押圧(第27図12、第57図4、第68図87、

88、95)による文様を施文しているものもある。

口縁部と胴部の聞に細く低い貼付隆帯(第27図12、第68図88、89、92、98)、LR縄の押圧(第68図

91)による文様を施文しているものもある。

胴部には、斜縄文(第68図93~95、第68図90、第68図92)、結束第一種と斜縄文(第27図12)、縦走す

る縄文(第68図87、第57図4、第68図96)、結束第一種と縦走する縄文(第68図88、第68図98)、結束第

一種(第68図89、91)、結束第二種(第58図7、第68図97、第68図99)による文様を施文している。結束

第一種、結束第二種には縦走するもの(第58図7、第68図91)も見られる。第27図12は、底径15cm、口

径19cm底部から聞きぎみに湾曲して立ち上がり、口縁部が内湾する。第57図4は、底径8cm、口径17阻

底部から直線的に立ち上がり円筒形を呈する。第58図7は、底径8皿、口径13皿、底部から開きぎみに

立ち上がり口縁部は緩く外反する。

-狭い口縁部に横位平行に縄の押圧による文様を施文しているもので、胴部を絡条体による文様で施文

するもの。(第33図89、第34図137、第39図269、第57図3、第58図5、第68図100~1O4、第69図105~1lO、

第69図114)

押庄原体には、 R (第33図89、第39図269、第57図 3、第四図 5、第68図100~1O4、第69図105) 、 L

(第69図106、107)、LR (第34図137、第69図108~1lO、 114) が見られる。

口縁部上端、口縁部と胴部の聞に押圧の見られないもの(第58図5、第68図100、101、103)や、口縁

部と胴部の聞に、縄の押圧(第57図3、第68図102、第69図105)、つまみ出したと恩われる隆帯(第33図

89、第68図104)、低い貼付隆帯(第39図269、第68図104、第69図109、114)により横位の文様を施文し

ているものがある。胴部には、縦位の単軸絡条体第 I類(第33図89、第68図101、103、104、第69図107

~109)、単軸絡条体第 lA類(第69図106、 110、 114) による文様を施文している。胴最上部に横走する
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結節回転文(第33図89、第68図101)、結束第一種(第68図103、104、第69図106)による文様を施文し

ているものも見られる。また、縦位の単軸絡条体第 IA類とともに縦位の結節回転文(第69図114)を

施文しているものも見られる。第57図3は、口径18田直線的に立ち上がり、円筒形を呈する。第58図5

は、底径8皿、口径16cm底部からやや聞きぎみに直線的に立ち上がる。

-狭い口縁部に横位平行に2本 I組の縄の押圧による文様を施文するもの。

押圧原体には、 Rを2条(第69図112、116、117)、LRを2条(第69図118)、LとR (第69図115)、

RとLR(第69図119，121)、 LRとRL(第69図113、120)が見られる。

第69図112は、口縁部の上側から下側にかけて徐々に押圧による文様の間隔が狭まる。また、縦位の

押圧による文様も施文している。第39図270、第69図115は、口縁部の上側から下側に向かい徐々に押圧

の間隔が広がる。胴部施文には LR、RLR、結束第一種、結束第一種と RL、単軸絡条体第 l類、無

文がある。

-狭い口縁部に横位平行に縄の押圧を 7-10条と条数を多く施文するもの。

口縁部押圧の条数の多いものである。押庄原体には、 R(第60図15、第70図122)、L(第70図127)、

LR (第41図329、第70図123-126)、RL(第58図的原体が見られる。

口i縁部及び口縁部と胴部聞には、縦位貼付、つまみ出し隆帯(第58図的、貼付(第50図15)が見られ

る。胴部には、単軸絡条体第 1(第31図27、第41図329、第58図6、50図15)、 IA類(第70図127)、結

束第一種と単軸絡条体第 I類(第70図122)、結節回転文と縦走する RL縄文(第70図123-125)が見ら

れる。

第58図6は、口頚18個、胴残部径、約11皿やや開きぎみに直線的に立ち上がる。第62図19は、口頚

29cm胴部残部径15cmやや開きぎみに置線的に立ち上がる。

-狭い口縁部に横位平行に絡条体を押圧し、胴部を縄により施文するもの。(第60図14、第70図128、129)

口縁部と胴部聞には、貼付(第60図14)も見られる。

胴部には、結束第一種(第60図14、第70図128)、結束第三種(第70図129)を施文している。

第69図14は、口径19cm、底径IOcmやや開きぎみに緩〈湾曲して立ち上がるが概ね円筒形を呈する。

-狭い口縁部に横位平行に絡条体を押圧し胴部を絡条体により施文するもの。(第31図34、第60図12、

13、第70図130-134、第71図135)

口縁部に第71図135は、単軸絡条体第I類と単軸絡条体第5もしくは6類の原体を用いて施文してい

る。胴部には、単軸絡条体第l類(第31図34、第60図12 第70図130-133、第71図135)、単軸絡条体第

IA類(第60図13、第70図134)、結束第一種と単軸絡条体第I類(第70図131)による文様を施文して

いる。

第60図12は、口径28皿、胴残部20c皿湾曲し、開きぎみに立ち上がる器形と恩われる。 60図13は、口径

26cm、底部9cm湾曲し、開きぎみに立ち上がる器形と恩われる。口縁部が若干外反する。

-狭い口縁部に横位平行に縄及び絡条体、刺突等異なる手法を用いて押圧し、胴部を絡条体により施文
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するもの。(第60図15、第69図111、第71図136、137)

口縁部施文には、 LRとRL(第69図111)、 LRと網目状押圧(第60図15、第71図136)、絡条体と刺

突(列) (第71図137)が見られる。

口縁部と胴部聞には、つまみ出した隆帯(第71図136)、Z条の刺突(第69図111)が見られる。

胴部には、単軸絡条体第 1A類(第60図15、第71図136)、多軸絡条体(第69図111、第71図137)を施

文している。第60図15は、口径27c血、胴残部18cm若干開きぎみに直線的に立ち上がる。概ね円筒形を呈

する。

-狭い口縁部に横位、斜位に縄を押圧し胴部を縄により施文するもの。(第39図265、267、第40図303、

304、第58図8、第59図10、11、第62図18、第71図138-140、142-148)

口縁部の押圧には、 R (第39図265、267、第58図8、第59図11、第62図18、第71図138-140、142-

148)、LR (第40図303、第59図10)、RとLR (第40図304)原体が用いられている。

口縁部と胴部聞は、つまみ出Lた隆帯(第39図265、第40図304、第71図140)、貼付隆帯(第39図267、

第40図303、第62図18、第71図138)が見られる。

胴部施文は、 RLR(第58図呂、第71図138)、LR (第59図10)、RL(第39図267、第71図139)、結

束第一種と RL(第39図267、第71図139)、結束第二種と単軸絡条体第 I類(第59図11)、結束第一種

(第39図265、第71図142-147)、結束第三種(第40図304、第62図18、第71図148)が施されている。

第四図8は、口径29畑、胴残部17cm聞きぎみに直線的に立ち上がる。第四図10は、口径21個、胴残部

11cm湾曲し開きぎみに立ち上がる。砲弾形を呈する。第59図11は、口径22cm、底部9佃聞きぎみに直線

的に立ち上がる。第62図18は、口径推定38cm、胴残部推定34c皿聞きぎみに立ち上がる。口縁部は若干聞

きぎみである。

-狭い口縁部に横位、斜位に縄を押圧し、胴部を縄により施文するもの。(第72図162-168、第73図175)

口縁部の押圧には、 L (第72図167、168)、LR(第72図163-166、第73図175)、RL(第72図162)

原体を用いている。

胴部施文には、 RLR(第72図165、第73図175)、結節回転文と RL (第72図163、164)、結束第一種

とRL(第72図166)、結束第一種(第72図162、167、168)が見られる。

-狭い口縁部に横位、斜位に縄を押圧し胴部を絡条体により施文するもの。(第27図9、口、第41図322、

第59図9、第71図141、149-152)

口縁部の押圧には、 R (第71図141、150、152)、LR(第27図9、第41図322、第59図的、 RL(第

27図11)、RとLR(第71図149)、RとRL (第71図152)原体が用いられている。

口縁部と胴部聞は、貼付隆帯(第27図9、第41図322、第59図9、第71図141、149)、孔(第27図11)

が施されている。

胴部施文は、単軸絡条体第 l類(第27図9、第41図322、第71図149、151)、単軸絡条体第 lA類(第

27図11、第59図的、結束第一種と単軸絡条体第 l類(第71図141、150)、結束第一種と多軸絡条体(第

71図152)が施されている。

第27図9は、口径25cm、底部14佃底部から開きぎみに直線的に立ち上がる。第59図9は、口径24畑、
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胴残部18佃湾曲し聞きぎみに立ち上がる器形を呈する。

-狭い口縁部に横位、斜位に縄を押圧し胴部を絡条体により施文するもの。(第73図169~174， 176) 

口縁部の押圧には、 LR原体を押圧している。

胴部施文は、単軸絡条体第 l 類(第73図169、 170)、単軸絡条体第 1A類(第73図172~174)、結束第

一種と単軸絡条体第 I類(第73図171)、多軸絡条体(第73図176)が用いられている。

-狭い口縁部に横位、斜位に縄を押圧し、胴部施文が不明なもの。(第35図155、第38図257、第41図327、

第44図395)

口縁部の押圧には、 R(第38図257)、LR(第41図327)、RL(第44図395)、LRとRL(第35図155)

原体を用いている。

-狭い口縁部に横位、斜位に 2本 I 組の縄を押圧し、胴部を縄により施文するもの。(第72図153~157)

口縁部の押圧には、 LとRの原体を用いている。

口縁部と胴部聞は、貼付隆帯(第72図155、156)が見られる。

胴部施文は、結束第一種(第72図155~157)、結束第一種と L R (第72図153)、結束第一種と RLR

(第72図154)が施されている。

-狭い口縁部に横位、斜位に2本 l組の縄を押圧し、胴部を絡条体により施文するもの。(第72図160、

161) 

口縁部の押圧には、 LとRの原体を用いている。第72図160には刺突も加わる。

口縁部と胴部聞は、貼付隆帯(第72図161)が見られる。

胴部には単軸絡条体第 I類を施文している。第72図160には縦位の結節回転文が見られる。

-狭い口縁部に横位、斜位に2本 l組の縄を押圧し、胴部施文が不明なもの。(第43図383)

口縁部の押圧には、 LとRの原体を用いている。縦位の押圧も見られる。

-狭い口縁部に横位、斜位に絡条体を押圧し胴部を縄により施文するもの。(第73図177~179)

胴部には、 RL (第73図177)、RLR(第73図178)、結束第一種(第73図179)が施されている。

-狭い口縁部に横位、斜位に絡条体を押圧し胴部を絡条体により施文するもの。

胴部には、単軸絡条体第 I類(第73図180、181)、単軸絡条体第1A類(第73図182)、多軸絡条体(第

73図183)が用いられている。

-狭い口縁部に横位、斜位に絡条体を押圧し胴部施文が不明なもの。(第35図170、第39図266)

口縁部に刺突列(第35図170)や、 R(第39図266)原体の押圧も見られる。

-狭い口縁部に横位、斜位に縄、絡条体の押圧、刺突等2種以上を組み合わせて施文するもの。(第73、
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74図184-189)

複数の縄の原体押圧によるもの(第73図184)、縄押圧と刺突文によるもの(第73、74図185-187)、

縄と絡条体押圧により口縁部文様を構成するもの(第74図188、189)がある。縄の原体には、 L (第73

図185、第74図188)、LとR (第74図186)、RL(第74図187)、LR(第74図189)、LRと、 LとRの2

本 l組(第73図184)がある。

胴部施文は、 RL (第74図186)、結束第一種(第73図184)、結束第二種(第74図189)、単軸絡条体第

1A類(第73図185、第74図186)、結束第三種と単軸絡条体第 1A類(第74図188)が見られる。

-狭い口縁部に横位、斜位に絡条体及び刺突文を押圧し、胴部を縄により施文するもの。(第74図190-

192) 

口縁部には絡条体押圧及び刺突により施文している。

胴部には結節回転文と RL (第74図19仏 191)、結束第一種(第74図192)を施文している。

-狭い口縁部に横位、斜位に絡条体及び刺突文を押圧し、胴部を絡条体により施文するもの。(第74図

194、195)

口縁部には絡条体押圧及び刺突により施文している。

胴部には単軸絡条体第 1A類(第74図194、195)を施文している。

-狭い口縁部に横位、斜位に縄及び絡条体及び刺突文を押圧し、胴部施文が不明なもの。(第74図196)

第74図196は、 R原体、絡条体の押圧、刺突により施文している。 H阿部施文は不明である。

-狭い口縁部に曲線的に縄を押圧し、』岡部を縄により施文するもの。(第74、75図197-初2)

口縁部施文は、いずれもR原体の押圧による。

胴部施文は、結束第一種(第74図197、198)、結束第二種(第74、75図199-202)を施文している。

口縁部と胴部聞には、つまみ出した隆帯(第74、75図197、201、202)が見られる。

-狭い口縁部に曲線的に縄を押圧し、』岡部を絡条体により施文するもの。(第75図203-初7)

口縁部の押圧には、 R (第75図203-205)、LR(第75図207)、RL (第75図206)が見られる。

胴部には、単軸絡条体第I類(第75図2刷、 205)、単軸絡条体第1A類(第75図207)、結節回転文と単

軸絡条体第I類(第75図206)、結束第三種と単軸絡条体第l類(第75図203)が見られる。

-狭い口縁部に曲線的に絡条体を押圧し、胴部を縄により施文するもの。(第75図208)

第75図208は、絡条体の押圧による。胴部には、結束第一種が施される。

-やや広い口縁部に横位、斜位に縄を押圧し、縦位の隆帯を施文するもの。(第32図81、第61図17、第

76、77図209-216)

口縁部には縄(第32図81、第61図17、第76図2氾9-213、215)、絡条体(第76図214、第77図216)を横

位、斜位に押圧している。貫通孔(第76図209)、刺突(第76図215)の見られるものもある。加えて、縦
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位の貼付隆帯を有する。

胴部施文は、縄(第32図81、第76図212、 213、第77図216)、絡条体(第61図17、第76図209~211、 214、

215)による文様を施文するものが見られる。

第61図17は、口径33cm、底径17cm底部からやや聞きぎみに直線的に立ち上がる。

-やや広い口縁部に横位、蕨状に縄を押圧し、胸部に絡条体を施文するもの。(第39図268)

第39図268は、口縁部に LR原体を横位、及び口i縁部上部に蕨状に押圧している。

胴部施文は、結束第一種と単軸絡条体第 l類による文様を施文している。

b 円筒下層 d2式に比定される土器

器形が屈曲して肩部を有し、口縁部が外反するもの

・器面全体に同ーの施文を施すもの。(第77図217)

第77図217は、器面全体に、結束第一種を施文している。

-口縁部に縄、絡条体を押圧するもの。(第63、 64図20~22、第77図218~226)

口縁部に縄(第63、 64図20~22、第77図218、 219、 222、 223、 225、 226) と絡条体(第77図220、 221、

224)を押圧するものがある。これらに加えて刺突(第63図21、第77図225)、貼付(第63図20、21、第77

図222~226) の見られるものがある。

胴部施文は、縄(第64図22、第77図221、222)、絡条体(第64図20、第77図218、220、223、224、226)

によるもの古室ある。

6類 円筒下層式土器と恩われるが時期の特定できないもの

・口縁部から胴部まで、器面に縦位に絡条体により施文するもの。(第64図23、第78図237~240)

単軸絡条体第 I類(第78図237、第78図238)を施文するもの、口端が無文で下部に単軸絡条体第 I類

(第78図239)を施文するもの、多軸絡条体(第64図23、第78図240)を施文するものがある。第64図23

は、口径15皿、底径8個、底部から直線的に立ち上がり円筒形を呈する。口縁部はやや外反する。

-口縁部施文が刻線、刺突、無文のもの。(第78図241~244)

刻線(第78図241)、竹管状工具刺突(第788図242)、無文(第78図243、244)がある。無文のものは、

胴部施文の痕跡が有るが、施文原体等は、摩滅により不明である。

-その他の破片資料(第31図39、 46、第32図59、 60、 64、 76、 82，第33図83、 84、 86、 88、 103~1O5、

116、第34図119、120、139、147，148、150、152、第35図156、160、166、167，171、177、第36図192、

第37図208、223、226、232、第38図234、241、243、258、264、第39図271、276、289、第40図294、298、

305、 307、 314、第41図319~321、 326、 341、 342、第42図350、 351、 353、 357、 360、第43図373~375、

377、 378、第44図405、第78図2幻~230、 245~25 1)

遺構内外の出土土器のうち、ロ縁部欠損、摩滅等により時期の特定できないものを本類とした。遺構

外出土土器については、胴~底部破片のうち特徴的と恩われる破片を掲載した。
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第78図245、246は胴部にLRLR縄文を施文している。第78図247は、胴部に単軸絡条体第I類及び

縦位の結節回転文を施文している。第78図248は胴部に多軸絡条体を施文している。第78図249は、胴部

に縦位の結節回転文を施文している。第78図250は、胴部に縦位の、結束第一種、結節回転文、単軸絡

条体第l類の見られるものである。第78図251は台付深鉢と思われる底部破片である。第78図227-230

は、貼付の見られるものである。

7類大木式土器等他地域の影響を受けた土器(第64図24、第78図231-236)

おおむね、縄文時代前期末葉の土器と思われる古人施文手法などが在地の土器である円筒下層式土器

とは異なるものである。第64図24は、』岡部施文に縄の押圧が用いられている。第78図231、232は、口縁

部に横位と鋸歯状に半隆起線文が施されている。第78図233は、口縁部に細い貼付隆帯を横位平行及び

鋸歯状に施している。第78図234-236は同→固体の口縁部破片である。細い隆帯を横位、鋸歯状に貼付

している。鋸歯状隆帯の一部を除雪隆帯外面には半裁竹管状工具による押し引きにより結節状浮線文が

施されている。第78図236の下端には胴部施文と思われる単軸絡条体第 I類の縦位の回転文が施されて

いる。

第E群土器:縄文時代中期の土器

円筒上層a式以降の土器は、出土していないが、今後の調査で出土する可能性を想定し、 I類を設定

した。

1類円筒上層a式土器に比定される土器(第64図26、第78図252)

2点が出土している。

第64図26は、口縁部に縄により鋸歯状の押圧を施している。第78図252は、口縁部に縄により蕨状の

押圧を施している。

(小野)
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第IV群土器:縄文時代後期の土器

( 1 )第U群土器の文様等に関する用語について

本遺跡の主体を占める第W群土器(十腰内 I式土器周辺)に施される文様は、地方公共団体で刊行さ

れる報告書や研究者の論文によって、多種多様の名称が使用さすl、その内容についても一律した考え方

ではない。そこで、本報告書では文様等に関する用語について、以下のような定義をあらかじめ設定し

記述することにした。なお、以下の定義は、『小牧野遺跡発掘調査報告書III~ (青森市教育委員会1998)

を参考にした。

文様に関する用語は、施文手法と単位文様を出土土器の中から抽出し、本文と観察表に記載した。施

文手法及び単位文様は、以下のように整理される。

A:施文手法

次の7種類が認められる。

①一般的に沈線文と呼ばれるものは「沈線」、

②一般的に隆帯文と呼ばれるものは「隆帯」、

③半肉彫的技法、隆沈文などと呼ばtL、沈線文と隆帯文が併用されるものは「隆沈線」

④縄文原体による圧痕や回転文は、例えば rLR圧痕』、 rRLJ、

⑤櫛歯状沈線、多種沈線などと呼ばれるものは、『櫛歯状沈線」、

このほか⑥『条痕文」、⑦「刺突文」などがある。

B:単位文様

沈線の結合関係により、次の3群に大別される。

第 I群単線によるもので『横線文Jr縦線文Jr斜線文Jr曲線文JrC字状文Jr Z字状文JrS字状

文Jr渦巻状文Jr蛇行文Jr山形文Jr弧状文Jr重孤状文」などが認められる。

第2群沈線の両端が連結するもの、あるいは他の単位文様に接し、結果的に沈J線の端部が連結する

もの。「円形文Jr楕円形文Jr長楕円形文Jr方形文Jr長方形文Jr三角形文」などが認めら才L

I群と重複する名称には、その語尾に「連絡」を付した。『連結C字状文J r連絡S字状文J r連

結渦巻文」などである。これらの、沈線手法によるものはa類、 3本組沈線で構成されるもの

はb類に細分される。

第3群 2本組みの単位文様の屈曲部や端部が、その他の単位文様と結合し同体化しているものであ

る。本群の単位文様を認定するにあたり、沈線のみを目で追って文様を観察しようとすると、

どの部分が単位文様なのか見失う、あるいは見当がつかなくなる場合も多い。単位文様どうし

が密着していたり、縄文や櫛歯状沈線などの施文効果により、単位文様の反転化が考えられる

からである。そこで、本群では、前記の縄文や櫛歯状沈線が施される部分を基準として単位文

様を認めることにする。なお、本群の単位文様の名称は、 2群の「連結00文」と区別するた

め、語頭に「連携」を付し、混乱を回避した。「連携S字状文J r連携渦巻文J r連携曲線文』

『連携山形文J r連携Y字状文』などが認められる。

さらに、単位文様と隣接する、空間の幅や、結合する単位文様全体が展開していく方向によって、次

のa-c類に細分することができる。

a類単位文様の幅が、次のb類と比較して広く、また単位文様と隣接する空間が同じ位の幅で構成
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されるものを本類とした。

b類単位文様の幅が、前記のa類と比較して狭〈、隣接する空間の幅と比べてみても幅狭のものを

本類とした。

c類結合する単位文様が横位に展開するものを本類とした。ただし、 a.b類の単位文様も結合し

て横位に展開するものもみられる古丈これらの場合、結合する単位文様が重層しているため、本

類とは別扱いとした。

(2) 時期区分

数種類の単位文様が集合あるいは結合して型式指標のーっとなる主文様は、複雑・多岐にわたってモ

デル化されることが多いが、主文様や副文様などを構成する単位文様は、比較的単純に理解することが

でき、かっ時間的に変化しやすい要素のーっとして土器の変遷指標にもなりうる。

以上のようにして分類された単位文様は、土器が型式として変化していくうえで、密接に関連する要

素のーっとして理解される。これらの単位文様は有意な変遷指標であり、層位学的方法を援用すること

によって具体的な内容を明らかにできるはずである。青森市小牧野遺跡においては、発掘調査により、

前記の単位文様が3群a類→3群b類→2群→3群c類の順で遷移することが確認されている(児玉

1999)。本遺跡においても同じグリッド内でNa層を掘り下げていくと、日が進むに連tL.単位文様2

群から 3群a.b類へ変化していくことを確認している。

本遺跡での土器群の層位的な分析は、第7図にも示しているY-AEー 150ラインの幅50mのセクシ

ヨンベルトから出土した土器について、現在進めており、その結果については報告書の最終年度である

平成15年度の考察編に掲載する予定としている。

以上のような文様は、単位文様の層位的関係が示すように時間的な段梯として、単位文様3群a類→

3群b類→2群a→2群b→3群c類の順に変遷するものと考えられる。これらの単位文様の変遷を、

これまでに設定された土器型式に比定させ、稲山遺跡における縄文時代後期前半の土器の時期区分を試

みると以下のようになる。

第1期 牛ヶ沢 (3)式土器(成田1989)に相当するが、本調査では出土していない。今後の調査や

整理の段階で確認される可能性を想定し、本類を設定した。

第2期蛍沢(本間1988)、馬立式(鈴木1998)に相当し、単位文様3群a類を主体とする土器群によ

って構成される。内容的に二分される型式を含むものとも考えられることから、弥栄平 (2)

式土器(成田1989)に相当するものを 2a期、蛍沢3群(葛西1979a)、沖附 (2)式土器(成

田1989)に相当するものを 2b期とした。

第3期 2類と 3類との聞に位置付けられるもので、十腰内 I式第2段階A種(葛西1979b)、小牧

野編年3期(児玉1999)に相当する。単位文様3群b類を主体とする土器群によって構成され

る。

第4期十腰内 I式第2段階B種(葛西1979b)、十腰内 IA式(成田1989)に相当し、単位文様2群

a類を主体とする土器群によって構成される。十腰内 I式土器の古相として理解される。

第5期 3本組沈線手法による単位文様2群b類を主体とする土器群によって構成される。型式的に

は、十腰内 IA式として理解される場合が多いが、明らかに 1B式の特徴をもっ土器も存在す

る。 4期と 6期と並行する土器を含み、かっ斬移する土器として考えられる。
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第6期十腰内 I式第3段階(葛西1979b)、十腰内 1B式(成田1989)と呼称した時期に相当し、単

位文様3群c類を主体とする土器群によって構成される。十腰内 I式土器の新相を示すもので

ある。

(3)出土土器の説明

本調査では、前項で設定された 1~6期の時期区分のうち、 I 期を除〈全ての時期の土器が出土して

いる。本報告書では、多量に出土した後期の土器(第N群土器)を注記や接合の段階から分類し、その

代表的なものを複数点掲載した。また、掲載した土器の個々の属性は、別冊の観爆表に記載した。

出土した土器は、文様の特徴から 1~11類に分類される。そのうち、 1~6類については、時期区分

が可能な土器で、その内容も前項の 1~6期と重複するものである。

1類

第 I期に相当する土器であるが、本調査では出土していない。今後の調査や整理の段階で確認される

可能性も考えられることを想定し、本類を設定した。

2 a 類(第44図402、第79図 1 ・ 2 、第1ll~113図169~193)

単位文様3群a類を主体とする土器で構成さす1、第2a期に相当する。沈線幅が2b類と比較して幅

広なのが特徴的である。

深鉢形土器は、口縁部文様帯に連携長楕円形文が施されるもの(第112図183)、頚部に無文帯を有し

胴部に渦巻状の連携曲線文(平行沈線と結合)が施されるもの(第79図 1)、波状口縁に平行する波状

文、胴部に他の沈線と結合する連携曲線文と渦巻文が施されるもの(第111図169~175)、連携三角形文

や連携渦巻文が施されるもの(第112図184)、単線による渦巻文が施されるもの(第44図402、第112図

185)、隆帯による円形文と区画文を有するもの(第112図186)などがみられる。

鉢形土器は、胴部から口縁部にかけて内脅するものが目立つ。胴部に連携長楕円形文(第79図2)や

連携渦巻文(第112図189)が施されるもの、各沈線文の端部あるいは交差部に円形の隆帯(第111図179・

180)や刺突(第112図187)を有するものがみられる。

2 b 類(第43図372、第79~82図 3~12、第113図193~205)

2a類と同じく単位文様3群a類を主体とする土器で構成されるが、沈線幅は路較的狭い。第2b期

に相当するものである。

深鉢形土器は、波状口縁をもつものがほとんどであるが、中には装飾的な突起を有するもの(第113

図193~195) もみられる。口縁部には、楕円形文が施さオl、頚部に無文帯(第80図4 ・ 5) や区画文(第

79図3、第81図7、第113図197)などが施さ:h，.口縁部文様帯と胴部文様帯との3段構成によるものが

目立つ。胴部には、他の沈線文と結合する連携渦巻文(第79図3、第80図5、第81図6、第82図9)や

連携波状文(第81図的などが施されている。これらの連携する単位文様の沈線聞には、縄文が施され

ている場合がほとんどで、その沈線開と隣接する単位文様(無文であることが多い)の沈線開の幅は、

ほぽ同じ幅であることが多い。また、口縁部や胴部には、隆帯を巡らすものもみらすl、装飾的に施され

るもの(第113図195)や、区画文として施されるもの(第113図197)などがある。
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鉢形土器は、胴部に動物形の隆帯が貼付されるもの(第43図372)がみられる。この土器の詳細につ

いては、本項のその他の土器の項目で再度説明する。

浅鉢形土器は、胴部に連携渦巻文が施されるものがみられる(第82図10)。

台付浅鉢形土器は、台部に方形文が施さすL、Zヶ所に長方形の透かし孔を有するものがみられる(第

[[3図204)。

壷形土器は、胴部に区画文系の文様が施されていることが多〈、方形の区画文(第[[3図205)や、そ

の中に縦位の蛇行文が施されるもの(第82図11)、複数の方形文を配することにより、区画文系のモチ

ーフを作り出すもの(第82図12)もみられる。そのほか、胴部に渦巻文と思われる曲線文が施されるも

のもみられる(第[[3図203)。また、肩部付近で切断される土器もみられる(第82図12)。

3 類(第82~83図13~23、第[[4図206~223)

単位文様3群b類を主体とする土器で構成さすl、第3期に相当する。

深鉢形土器は、波状口縁をもつものと平坦口縁をもつものとの両方がみられる。頚部には、無文帯

(第[[4図207・208)や、区画文(第82図14、第[[4図206)がみられるが、 2b類ほど割合少ない。むし

ろ、第83図15 ・ 16や第[[4図209~2llのように、口縁部文様帯と胴部文様帯の 2段構成が多〈なる傾向

がみられる。胴部文様帯には、楕円形文や連絡C字状文など(単位文様2群a類)の外側に、縄文を充

填することで、単位文様を反転させ、結果、連携うろこ状文(第83図15)、連携渦巻文(第[[4図214)な

どが効果的に作り出されている。また、縄文は施されていないが、同じ反転効果による連携うろこ状文

(第83図16、第[[4図220)、連携渦巻文(第82図14)などが施されているものもみられる。

鉢形土器は、上記の深鉢形土器のプロ 7イルや文様帯と同様に構成されるものが多い。胴部には、連

携渦巻文(第83図19・20)、連携S字状文(第[[4図221)、連携楕円形文(第[[4図223)などが施されて

いる。

浅鉢形土器は、ボウル形を呈し、連携曲線文(第83図23)や連携渦巻文(第[[4図216)が施されるも

のや、膨らみをもっ胴部に口縁が外反する器形のもので連携S字状文が施されるもの(第83図22)がみ

られる。

壷形土器は、球胴で胴部に連結波状文や横位の連結Y字状文が施されるもの(第[[4図213)、連携曲

線文が施されるもの(第[[4図222)、大型で肩部付近に隆沈線が巡らされるもの(第[[4図217・218)が

みられる。

4 類(第26図 1 ・ 2 ・ 4 ・ 6、第84~92図26~67、第[[5~[[6図225~242)

単位文様2群a類を主体とする土器で構成さすL、第4期に相当する。

以前の時期 (2・3類)と陥ベ、口縁が折り返されるものが少なし器面も丁寧に調整されるものも

多くなり、色調も明るさを増してくる。また、隆沈線技法による文様も多用されるようになる。

深鉢形土器は、波状口縁をもつものがほとんどであるが、小型の深鉢については平坦口縁をもつもの

もみられる。文様帯は、基本的に口縁直下と胴部との2段構成である(胴部文様帯の上下に配置される

区画帯は、胴部文様帯に付属するものとして考えている)。口縁直下の文様帯は、円形文と長楕円形文

からなる文様帯(第84図26・27、第85図30・31、第86図33、第87図36・39、第88図40)と、 8字状の隆

帯と長楕円形文を配置した文様帯(第85図28、29、第86図32、35、第87図37、第88図42、第[[5図229、
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第116図237)のどちらかが採られる場合が多い。胴部文様帯は、いわゆる“輪ゴム状沈線"と呼ばれる

手法、すなわち沈線の両端が結合する単位文様2群a類に属される文様によって構成されている。構成

要素となっている単位文様は、連結渦巻文(第84図27、第116図237)、連結S字状文(第85図31、第86

図35、第115図233、234、第116図235)、連結C字状文と連結S字状文などを噛合せた重層する連結渦巻

文(第84図26、第85図29、30)、連結斜線文と連結S字状文が結合するもの(第86図34)、連結C字状文

が噛合いながら縦位交互に配されるもの(第87図36)、楕円形文が重層するもの(第115図225)、楕円形

文が数段、横並びするもの(第115図227)などがみられる。また、単線による単位文様l群に属される、

蛇行文(第88図41)、 S字状文(第88図42)などもみられる。

鉢形土器は、その器形が深鉢系のものと浅鉢系のものとに二分される。深鉢系のものは、平坦口縁で

口縁文様帯に長楕円形文、胴部文様帯に蛇行文が施されるものがみられる(第88図43)。浅鉢系のもの

は、波状口縁のものが目立ち、長楕円形文や連結渦巻文が施されるものがみられる(第鉛図6)。

浅鉢形土器は、平坦口縁をもつものが多くみられる。文様帯は、深鉢形土器と同様に2段構成のもの

が多い。口縁部文様帯は、無文帯のもの(第88図45)や円形文と長楕円形文が配されるもの(第89図49)

などがみられる。胴部文様帯には、連結渦巻文(第26図1、第88図45)や、連結S字状文(第88図44、

第89図49、第116図24)が施されるものが多くみられる。また、浅鉢形土器の底面には、円形文と連結

弧状文(底部に平行する長楕円形文)が配されるもの(第116図241)や、同心円状の円形文が施される

もの(第116図242)もある。

壷形土器は、大型や小型のものがある。大型のものは口縁が屈折するタイプ(この部分だけみると浅

鉢形土器に形状が近い)のもの(第90図53、55、第91図59、第116図239)や広口のタイプ(第89図52)

などがみらすl、橋状突起が付されるもの(第90図55、56)も目立つ。胴部には、連結S字状文(第89図

52)や、連結渦巻文(第90図55、第91図58、第92図60)が施されるものが多い。また、数面の方形区画

をもち隆沈線手法によって文様が構成されるもの(第90図53)もみられる。小型のものは、胴部に楕円

形文を配するものが多く(第92図61・62・64・65)、中には、渦巻文が施されるもの(第92図63)や無文

のもの(第92図63)もみられる。また、小型の壷形土器は、胴部上半あるいは下半が切断される場合も

多い(第92図62~66) 。

そのほか、四脚付の土器も出土している(第92図67)。この土器は、壷形土器と恩われる底部に、三

角柱状の脚部が付されており、胴部には隆沈線手法による楕円形文などが施されている。

5類(第26図 5 ・ 8、第27図10、第93~98図68~104、第117~1l8図243~262)

3本組沈線手法による単位文様2群b類を主体とする土器で構成さ才l、第5期に相当する。

深鉢形土器は、波状口縁をもつものが多〈みられる。文様帯は、 4類と同様に基本的に口i縁部文様帯

と胴部文様帯との2段構成である。口縁部文様帯は、 4類と同様に円形文と長楕円形文からなる文様帯

が多〈みられるが(第93図的・ 70、第94図74、第95図77)、8字状の隆帯と長楕円形文を配置した文様

帯は稚拙化する傾向もみられる(第93図71、第95図75)。また、 4類で多用された隆沈線技法は、口縁

部文様帯にのみに文様が施されるようになる。胴部文様帯は、 3本組沈線手法による横方向に連続する

S字状文(第93図68~71、第117図244~246)、縦方向に連続する S字状文(第94図72~74、第95図75、

第114図247~249) が多くみられる。

鉢形土器は、胴部文様帯に、 3本組沈線手法による横方向に連続する S字状文(第95図78)、弧状文

140 



第3章検出遺構と出土壇物

(第26図8)が施されるものがみられる。

浅鉢形土器は、平坦口縁をもつものが多くみられる。文様帯は、深鉢形土器と同様に2段構成のもの

が多い。口縁部文様帯は、円形文と長楕円形文が配されるもの(第95図79 ・ 82、第96図83~86) が多く、

渦巻文と長楕円形文が配されるもの(第95図81・第96図87)もみられる。胴部文様帯には、 3本組沈線

手法による S字状文(第95図79~82、第96図83~87) が多く、次いで渦巻文(第96図旬、第97図95~98)

が多く施さすl、波状文系の文様(第96図92・94)もみられる。

壷形土器は、 4類と比べ大型のものや、切断土器は出土していない。文様帯も深鉢形土器や浅鉢形土

器と同様に、口縁部と胴部との2段構成となっている。口縁部文様帯は、深鉢形土器と同様に、円形文

と長楕円形文が配されるもの(第97図99、第98図103)が目立つ。胴部文様帯は、 3本組沈線手法によ

るS字状文が多用さtL..横方向に連続する S字状文(第97図99)や波状文の上下を連絡するための S字

状文(第97図101、第98図104)、部分的に配される S字状文(第97図100)などがみられる。また、渦巻

文が施されるものもみられる(第98図102)。

6 類(第26図 7、第28図13~15 ・ 17、第29図18 ・ 20 ・ 23 ・ 24、第30図25 ・ 26、第34図136、第35図169、

第42図348 ・ 368、第84図24、第98図105~107、第99図108 ・ 109、第[[9図265、 267)

単位文様3群c類を主体とする土器で構成さす1、第6期に相当する。

口縁部がほとんど折り返されなくなる。また、沈線に縁どられる単位文様内に、縄文や櫛歯状沈線を

充填するものや、櫛歯状沈線手法により単位文様が描かれるものなどがある。

深鉢形土器は、波状口縁をもつものと平坦口縁をもつものとの両方がみられる。

文様帯は、 4類や5類と同様に口縁部文様帯と胴部文様帯との2段構成によるもの(第28図13、第98

図106)と胴部文様帯のみの l段構成(胴部文様帯の上下に配置される区画帯含む)によるもの(第30

図26)、口縁部と胴部文様帯の区別が明確でないもの(第お図14・15、第29図24)などがある。また、底

部から胴部にかけての無文帯を有するものが多〈、上部へ押し上げられた胴部文様帯の幅も 4・5類と

比べて幅狭となり、その結果、単位文様が横方向へと展開していくように配置されている。このように

横位展開する単位文様には、 3本組沈線手法による斜線文(第28図14)やS字状文・波状文(第30図26)

が施されるもの、 4本組沈線手法で5字状文(第34図136)が施されるもの、櫛歯状沈線手法による渦

巻文(第98図106)、格子日文(第28図13・15、第35図169)、沈線で縁どられる単位文様に櫛歯状沈線が

充填されるもの(第29図24)、縄文が充填されるもの(第98図105、第[[9図267)などがみられる。

鉢形土器は、波状口縁をもつもので、胴部に3本組沈線手法による波状文が施されるもの(第29図18)

がみられる。

浅鉢形土器は、波状口縁をもつもので、胴部にV字状文が複数配置されるものがみられる(第98図

107)。

台付浅鉢形土器は、平坦口縁や口縁の一部が突出するものなどがみられる。胴部には、沈線で縁どら

れる単位文様や3本組沈線手法による単位文様に縄文が充填されるもの(第28図17、第84図24、第99図

108)などがみられる。また、台部に透かし孔を有するもの(第[[9図265)もみられる。

壷形土器は、胴部に櫛歯状沈線手法による曲線文と S字状文(第26図7)、波状文と S字状文(第30

図25)連携S字状文(第29図23)が施されるもの、沈線で縁どられる単位文様に櫛歯状沈線が充填され

るもの(第29図20、第42図368)、縄文が充填されるもの(第99図109)などがみられる。
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7類(第26図3、第99-101図110-118、第120図281-283)

撚糸圧痕による格子目文を主体とする土器で構成される。深鉢形土器がほとんどである。 I本の撚糸

を器面に押圧して施文されるもの(第26図3、第99-101図110-116、第120図281-283) と、絡条体圧

痕によるもの(第101図117・118)がある。いずれも、 Rの撚糸が多用されているが、 Lの撚糸も使用さ

れている。また、一度縄文を施した土器の器面を磨り消し、改めて撚糸を押圧したもの(第100図115)

や、口縁部に渦巻文が施されるもの(第120図283)もみられる。

8類(第36図180、第102-104図119-128，第120図284-287)

沈線や櫛歯状沈線手法による格子日文を主体とする土器で構成される。深鉢形土器が多〈みられる

が、鉢形土器もみられる。口縁部文様帯に沈線手法による円形文や長楕円形文、長方形文を配するもの

(第36図180、第102図121、第103図123、第120図284・285)もみられる。格子目文には、沈線手法によ

るものが多いが、櫛歯状沈線手法(第120図286)や3本組沈線手法(第103図123、第120図287)による

ものもみられる。これらの施文手法は、縦位あるいは右傾の沈線をほぼ等間隔に引き、その上に左傾の

泌総を引いて施文される場合が多いが、この逆のパターンもある。沈線を交互に施文する倒は、あまり

みられない。

9類(第104図130、第38図244)

沈線手法や櫛歯状沈線手法による並列縦線文(いわゆる条痕文)を主体とする土器で構成される。深

鉢形土器がほとんどである。沈線手法によるもの(第104図130) と櫛歯状沈線手法(第38図244)がみ

られる。

10類(第105・106図131-141、第120図288-293)

格子日文を除〈撚糸の圧痕文や回転文、縄文の回転文を主体とする土器で構成される。深鉢形土器が

ほとんどであるが、鉢形土器もみられる。撚糸の圧痕文は、 I本あるいは複数本の撚糸を器面に押圧し

て施文されるもの(第105図131-134) と絡条体圧痕によるもの(第105図135、第120図283)がみられ

る。撚糸を器面に押圧して施文されるものはRがほとんどで、絡条体圧痕にはRとLの両方がみられる。

撚糸の回転文は、 Lで横位回転(第106図136・137)、Rで斜位回転(第120図289)して施文されたもの

がみられる。縄文の回転文は、 RLで横位回転(第106図138、140、第120図291)、 RLで縦位回転(第

106図139、第120図290・292・293)、LRで横位回転(第106図141)して施文されたものがみられる。

11類(第34図143、第107-110図142-168)

無文を主体とする土器で構成される。深鉢形土器は、平坦口縁をもつものがほとんどで、口縁部に隆

帯が巡らされるもの(第107図144)や沈線や細い溝を有するもの(第107図142、第108図146・151)な

どがみられる。また、胴部に一度施された撚糸圧痕の格子目文をすべて磨消し、無文としたものある

(第34図143)。

鉢形土器は、その器形が3類鉢形土器(第83図21)と近似するもの(第109図152)や5類浅鉢形土器

(第96図86) と近似するもの(第109図153)は、それぞれの時期に帰属できうるものとして考えてよい

であろう。
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浅鉢形土器についても、その器形が5類浅鉢形土器(第95図81)と近似するもの(第109図157)は、

その時期に;帰属する可能性が考えられる。

壷形土器は、底部が切断されるもの(第110図167)や球胴のもの(第110図166)がみられる。

皿形土器は、全体形が楕円形を呈するものと思われる底部に、円形の脚が4ヶ所に付されている。ま

た、脚部付近の縁辺部に内面から貫通する有孔突起が付されている。この有孔突起も 4ヶ所に付されて

いたものとJ恩われる。

その他の土器

上述してきた施文手法や単位文様による分類方法と異なるものである。

①狩猟文土器(第43図372)

本調査で出土した狩猟文土器は、前記の 2b類 (2b期)に属する鉢形土器で、口縁から胴部にかけ

て一部残存する破片資料である。狩猟文は、胴部に施さオL、隆帯の貼付によって尻尾のない四肢獣が表

現されている。本狩猟文がどのような動物を表したものかは不明であるが、これまでの動物意匠関係の

出土例からイノシシやクマを表現したものとして考えられている(福岡1998)。

②切断土器(第26図2、第82図12、第92図62-66、第97図的、第[[0図167)

本調査で出土した切断土器は、 9点出土しており、前記の2b-5類 (2b-5期)に属する。器種

は、いずれも壷形土器である。この種の土器は、「切断壷形土器(阿部1985)J、「切断蓋付土器(成田

1986)、「合子作りの壷形土器(小林1994)Jなどと呼ばれているもので、壷形土器の胴部を輪切りにし

て、上下二つの部位が作られるものである。土器の切断される位置は、胴部上半つまり肩部付近で切断

されるもの(第82図12、第92図62、66、第97図99)と、胴部下半でつまり底部の立ち上がり付近で切断

されるもの(第お図2、第92図63-65、第110図167)があり、胴部の中央で切断されるものはない。土

器の接合部には、焼成後に切断された痕跡と考えられる多数の刻目が残されている場合が多く、ほとん

どの土器が焼成後に切断された可能性が強い。また、第97図99のように、接合部に漆状の黒色物質で目

張りを行ったと恩われる土器もある。

③赤色顔料塗彩土器(第35図168，第91図58、第92図62・旬、第97図99、第[[6図237)

酸化鉄系と考えられる赤色顔料が塗彩された土器には、次のようなものがある。

-焼成前に単位文様を意識して、その外側あるいは内側に塗彩されるもの(第31図29、第32図78、第

34図146、第35図165、第36図187、第38図251、第41図339、第44図399、第[[6図237)。これらには、胎

土中に顔料を含ませて発色させるものと、直接顔料を塗って焼成されるものがある。

-焼成前に全体的を赤色塗彩L、その後で白色の粘土を用いて単位文様の外側に白色塗彩されるもの

(第35図168)。

-焼成後に単位文様を意識して塗彩されるもの(第37図204、第37図207、第91図58)。

-焼成後に全体的に塗彩されるもの(第32図57、第34図142，第43図370、第92図62・63、第117図243)

・焼成後に漆状の固着材を用いて塗彩されるもの(第97図99)。

④底面にのこる網代組み(第120図294・295)
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第120図294は、底部底面が一部剥離し、その剥離面に網代組みの痕跡がみられる資料である。この土

器は、土器成形時に、付いた網代痕を覆い隠すように、粘土をかぶせたもので、何らかのアクシデント

により底面が剥離して、このような状態となったものである。網代の組み方は、「一本すくい一本押さ

え」を基調とするものと恩われる。

第120図295も、底部底面に網代痕がみられるもので、凹凸が顕著な植物質素材をテープ状に整えたも

のと恩われる。組み方は、三内丸山遺跡で出土している小型の組み鍾(いわゆる縄文ポシエット)に類

似し、「二本すくい二本押さえ」を基調とするものと恩われる。

これらのほかにも、実測図非掲載資料(写真66)が3点出土しており、いずれもその組み方は、「一本

すくい一本押さえ」を基調とするものと思われる。

(児玉)
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2.石器

平成10年度の調査では、剥片石器1，700点、剥片318点、石核28点、石斧68点、礎石器554点、水晶166

点、総数2，834点が出土した(自然礁を除<>。うち遺構内出土96点、遺構外出土2，738点である。

石器の石質については、事l片石器は、珪質頁岩が大半であり、その他僅かに頁岩、玉髄、メノウ、黒

曜石、赤鉄鉱が有る。石斧は、輝緑凝灰岩、粘板岩、閃緑岩、珪質頁岩、石英安山岩、変朽安山岩が用

いられており、輝緑凝灰岩、閃緑岩が他より多い。磯石器は、安山岩、変朽安山岩、石英安山岩、凝灰

岩、緑色凝灰岩、溶結凝灰岩、泥岩、閃緑岩、流紋岩、務岩、頁岩、珪質頁岩が有り、その中で安山岩

が約40%、凝灰岩、緑色凝灰岩が各約23%、変朽安山岩カ靖甘10%と多数を占める。

石器の出土地点について遺構外出土石器は、平面的にはグリッドラインの140-160ライン聞に密度濃

く分布しており、同範囲を中心に西側に向かうにつれ密度が薄〈なる傾向が見られる。石器の出土層位

はVIa層が圧倒的に多数を占める。遺構内出土石器についても、石器が出土した遺構はグリッドライン

の140-160ライン聞に春在する。

出土した石器については、下記のとおり分類した。

(1)剥片石器

-石銭

・錯先鎌

・石槍

.石錐

・石匙

・大石平型石箆

.石箆

・異形石器

・不定形石器

.剥片

・石核

(2)石斧

・石斧

(3)礎石器

・磯石錘

・有溝石錘

.敵磨器類

・半円状扇平打製石器及び類似する石器

.挟入扇平磨製石器及び類似する石器

-砥石

・石皿・台石

(4)水品

・水晶
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出土石器の掲載については、遺構内出土石器は原則的に掲載することとし、 94.7%を掲載した。

遺構外出土石器は、一部を掲載した。遺構内出土石器を加えての掲載率については、定形剥片石器は

58.5%、不定形石器は、点数が多いことから、 5.5%を掲載した。剥片及び石核は、表の記載のみとし

た。

石斧は、 44.1%、磯石器は点数が多いことから25.2%を掲載した。

水晶は、 1cm以下の小さいものが多いことから15.6%を掲載した。

( 1 )剥片石器

・石鍛(第45図I、5、6、12、13、第46図20、第47図24、25、第48図31、第49図38、42、45、47、第

121-127図 1-108、第132図5)

遺構内から13点、遺構外から186点、総数199点が出土している。石質は、珪質頁岩が95%を占め、そ

の他頁岩、玉髄、黒曜石である。

茎部及び形状から以下のように細分した。

1.無茎(第49図45、第121図 1-4、7、8)

(1)凹基(第49図45、第121図 1-4)

遺構内から l点、遺構外から 4点、総数5点が出土している。

第121図 Iは、縁辺部のみに2次調整が施されるもので、両面中央部には、素材剥片の剥離面が残害

しているものである。第121図2-4が、おおむね断面中央部に稜を有するのに対して、第121図Iは平

坦な形状となっている。他と比較し規模がやや大きいこともあり、後述する話先録の可能性もあるかと

J恩われたが、基部の調整がやや粗雑とJ恩われたことから本類に含めた。第121図3は、他の刃部が外湾

するのに対して直線的であり、基部の扶り幅も少ないものである。

(2)平基(第121図7、8)

遺構外から4点が出土している。最大幅を器体中位から基部付近に有する。

2.円基、尖基(第45図12、13、第46図20、第47図24、第49図38、第121図6、9、10、12-15、第122

図16-30、第127図108)

(1)円基(第45図12、第121図12、13)

遺構内から l点、遺構外から 7点、総数8点が出土している。器体中位に最大幅を有L、刃部は緩や

かに外湾している。刃部調整に際しては、他の石録より大きめの剥離が見られる。

(2)尖基(第45図13、第46図20、第47図24、第49図38、第121図6、9、10、14、15、第122図16-30、

第127図108)

遺構内から4点、遺構外から28点、総数.32点が出土している。刃部が緩やかに外湾L、器形が柳葉状

のもの(第121図9、10、14、15、第122図20、21、25、28-30) と、刃部が屈曲し、器形が菱形を呈す

るもの(第121図6、14、15、第122図16-19、22-24、26、27、第127図108) とが有る。

3.有茎(第45図I、5、6、第47図25、第48図31、第49図42、47、第121図5、11、第123-127図31-

107) 

(1)凹基(第47図25、第123図31-34、36-44、第124図47、57)

遺構内から I点、遺構内から32点、総数33点が出土している。小型のものは、正三角形に近い形状で、

大型のものは、二等辺三角形に近い形状である。刃部は大半が直線的か、僅かに内湾すると恩われる由主
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その中で、第123図42 第124図47は、刃部が緩やかに外湾している。特に第124図47は、器形も他と異

なり、長い細身の器形である。

(2) 平基(第45図 I 、 5 、 6、第49図42、第121図 5、第123図35、第124図45、 46、 48~50， 52~56、

58、 59、第125図60~旬、 69~72、 74~78、第126図85、 91、第127図101)

遺構内から 4点、遺構外から45点、総数49点が出土している。第124図45、46は基部付近が非対称ぎ

みである古室、本類に含めた。

(3)凸基 57点(第48図31、第49図47、第121図11、第124図51、第125図的、 73、第126図79~84、 86

~9日、 92、旬、第127図94~100、 102~1O7)

遺構内から 2点、遺構外から55点、総数.57点が出土している。

4.その他の石録(第132図148)

遺構外から l点が出土している。一方の刃部が緩やかに外湾し、他方が直線的と、左右がやや非対称

ではある由人両面調整で基部に扶りを有L、アメリカ式石録と恩われるものである。

5.欠損品等で基部が無く、分類できないもの

図示していない由主遺構外から10点が出土している。

-話先鎌(第127図109)

無茎石銀と形態は類似する古人全体的に薄く平板で基部付近が薄くて平らなものを本類とした。遺構

外から l点が出土している。石質は珪質頁岩である。石鍛の項で、無茎凹基とした石録とは、形態が異

なる。基部付近の調整もより深い剥離が認められる。

-石槍(第128図110)

おおむね600以上のものを本類とした。遺構外から 4点が出土している。石質は珪質頁岩が3点で

75%、頁岩 I点で25%を占める。形態等により 3類に分類した。 Iとした幅広いものは出土していない。

2が I点の出土である。他3点は、欠損等で細分できないものである。

-石錐(第128図1ll~120、第129図121~129、第133図155)

遺構外から58点が出土している。石質は、珪質頁岩が98%を占め、他は頁岩が I点である。形態等に

より 4類に分類した。また、 3類は Iと2に細分した。

l は、錐部のみ二次調整を行うものである(第128図III、 113~1l5、第129図124、 129、第133図155) 。

また、他の剥片石器を素材とし、錐部を作出して転用しているもの(第128図114、第129図129、第133

図155)もこの類に含めた。 27点が出土している。うち、他の剥片石器を素材としているものは 6点で

ある。

2は、全体に2次調整を行うものである。うち、(1)つまみ部を有するもの(第128図116)と、 (2)

直線的な棒状のもの(第128図112、 117~120、第129図12l~128) とに細分した。(1)が6 点、 (2) が

21点出土している。第128図ll7、 118は、 (2)の直線的な棒状のものの中でも特に細身のものである。

第128図117は器体中央部に膨らみを有する。

3は、錐部の欠損品等で分類できないものである。図示していないが4点が出土している。
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-石匙(第47図26、第48図32、33、35、36、第49図43、46、第129-137図130-147、149-154、156-

178、192)

遺構内から 8点、遺構外から97点、総数105点が出土している。石質は珪質頁岩が95%を占め、他は

頁岩、玉髄である。

1.縦型(第48図35、36、第49図43、46、第130-136図136-147、149-154、156-160、163-178)

76点が出土している。つまみ部は、長軸の軸線上に見られる。両側縁が平行なものと両側縁の形状が

異なるものとがある。

両側縁が平行なものは、細身で下端部が尖頭状のもの(第132図149-151、第133図153)、幅広で下端

部が尖頭状のもの(第133図152、156)、下端部が丸みを持つもの(第130-132図136-138、140-145、

147)、下端部が直線状のもの(第48図36、第134、135図163-167、第136図176)がある。

第130図136、第133図156はー側縁に、第131図140、132図150は両側縁に、第132図149は尖頭状の下端

部に腹面への調整が認められたが、その他大半は、つまみ部を作出する以外に腹面への調整は見られな

い。また、第48図35は両側縁が平行であるが、下端部の形状は欠損により不明である。

両側縁の形状が異なるものは、一側縁が直線的、他側縁が弧状で半月状のもの(第49図46、第133、

134図154、155、157-160、第135、136図168、171-175、177、178)が大半で、その他、直線的なー側

縁に対し、他側縁が斜交する三角形状のもの(第131図139、第132図146)、一側縁が弧状で他側縁が屈

曲するもの(第135図169)、両側縁が屈曲するもの(第49図43)等がある。

第136図178は、一側縁に腹面への調整が認められたが、その他は、つまみ部を作出する以外に腹面へ

の調整は見られない。

2.横型(第47図26、第48図32、第129、130図130-135、第134図161、162、第137図192)

23点が出土している。つまみ部を作出する以外には、腹面にはほとんど調整がなされていない。

つまみ部が短軸の軸線上にあるもの(第47図初、第48図32、第129図130-132、第130図134，135、第

137図192) と、つまみ部が短軸の軸線と斜交するもの(第129図133、第134図161、162) とに大別され

る。

第129図130は、幅広いつまみ部を有するものである。第129図132、第137図192は、小型のものである。

3.欠損品等で分類できないもの(第48図33)

6点が出土している。第48図33は、つまみ部のみが残存するものである。

-大石平型石箆(第137、138図179-191、193-196)

遺構外から34点が出土している。石質は全て珪質頁岩である。器体は、大きくつまみ部と刃部に別才l、

つまみ部は背面、腹面両面からの調整によって作り出されている。つまみ状の頭部を呈するものと、細

長い柄状のものとがあり、柄状のものが多数である。刃部は背面倒からの調整によりおおむね弧状を呈

し、刃部調整においては、調整が端部のみに行わすl、原磯面や素材剥片の古い剥離面を広範囲に残すも

のと、背面のほぼ全面に調整が行われるものとがある。

第137図180は、刃部調整が端部に見られるものであるが、刃部右側には調整が見られない。第138図

196は、つまみ部に対して刃部の長さが極端に短いものである。

-石箆(第48図34、第138-142図197-231)
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遺構内から l点、遺構外から93点、総数94点が出土している。石質は珪質頁岩が94%を占め、他は、

頁岩である。形態等により 4類に分類した。

l は、援形を呈するものである(第48図3弘第138~142図197~214、 217、 222、 225、 226、 229)。お

おむね三角形状を呈するものも本類に含めた。 54点の出土である。第140図217は、調整が片面のみのも

のである。その他は、範囲の多少はある古丈調整が両面に認められる。刃部調整は、両面に認められる

もの(第138~140図198、 201~204、 206、 209、 210、 212， 213、第141図222，225、226)と、片面のも

の(第138図197、199、200、第139図205、207、208、211、第140図214、217、第142図229)との両者が

見られる。

2 は、側縁が弧状のものである(第140図218~220、第142図230、 231)。最大幅を器形中位に有する。

8点が出土している。小型のもの(第140図218~220) と大型のもの(第142図230、 231)とがある。

第142図230は腹面側に調整の見られないものであるが、その他は、背面、腹面両面に調整が施されて

いる。

3は、側縁が直線的なものである(第140、141図215、216、221、223、224、227、228)022点が出土

している。幅広のもの(第140図215、216、第142図228)と幅狭のもの(第141図221、223、224、227)

とがある。第140図216は、腹面側の調整が側縁部のみに施されている。第142図228は、刃部調整が粗い

ものである。幅狭のものは、両面に調整が施されているが、第141図223、227の刃部調整は片面である。

4は、欠損品等で細分できないものである(第48図34)010点が出土している。

-異形石器(第142図232、233)

遺構内出土のものは無く、遺構外から 2点が出土している。石質は珪質頁岩である。

第142図232は、四方から扶りが施さオ1、X字状の形態を有するものである。第142図233は、両端が尖

頭状の器体中央部に決りが施されるものである。いずれも両面から調整が施されている。

-不定形石器(第45図 2~4 、 7~1I、第46図15~19、第47図21、 22、 27~29、第48図30、 37、第49図

39~41、 44、第50図48~53、第135図170、第143~148図234~269)

遺構内から30点、遺構外から1，173点、総数1，203点が出土している。石質は珪質頁岩が86%を占め、

その他、頁岩、玉髄、チャート、黒曜石、赤鉄鉱、安山岩、粘板岩、泥岩、玄武岩、凝灰岩、凝灰角磯

岩である。刃部の調整の状況、有無により 3分類した。

1.刃部の調整がー側縁の 1/2以上に渡るもの。 (A)~ (F)に細分類した。

A.側縁部のみに調整が施されるもの(第45図2、9、10、11、第46図16、17、第47図21、第48図37、

第49図39、 40、第50図的、第143図238、 239、 242、第144図245、 246、 248、第145、 146図249~

257、第146図265、268、第148図266)

遺構内から11点、遺構外から438点、総数449点が出土している。

B. 端部のみに調整が施されるもの(第46図19、第48図30、第49図41、第50図51~53、第143図240、

第146図258、259、第148図267)

遺構内から 6点、遺構外から151点、総数157点が出土している。

c.側縁部及び端部に調整が施されるもの(第45図4、7、8、第46図18，第47図22，29、第50図48、

50、第135図170、第143図241、第144図243、 244、 247、第147、 148図260~265)
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遺構内から 8点、遺構外から372点、総数380点が出土している。

D.尖頭状の刃部を有するもの(第45図3、第46図15、第144図247)

遺構内から 2点、遺構外から16点、総数18点が出土している。

E.円形、楕円形の周囲に調整が施されるもの(第143図234-237、第144図245)

遺構外から20点が出土している。

F.定形石器の欠損品と恩われるもの(第49図44)

遺構内から l点、遺構外から2点、総数3点が出土している。

2.刃部の調整が一側縁の1/2未満のもの(第47図27、28、第148図2郎、 267、269)

遺構内から 2点、遺構外から37点、総数39点が出土している。

3.刃部は作出されていない古人微細剥離が認められるもの

遺構外から119点が出土している。

-剥片(図示していない)

刃部調整や微細剥離の認められないものを一括した。 318点が出土している。石質は、珪質頁岩が86%、

頁岩が12%、その他玉髄、黒曜石、メノウである。

-石核(図示していない)

28点出土している。石質は、珪質頁岩が89%、頁岩7%、その他メノウである。なお、両極技法によ

る石核は含めていない。

(2)石斧(第51図60、第53図74、77、第149、150図270-295)

.石斧

遺構内から 3点、遺構外から65点、総数68点が出土している。石質は、閃緑岩、輝緑凝灰岩が各26%、

粘板岩、珪質頁岩が各自%、変朽安山岩が7%を占め、その他、安山岩、頁岩、石英安山岩、凝灰岩、

砂岩である。

1.磨製石斧と 2.打製石斧に分類し、 Iの磨製石斧は、 3細分した。 2とした打製石斧は出土してい

ない。

1.磨製石斧

(A)小型磨製石斧

形状の小型のものを本類とした。 20点が出土している。擦切痕の認められるもの(第53図74、第149、

150図281、283、287、291)、全体を研磨しているもの(第51図60、第149、150図275、282、284-286、

288、289) と古まある。

(B)擦切磨製石斧(第150図290)

小型以外で器体に擦切痕が残存するものを本類とした。 2点が出土している。

(C)その他のもの

(A)、(B)以外のものを本類とした。 46点が出土している。全体を研磨しているもの(第53図77、

第149、150図271、273、274、276-2畑、 292)、部分的に研磨しているもの(第149図270，272)、敵打に

より整形したと恩われるもので部分的に磨いているもの(第150図293-295)などが見られる。
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2.打製石斧出土していない。

(3)磁石器

-礎石錘(第52図69，71、第53図75、第54図83、84、91、第151、152図297-308)

遺構内から 6点、遺構外から33点、総数39点が出土している。石質は、安山岩古宝51%、凝灰岩が20%、

変朽安山岩、石英安山岩が各7%、流紋岩が5%を占め、その他、緑色凝灰岩、頁岩である。

扶りを作出する部位により、 1-4に分類した。

1.棒体の長軸に平行な側縁に扶りを作出するもの(第52図的、 71、第54図83、第151図、第152図297

-303、308)。遺構内から 3点、遺構外から17点、計20点の出土である。

2.器体の短軸に平行な側縁に扶りを作出するもの(第53図75、第54図84、91、第151図、第152図304

-307)。遺構内から 3点、遺構外から8点、計11点の出土である。第151図305は、側縁に挟りを

作出するほか、側縁に磨痕、平坦面に敵打痕を有する。

3.器体の長軸及び短軸に平行な側縁に扶りを作出するもの(第152図306-308)。遺構外から 7点の

出土である。第152図306、307は、器体の短軸に平行な側縁に扶りを作出するものであるが、第

152図306はその他、器体の長軸に平行な側縁に、一方は側縁中央部、他方は側縁端に扶りを作出

している。第152図307は、器体の長軸に平行な側縁に、やや弱い扶りを作出している。第152図

308は、器体の長軸に平行な側縁に扶りを作出している。器体の短軸に平行な側縁の中央からは

やや外れた部分に扶りを作出している他、器体の平坦面に敵打痕を有する。

4.欠損等により決りを作出する部位の判断がつかないもの。図示していない由人遺構外から I点出

土している。

-有溝石錘(第152図309-317)

遺構外から 9点が出土している。石質は、変朽安山岩カ宝33%、凝灰岩、安山岩、緑色凝灰岩が各22%

を占める。

素材となる礁の形態等により 4分類した。

lは、円礁の、器体長軸に器体を全周する l条の溝を有するものである(第152図309、310、312、

313)。遺構外から4点の出土である。

2は、扇平な礁の、器体長軸に器体を全周する l条の溝を有するものである(第152図314-316)。遺

構外から 3点の出土である。第152図315、316は、器体の平坦面両面に磨痕が認められる。

3は、 I、2以外の形態で、器体長軸に器体を全周する l条の溝を有するものである(第152図317)。

遺構外から I点の出土である。器体をおおむね鐸形に整形した礁の長軸に l条の溝を有する。

4は、 2条の溝を有するものである(第152図311)。遺構外から l点の出土である。円礁を用い、器体

長軸にZ条の溝を有する。 z条の溝は器体の両端で十字に交わっている。条の一方は、器体を全周する

が、他方は途中で途切れている。

-敵磨器類(第51図54-59、62、第52図63-68、70、第53図73、78-81、第54図82、85、86、88、89、

90、第153-159図318-322、326-376)

遺構内から29点、遺構外から364点、総数393点が出土している。石質は、安山岩が52%、凝灰岩が

22%、石英安山岩が6%、緑色凝灰岩が5%を占め、その他変朽安山岩、溶結凝灰岩、頁岩、泥岩、凝
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角岩、閃緑岩、珪質頁岩、砂岩、流紋岩、チャート、ホルンアエルス、玄武岩、扮岩である。

礁に敵打痕、磨痕、窪みの痕跡がそれぞれ単独、複合して見られるものを本類とした。 1~5 に分類

した。

lは、磨痕を有するものである。遺構内から 7点、遺構外から59点、総数66点が出土している。

(A)円形、楕円形を呈する礁の側縁に磨痕を有するもの(第51図55、59、第52図67、68、第54図82、

第153図318~320、 322、 326~328)、遺構内から 7点、遺構外から37点、総数44点が出土している。磨痕

はー側縁に認められるものや二側緑、三側縁に認められるものがある。

(B)断面が三角形を呈する礁の側縁に磨痕を有するもの(第52図63、第53図78)、遺構外から10点

が出土している。

(C)円形、楕円形を呈する礁の全面に磨痕を有するもの(第153図329)、遺構外から 6点が出土し

ている。第153図329は、平面形が楕円形を呈する偏平な礁の全面に磨痕が認められる。

(D)円形、楕円形を呈する礁の平坦面中央に磨痕を有するもの(第153図321、330)、遺構外から 6

点が出土している。第153図321は棒状に近い礁であるが幅広い磨痕が見られる。第153図330は、平坦面

に磨痕が認められるほか、同一面に長軸方向の擦痕が認められる。

2は、敵打痕を有するものである。遺構内から12点、遺構外から109点、総数121点が出土している。

(A)円形、楕円形等の扇平な礁の平坦面に敵打痕を有するもの(第51図54、56、57、第52図64、第

155図345、346、348、第156図350)、遺構内から 6点、遺構外から56点、総数62点が出土している。敵打

痕が磯平坦面の片側に認められるもの、両側に認められるものがあり、敵打痕は、磯平坦面のおおむね

中央部に認められる。第156図350は、棒状を呈する礁である由主敵打痕は、長い平坦面において両端部

と中央を挟んだ2カ所に認められる。

(B)円形、楕円形等の扇平な礁の端部に敵打痕を有するもの(第52図66、第54図88、89、第155図

347、第156図351~356)、遺構内から 4点、遺構外から47点、総数51点が出土している。

扇平な磯等の器体長軸端に敵打痕を有するものである。端部のみに敵打痕を有するもの(第156図

351)、端部他側縁に敵打痕を有するもの(第156図355、356)、端部他平坦面に敵打痕を有するもの(155

図347、第156図353)、端部他側縁、平坦面に敵打痕を有するもの(第156図352)がある。

(C)おおむね球状を呈する礁の広範囲に敵打痕を有するもの(第52図65、第53図81、第157図358)。

遺構内から 2点、遺構外から 6点、総数8点が出土している。第157図358は、球状を呈する礁の半面を

超える範囲に帯状に敵打痕が認められる。

3 は、凹み痕を有するものである。(第51図62、第53図79、第54図86、 90、第154、 155図331~340、第

155図341~344) 遺構内から 5点、遺構外から 119点、総数124点が出土している。

円形、楕円形の礁の平坦面中央に凹み痕を有するもので、磯平坦面の片側(第154図331、332)や両

側(第154図333~335) に凹み痕を有するものがある。また、平坦面の形状が細長い礁では、平坦面中

央と磯端部との聞に凹み痕を有するものが見られる(第154図336、338)。これらの凹み痕は同一面に I、

2カ所であるが、他に平坦面に器体長軸に沿って 3カ所以上の凹み痕を有するもの(第154図337、339、

第155図341)も見られる。さらに、平坦面に加え、側縁にも凹み痕を有するもの(第154図340、第155

図342~344) がある。平坦面両側及び側縁の複数面に凹み痕を有するものは、各面での凹み痕の残る個

所が似通った傾向が見られる。

4 は、磨痕、敵打痕、凹み痕がそれぞれ複合して見られるものである。複合する痕跡の種類で 1~4

194 



第3章検出遺構と出土壇物

に分類した。遺構内から 5点、遺構外から74点、総数79点が出土している。

(A)磨痕と敵打痕の見られるもの(第52図70、第157図357、363、364、第159図376)。遺構内から l

点、遺構外から19点、総数20点が出土している。

球状の磯全面を磨り、敵打痕の見られるもの(第157図357)、側縁に磨り平坦面中央に敵打痕の見ら

れるもの(第157図363)側縁に磨り端部に敵打痕の見られるもの(第157図364)、側縁部に敵打痕と磨

痕の見られるもの(第159図376)がある。

(B)敵打痕と窪みの痕跡が見られるもの(第53図73、80、第54図85、第158図368、370、第159図371、

373)。遺構内から 3点、遺構外から20点、総数23点が出土している。

側縁に敵打痕、平坦面に窪み痕の見られるもの(第158図368、370)、端部に敵打痕平坦面に鑑み痕の

見られるもの(第159図371)、側縁及び端部に敵打痕、平坦面に窪み痕の見られるもの(第159図373)

がある。

(C)磨痕、窪みの痕跡が見られるもの(第157図360、362、第159図372、374、375)。遺構外から23点

が出土している。

側縁に磨痕、平坦面に鑑み痕が見られるもの(第157図360、362)、側縁に磨痕、平坦面及び側縁に窪

み痕が見られるもの(第159図372)、端部に磨痕、平坦面に窪み痕が見られるもの(第159図374)、平坦

面片面に磨痕、反面に窪み痕が見られるもの(第159図375)が見られる。

(D)磨痕、敵打痕、窪みの痕跡がそれぞれ見られるもの(第51図58、第157図359、361、第158図365-

367、369)。遺構内から l点、遺構外から12点、総数13点が出土している。

側縁の磨痕、敵打痕、平坦面の敵打渡、窪み痕(第157図359)、側縁の磨痕、敵打渡、平坦面の窪み痕

(第157図361、第158図365)、側縁の磨痕、端部の敵打痕、平坦面の窪み痕(第158図366、367)、側縁の

磨痕、敵打痕、端部の敵打痕、平坦面の敵打痕、窪み痕(第158図369)等が見られる。

5は、棒状の石英安山岩の側縁に敵打痕の見られるもので上記 1-4に含まれないものである。遺構

外から 3点が出土している。(第156図349)側縁に敵打痕の見られるものがある。

-半円状肩平打製石器及び類似する石器(第53図72、76、第160-162図377-389、第163図390-392)

遺構内から 2点、遺構外から74点、総数76点が出土している。石質は安山岩が76%、変朽安山岩が

10%を占め、その他石英安山岩、凝灰岩、緑色凝灰岩である。

弧状の縁辺を剥離により作出し、対辺に磨痕を有するもの(第53図76、第160-162図377-387)、原

礁の弧状の縁辺を利用し、対辺に磨痕を有するもの(第53図72、第163図388、第163図390、392)、直線

状に縁辺を剥離により作出し、対辺に磨痕を有するもの(第163図391)等が見られる。

第53図76は、幅広い磨痕が見られるものである。第162図387は、弧状の縁辺部の厚みが大きいもので

ある。第163図390は、弧状の縁辺部全体に敵打痕の見られるものである。

また、第163図389は、弧状の縁辺を剥離により作出するが対辺に磨痕の認められないものである。弧

状の縁辺部には磨痕が見られる。類似するものとして本類に含めた。

-訣入肩平磨製石器及び類似する石器(第164図393-397)

遺構外から 8点が出土している。全て欠損品である。石質は、安山岩、凝灰岩が各50%を占める。

第164図393-395は、扶りの見られる短軸辺側が残存するものである。第164図396は、先細りを呈す
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る側が残存するものである。いずれも長軸辺に剥離と磨痕が認められる。また、第164図393を除き両側

の長軸辺に磨痕が認められる。

第164図397は、残存部には、扶りが見られず、また先細りを呈する側とも考えにくいため、半円状肩

平打製石器に類似するものとして扱うべきものであるかもしれないが、全面を磨って整形していること

から類似する石器として本類に含めた。

-砥石(第165図398~404)

遺構外から 7点の出土である。全て欠損品である。石質は、凝灰岩古室37%、変朽安山岩が25%、頁岩、

溶結凝灰岩、緑色凝灰岩が各12%を占める。平坦面に断面がU字状を呈する溝を有する。第165図403は

側縁にも溝を有する。側縁及び平坦面の敵打痕、平坦面の窪み痕が見られるもの(第165図400、402、

403)があるが、溝との新旧関係や窪み痕が欠損品平坦面のほぼ中央に位置することにより、欠損後の

転用によるものと思われる。

第165図404は、薄手で扇平な器体の表裏に研磨が見られるものである。

-石皿・台石(第51図61、第54図87、第166、 167図405~418)

使用面がスリによる石皿と使用面が敵打による台石に分類した。遺構内から 2点、遺構外から20点、

総数22点の出土である。全て欠損品である。

石質は、凝灰岩が54%、安山岩が27%を占め、その他砂岩、溶結凝灰岩、石英安山岩、緑色凝灰岩で

ある。 l点出土した台石は、石英安山岩が用いられている。

石皿は、遺構内から 2点、遺構外から19点、総数21点が出土している。形態等により 5細分した。

(A)縁を有し、使用面が窪んでいるもの(第166図407、410)。遺構外から 3点が出土している。

(B)縁を有し、使用面が平坦なもの(第51図61、第54図87、第166図405、406、408、409、412、413)。

遺構内から 2点、遺構外から 7点、総数9点が出土している。

(C)縁が無く、使用面が窪んでいるもの(第166図411、414、415)。遺構外から 6点が出土している。

(0)縁が無く、使用面が平坦なもの(第167図416、417)。遺構外から 2点が出土している。

(E)欠損等により細分できないもの、図示していないが遺構外から l点出土している。

2.台石は遺構外から l点のみ出土している(第167図418)。断面が三角形を呈する礁の平坦面中央部

に敵打痕が見られる。

(4) 水晶(第45図14、第47図23、第168、 169図4l9~442)

lVa層の精査中に、 AAー 150グリッドから長さ4.6四を計測する単体の水晶(第168図432)が出土し、

以降の精査においても同様に水晶が出土する状況が見られた。これらは、現在まで明確な加工痕を有す

るものは見られない古室、本項で取り上げることとし、その状況を述べるものとする。

遺構内から 2点、遺構外から164点、計166点が出土している。

出土層位は平成12年度の調査まででは、lVa層、lVc層、1V層等様々であるが、全体としてはlVa層

の出土が多数を占めると思われる。平成10年度の調査においては、特にlVa層での出土が圧倒的多数を

占めている。

出土した水晶の状況は、母岩の外面もしくは内部で小結晶が密集した状況で確認される群晶や、 3cm
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未満の小結品(中でも 1cm未満が多数である。)が単体ないし 2-3個程度のまとまりで出土し、おそ

らくは、群晶から欠落したものと考えられるものなどが多数を占める。 3個以上の単体で出土したもの

は2点であった。

なお、平成10年度調査における水晶出土点数については、以前に81点と報告しており(青森市教育委

員会 1999 b)、本報告と大きく隔たりがある。これについては、取り上げた群晶から整理段階までに

新たに欠落したと考えられるものがあること、調査概報では、一定範囲にまとまって出土したものを一

括して l点として数えたものがあること、整理の段階で一括出土土器等他の遺物に混在していたものを

確認し、新たに追加したものがあることなどによる。

これらの出土水晶については、 1.加工しているもの(出土していない) 2.加工していないものに

大別した。また、 2については、 A.群晶(第45図14、第47図23、第168、169図433-442)、B.単体

(第168図419-432)に2細分した。 2細分にあたっては、小結晶についても単体か否かで判断した。

Aが106点、 Bが60点出土している。

(小野)
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3.土製品

本調査で出土した土製品は、遺構内27点、遺構外187点の計214点である。出土した土製品の

種別、出土遺総数量は下表のとおりである。

遺 構 内 遺構外 メE入I 

種 lJg 遺構番号 点 数 点 数

士 偶 。 12 12 

鐸形土製 品 79土A(l点) 26 27 

ミ ニ チ ュ ア土器 148土(l点) 16 17 

四足付皿形土製品 。 l I 

耳 飾 。 3 3 

有孔土製 品 。 5 5 

環状土製 品 79土A(l点) l 2 

笠形土製 品 12土(l点) l 2 

ニ角錐形土製品 。 l I 

柱状ニ角形土製品 。 l I 

棒状土製 品 。 2 2 

紐状土製 品 。 l I 

球状土製 品 。 2 2 

多孔土製 品 7土(l点) 。 I 

三 角 形土版 。 l I 

円 形 土 版 。 l I 

土器把手未製品 。 2 2 

2士B(3点)、 22土

(2点)、 33土B(l

点)、39士B(3点)、

土器片利用土製品 43土(l点)、46土(4 22 107 129 

点)、60土(2点)、63

土(3点)78土(l点)

79土A(2点)

焼成粘土塊 。 4 4 

合 計 27 187 214 

土偶

計

人間の形態を模倣、もしくは抽象化して製作された土製品である。本調査では12点(第170図 1-9、

第l7l図10-12)を確認し、全て遺構外からの出土であった。完全な形での出土はみられず、頭・胴・足

などが部分的に残存する資料である。以下、残存部位別に記載する。

-頭部のみ残害する資料(第170図 1-5)

lは、日・鼻・口が刺突で、眉が隆帯で表現されているが、髪などの表現は認められない。 2は、 l 

と同様に目・鼻・口・眉が刺突と隆帯によって表現されている。 3は、顔面を逆三角形状に整形し、目・

口が刺突によって表現さtL..両日の聞には横位の沈線が施されている。頭頂部には刻み目が9ヶ所認め
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られる。眉・鼻の表現は認められなかった。 4は、 1-3に比べやや小型で、 1 • 2と同様に目・鼻・

口・眉が刺突と隆帯によって表現されている。 5は、目・鼻が軽い押圧によるくぼみと隆起、鼻の穴が

刺突で表現さオ1、首の周囲には縦位の沈線が施されている。

• H岡部のみ残存する資料(第170図6-9)

いずれも逆三角形の板状に整形されているものである。 6は、両肩上部から、斜位の貫通孔が施さn.

正面には肩部から胴部に横位沈線・渦巻状沈線・曲沈線が、背面には肩部から胴部にかけて正面と同様

の文様が、胴部には縦位・斜位の沈線が施されている。 7は、右肩上部から脇にかけて斜位の貫通孔が

施さn.正面には平行沈線・渦巻状沈線古人背面には斜位の沈線と短沈線が施されている。 7・8では

現房が突起によって表現されている。 8は、正面に平行沈線・渦巻状沈線が、背面には斜位の沈線と短

沈J線が施されている。また、乳房の下に格子目状沈線が施されている。 9は、正面および背面に格子状

沈線と縦位の連鎖状沈線が施されている。

-足部のみ残存する資料(第171図10-12)

10・11は足首から下、 12はすねから下が残存する資料である。 11・12は刻み目で足の指が表現されて

いる。

鐸形土製品(第55図23、第171図13-25、第172図26-38)

鐸や鐙等の形状を呈している土製品である。本調査では27点が出土し、遺構内から l点(第55図23)、

遺構外から26点(第171・172図13-38)が出土している。

[形状]鐸身は中空となっており、関口部が円形を呈するものと楕円形を呈するものとがある。突起の

形状や貫通孔により次の8種類を把握した。

a 突起の短軸方向に関口部と平行に穿孔されるもの(第171図13-15)011.1% (5点)。

b:突起の長軸方向に関口部と平行に穿孔されるもの(第55図23、第171図16-25)040.7% (11 

点)。

c :二又突起の短軸方向に穿孔されるもの(第172図26・27)07.4% (2点)

d:二又突起の長軸方向に穿孔されるもの(第172図28)03.7% (1点)。

e :三又突起の両端を斜位方向に穿孔されるもの(第172図29・30)07.4% (2点)。

f :ほぽ円形の突起に穿九されるもの(第172図31-33)011.1% (3点)。

g :突起のないもの(第172図34)07.4% (1点)。

x:不明なもの(第172図35-38)014.8% (4点)。

また、これらの中には、鐸身に孔を有するもの(14)などが認められる。 g類とした34は、ほぽ完形

品で関口部の製作状況が本製品に共通する。

[文様]本製品の外面的な特徴として文様があげられる。文様の有無ならびに施される文様の種類によ

り、次の通り分類を行った。

a:無文のもの(第171図16-23など)059.2% (16点)

b:沈線が施されるもの(第171図24-25、第172図26、34、37)018.5% (5点)。

c :沈線と刺突の両方が施されるもの(第171図13、15，30、33、35)018.5% (5点)。

d : I盗帯が施されるもの(第172図28)03.7% (1点)。

結果、無文のもの古靖甘60%を占める。なお、 b類やc類の沈J線が施されるものは、土器文様と類似す
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るものがあり、 13は楕円形文、 15は方形文、 24は渦巻文などが施されている。

[付着物]鐸身の内壁に煤状の炭化物を付着しているものが認められる。百分率では25.9%(7点)が

認められた。

ミニチュア土器

手握ねで作られた土器および器高や底径が5cm未満の小型の土器である。本調査で出土した土器片や

底部、完形品等から 17点を抽出し、遺構内から I 点(第55図27)、遺構外から 16点(第172図39~54) を

確認した。

器形は、鉢形が11点(第172図39~49)、台付鉢が2点(第172図50 ・ 51)、浅鉢が I 点(第172図52) 、

皿が I点(第172図53)、壷形がI点(第172図54)認められた。

文様は、無文のもの(第55図27、第172図39~43、 48~50、 52)、渦巻状沈線(第172図44)、平行沈線、

格子回状沈線(第172図46)、胴部に変形工字文風の沈線(第172図47)、平行沈線(第172図53)、3本組

沈線手法による曲線文や平行沈線、底面に円形および不整楕円形の沈線(第172図54)を有するものな

どが認められた。

製作状況については、手握ねで成形されたものが6点(第172図43・45・46・49・52・53)、粘土紐を

積み上げて成形されたものが11点(第55図27、第172図39~42 ・ 44 ・ 47 ・ 48 ・ 50 ・ 51 ・ 54) が認められ

た。

四足付皿形土製品

皿状の底面に四つの突起が付される土製品である。本調査では遺構外から l点(第172図55)が出土

している。平面形は楕円形を呈し、内面は湾曲している。同様の形態をもっ石皿を模倣したものとも考

えられる。

耳飾

耳飾として想定される土製品である。本調査では遺構外から 3点(第173図56~58) 出土している。

直径1.6~1.8回程の小型のものである。形状は、平面形が円形、断面形由沖陸骨状を呈している。中央に、

貫通孔を有するものもあり、 58には 5mm程の貫通孔が認められる。また赤色顔料が全面に塗布されるも

の(第173図56)もある。

有孔土製品

貫通孔を有する土製品である。本調査では遺構外から 5点(第173図59~63) が出土している。貫通

孔は、円柱状を呈するものや工字状の士版には長軸方向に、算盤玉状や逆三錐形を呈するものには短軸

方向に穿孔されている。装飾品や錘としての用途が考えられる。

環状土製品

環状を呈する土製品である。本調査では、遺構内から l点(第55図24)、遺構外から l点(第173図64)

が出土している。形状は、いずれも断面が三角形である。
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笠形土製品

笠状を呈する土製品である。本調査では、遺構内から I点(第55図5)、遺構外から l点(第173図65)

が出土している。いずれも平面形が円形を呈するものである。

三角錐形土製品

三角錐形を呈する土製品である。本調査では、遺構外から l点(第173図66)が出土している。くび

れの部分もあり、茸形土製品と類似するものである。

柱状三角形土製品

柱状三角形を呈する土製品である。本調査では、遺構外から I点(第173図67)が出土している。両

面の側縁と三角形頂部から中央にかけて、弧状の隆帯が施されており、底辺の中心に、穿孔がみられる。

本土製品は、直立することが可能なため、三角形土版とは区別した。

棒状土製品

棒状を呈する土製品である。本調査では、遺構外から2点(第173図68・69)が出土している。 2点と

もゆるやかに湾曲している。

紐状土製品

紐状を呈する土製品である。本調査では、遺構外から l点(第173図70)が出土している。一部剥離

した面が見られる。

E事状土製品

球状を呈する土製品である。本調査では、遺構外から 2点(第173図71・72)が出土している。 71は、

数条の沈線と全体に刺突が施されている。

多孔土製品

複数の孔を有する土製品で装飾品とは異なるものである。遺構内から I点(第55図4)が出土してい

る。全体形は不明であるが、製品本体の突起部分に複数の孔を有する。孔は、側面から交差するように

2方向、垂直に I方向の計3方向から穿孔されており、孔の数としては 5ヶ所である。

三角形土版

平面形が三角形を呈する土版である。本調査では、遺構外から I点(第173図73)が出土している。

表面が球状を量し、裏面が若干湾曲している。表面には刺突で、 Y字を縁どるようにして文様が施され

ている。

円形土版

平面形が円形を呈する土版である。本調査では、遺構外から l点(第173図74)が出土している。砂

粒を多く含んでいる。
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土器把手未製品

第N群土器の壷形土器の口頭部に付される橋状把手部の未製品である。本調査では、遺構外から 2点

(第173図75・76)が出土している。本製品は土器の把手として成形される前のもので、 2本の粘土紐

が絡みあっている。

土器片利用土製品

土器の破片を打ち欠いたり研磨して、三角形ならびに円形等に形作られた土製品である。本調査では、

129点を確認した。形状によって次の4種類を把握した。

-三角形を呈するもの。 16.3%(21点)。遺構内から 6点(第55図、 8、9、13、14、17、22)、遺構

外から15点(第174図77-91)が出土している。

・円形を呈するもの。 80.6%(104点)。遺構内から16点(第55図、 1-3、6、7、10-12、15、16、

18-21)、遺構外から88点(第174図92-105、第175図106-132、第176図133-160、第177図161-

179)が出土している。

・方形を呈するもの。 2.3%(3点)。遺構外から 3点(第177図180-182)が出土している。

・貫通孔を有するもの。 0.8%(1点)。遺構外から l点(第177図183)が出土している。

(素材)

素材となる部位の多くは、胴部の破片であるが、底部を用いるもの(第175図124、第176図144、148、

151、第177図166、167)もある。素材となっている土器の器種は、各形状に関わりなく主に深鉢形土器

の破片が使用されている。

(破損状況)

完形品のものが多く、 12.4%(16点)が欠損資料である。各形状の破損状況は次の通りであった。

・三角形を呈するもの。完形品95.2%(20点)、一部欠損4.8%(1点)。

・円形を呈するもの。完形品85.6%(89点)、一部欠損3.8%(4点)、約半分欠損9.6%(10点)、一部

残春1.0% (1点)。

-方形を呈するもの。完形品3点。

・貫通孔のあるもの。完形品 I点。

結果、各形状に関わりなく完形品のものが多数を占めている。なお、この現象は、本製品の認定にあ

たり、欠損品が選定されに〈いという状況も考慮しなければならない。

(加工状況)

適当な破片の選定後、加工が施されている。土器片の周縁に見られる痕跡によって次の3種類を把握

した。なお、観巌表には、この加工状況の記号を掲載した。

a:打ち欠きのみのもの。 34.9%(45点)。

b:打ち欠き後、一部に研磨が施されるもの。 20.9%(27点)。

c :全周に研磨が施されるもの。 44.2%(57点)。

形状毎の加工状況は次の通りである。

・三角形を呈するもの :a7点、 b7点、 c12点。

・円形を呈するもの:a38点、 b23点、 c43点。
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-方形を呈するもの:b 1点、 c2点。

・貫通孔のあるもの:b 1点。

結果、各形状に関わりなく、打ち欠き後、全周もしくは一部に研磨が施されるものが過半数を占めた。

焼成粘土塊

焼成された不定形の粘土の塊である。本調査では、遺構外から4点(第177図184-187)が出土して

いる。形状は、棒状や紐状を呈するものや平面形で円形を呈するものなどがある。 184は、表面に 2本

の指で押されたと恩われる圧痕がみられる。

(児玉、蝦名、堀内、長内、工藤)
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4.石製品

本調査で出土した石製品は、遺構内9点、遺構外265点である。出土した石製品の種別、出土遺構、

数量は下表のとおりである。

遺 構 内 遺構外 合 計

種 5JU 遺構番号 点 数 点 数

三 角形 岩版
79土A(l点)、 148土(l

3 85 88 
点)、 173士B(l点)

円 形岩版
2土B(2点)、8士(2点)、

5 110 115 
46土(1点)

その他の岩版 。 12 12 

岩版関係資料 。 5 5 

有孔石製品 3土(1点) 32 33 

球状石製品 。 11 11 

碗状石製品 。 3 3 

皿状石製品 。 2 2 

線 刻j 磯 。 3 3 

採集石製品 。 2 2 

合 計 9 265 274 

三角形岩版

平面形が三角形、あるいは三角形に近い形状を呈する岩版である。

本調査では遺構内から 3点(第56図1-3)、遺構外から85点(第178図1-17、第179図18-45、第

180図46-65、第181図66-85)の計88点が出土している。

[破損状況]

完形品は全体の13.6%と少なく、欠損もしくは剥離しているものが86.4%と大半を占めている。破損

資料の中ではー頂角欠損など1/3以下の欠損が34.2%、頂角から縁辺部にかけてまたは全頂角欠損など

1/3以上の欠損が42.1%、一部副l離のみでほぼ完形のものが23.7%となっている。中には破損後、両面

にアスフアルトと恩われる物質を付着したと恩われるもの(第179図24)も認められた。

[形状]

形状は、おおむね次の6種類に分けることができる。

・二等辺三角形を呈するもの。 55.7%(49点)。

-正三角形を呈するもの。 4.5%(4点)。

・台形に近い形状を呈するもの。 4.5%(4点)。

-楕円形に近い形状を呈するもの。 8.0%(7点)。

・蒲鉾形を呈するもの。 0.0%(0点)。

・不明のもの。 27.3%(24点)。

また、各辺は直線的ならびに曲線的に整形されている。
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[加工状況]

本調査で出土した資料の90.9%は、表面が球状に研磨されていた。裏面と同様に表面が平滑的に研磨

されているものも若干みられたが、表面を球状、裏面を平滑的に研磨して製作する方法が一般的のよう

である。

[文様]

三角形岩版に施される文様は、土器にみられるような I本単位の沈線で描かれるのではなく、細い傷

のような刻線の集合体がI本単位として構成される場合が多く、基本的には5種類の単位文様の組み合

わせによって表現される(児玉1997)0 5種類の単位文様は以下の通りである。

・斜位直線:平行する刻線が斜めに施される。

-弧状線:平行する刻線が弧状に施される。

-重弧状線:上記の弧状線の上位に、もう Iつの平行する弧状線が施される。

-プーメラン状刻線 :2条の刻線の端部が連結しており、プーメラン状に施される。

.渦巻状刻線:渦巻状の刻線が施される。

以上のような単位文様の組み合せにより、複数のパターンの文様が構成される。三角形岩版の文様パ

ターンは、『小牧野遺跡発掘調査報告書J (青森市教育委員会 1996、1999a)により、ある程度把握され

ている。そこで、本遺跡出土の三角形岩版の文様については、それらの報告書の分類を基本的に基準と

し、あらかじめ分類を設定したうえで、該当するものをカウントした。分類の基準は、基本的に a類は

無文、 b類以下は文様が施されるものである。 d類は斜位置線のみで構成されているもの、巴類から h

類は挙世直線と弧状線で構成されているものである。 1類は重弧状線を主体としたもの、 k類はプーメ

ラン状刻線が施されたもの、 l類は渦巻状刻線が施されたものである。また、 b類およびj類は弧状線、

重弧状線の配置によって細分、 d-h類、 j類、 l類、 m類は斜位直線の傾きによりそれぞれ細分した。

上記の基準によって分類された三角形岩版の文様パターンと出土点数は、次のとおりである。

a類:無文のもの。 61.4% (54点)

b類 1 :弧状線を右縁辺部に配置するもの。 3.4%(3点)

-2 :弧状線を左縁辺部に配置するもの。1.1%(1点)

-3 :弧状線を上縁辺部に配置するもの。 1.1%(1点)

4:弧状線を左右対称に配置するもの。 0.0%(0点)

-5 :縁辺部全周にわたり弧状線を配置するもの。 0.0%(0点)

c類:斜位直線が左右に交差するもの。 0.0%(0点)

d類ー 1:右傾の斜位直線が施されているもの。 2.4%(2点)

-2 :;左傾の挙地直線が施されているもの。 0.0%(0点)

e類 1 :右傾の斜位直線と右縁辺部に弧状線を配置するもの。 4.5%(4点)

-2 :左傾の斜位直線と右縁辺部に弧状線を配置するもの。 0.0%(0点)

f類 1 :右傾の斜位直線と左縁辺部に弧状線を配置するもの。 0.0%(0点)

-2 :左傾の斜位直線と左縁辺部に弧状線を配置するもの。 0.0%(0点)

E類一 1:右傾の斜位置線と左右縁辺部に弧状線を配置するもの。1.1%(1点)

2:左傾の斜位直線と左右縁辺部に弧状線を配置するもの。 0.0%(0点)

h類ー 1:右傾の斜位直線と縁辺部全周にわたり弧状線を配置するもの。 0.0%(0点)
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-2 :左傾の斜位直線と縁辺部全周にわたり弧状線を配置するもの。 0.0%(0点)

i類 1 :重弧状線を右縁辺部に配置するもの。 0.0%(0点)

-2 :重弧状線を左縁辺部に配置するもの。 0.0%(0点)

-3 :重弧状線を上縁辺部に配置するもの。 0.0%(0点)

4:重弧状線を左右対称に配置するもの。1.1%(0点)

-5 :縁辺部全周にわたり重弧状線を配置するもの。1.1%(0点)

-6 :重弧状線と弧状線を縁辺部に配置するもの。 3.4%(3点)

J類一 1:右傾の斜位直線と重弧状線を縁辺部に配置するもの。1.1%(0点)

-2 :右傾の斜位直線と重弧状線を縁辺部に配置するもの。 0.0%(0点)

3:左傾の斜位直線と重弧状線を縁辺部に配置するもの。 0.0%(0点)

-4:左傾の斜位直線と重弧状線を縁辺部に配置するもの。 0.0%(0点)

k類:プーメラン状刻線を施すもの。 3.4%(3点)

l類 1 :渦巻状刻線を施すもの。 0.0%(0点)

-2 :右傾の斜位直線に渦巻状刻線を施すもの。 0.0%(0点)

3:左傾の斜位直線に渦巻状刻線を施すもの。 2.4%(2点)

m類ー 1:弧状線、重弧状線および渦巻状刻線を施すもの。 0.0%(0点)

-2 :右傾の斜位直線と弧状線、重弧状線および渦巻状刻線を施すもの。 0.0%(0点)

3:左傾の斜位置線と弧状線、重弧状線および渦巻状刻線を施すもの。1.1%(l点)

x類:分類不能および不明のもの。 3.4%(3点)

結果をみてみると、無文である a類が61.4%と半数以上を占めていることがわかる。これは無文の出

土率が半数を占める小牧野遺跡などにも共通してみられるものである。しかし文様をもつものを比較し

てみると、小牧野遺跡で比較的多くみられた j類が本遺跡では1.1%と殆どみられなかったことや、小

牧野遺跡で極めて出土率の低かった左傾の斜位直線を施したものが有文の中で5.9%を占めること、ま

た単位文様の組み合わせが多様化していることなど、各遺跡ごとに相違がみられる。

[材質]石質は泥岩70.5%(62点)、凝灰岩25.0%(22点)、緑色凝灰岩4.5%(4点)である。

円形岩版

平面形が円形を呈する岩版である。本調査では118点が出土し、遺構内から 5点(第56図l、2、4、

5、6)、遺構外から113点(第182図86-115、第183図116-140、第184図141-170、第185図l7l-195)

が出土している。なお、接合品3点が確認さすL、実数は115点となった。

[破損状況]欠損しているものが多く、円形岩版の60%(69点)が破損資料である。内訳は完形品40%

(46点)、一部欠損10.4%(12点)、約半分欠損35.6%(41点)、一部残存13.9%(16点)となっており、

欠損資料中、半分に折れた状況で出土することが多い。

[加工状況]加工状況によって6種類を把握した。分類の基準と個体数は次のとおりである。なお観療

表には、加工状況の記号を掲載した。

a類:表裏両面および側面に平滑的な研磨を施L、断面形が長方形および台形に近い形状を呈するも

の(第182図86-115、第183図116-140、第184図141-170)077.4% (89点)。

b類:表裏両面に平滑的な研磨を施し、側面が丸みを帯びているもの(第185図l7l-l77)06.1% (7 
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点)。

c類:周縁のすべてを打ち欠きによって整形し、表裏両面に平滑的な研磨を施すもの(第56図2、第

185図178~184)0 7.0% (8点)。

d類:周縁の一部を打ち欠きによって整形し、表裏両面に平滑的な研磨を施すもの(第185図185)。

0.9% (1点)。

e 類:周縁を打ち欠きと研磨によって整形し、表裏両面に平滑的な研磨を施すもの(第185図186~

190)0 4.3% (5点)。

f 類:表面を球状、裏面を平滑的に研磨し、断面形が蒲鉾状を呈するもの(第185図191~195)0 4.3% 

(5点)。

結果、表裏両面および側面に平滑的な研磨 (a類)を施して、製作する方法が多用されていることが

わかる。

[材質]石質は凝灰岩64.3%(74点)、泥岩28.7%(33点)、緑色凝灰岩5.2%(6点)、砂質凝灰岩0.9%

(1点)、細粒凝灰岩0.9%(1点)である。

その他の岩版

平面形が三角形および円形以外の岩版である。本調査では、遺構外から 12点(第186図196~207) 出

土している。

形状は、楕円形あるいは不整楕円形を呈するものが8点(第186図196~203)、半円形を呈するものが

I点(第186図204)、当初方形を呈していた礁の頂角の2ヶ所を打ち欠き、六角形に整形したもの l点

(第186図205)、三角形を呈し、上部側面に 2ヶ所の切り込みがみられるものが l点(第186図206)、ひ

し形を呈するのもがI点(第186図207)認められた。

石質は泥岩58.3%(7点)、凝灰岩33.3%(4点)、緑色凝灰岩8.4%(1点)である。

岩版関係資料

岩版の製作段階における破片、破損資料、または加工途中の資料などである。本調査では、遺構外か

ら 5点出土した。岩版関係資料は、原石が3点(第186図210~212、参考図①)、半割され接合されたも

のがl点(第186図208、参考図③)、半割されたもの I点(第186図209、参考図③)で、そのうち表面の

みに研磨痕が施されたものがl点(第186図210、参考図⑤)、裏面のみに研磨痕が施されたもの2点(第

186図211、212、参考図⑤)が認められた。

石質は凝灰岩I点、細粒凝灰岩l点、泥岩3点である。

有孔石製品

孔を有する石製品である。本調査では33点出土し、遺構内から l点(第56図3)、遺構外から32点(第

187図2l3~231、第188図232~244) 出土している。有孔石製品は、人工的な孔を有するものと、孔を有

する自然礁のものとがある。人工的に孔が認められたものでは、楕円形を呈するもの9点(第187図213

~221、 231)、円形を呈するもの l 点(第187図222)、半円形を呈するもの 3点(第187図223~225)、三

角形を呈するもの l点(第187図226)、陶丸三角形を呈するもの l点(第187図227)、ひし形を呈するも

の I 点(第187図228) 不明のもの 2点(第187図229~230) が認められた。そのうち穿孔が I ヶ所のもの
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(第187図213-216、第187図222-224、226)、穿孔が2ヶ所のもの(第187図220、225)、穿孔が4ヶ所

でその上に直線的な溝を有するもの(第187図221)、貫通孔がIヶ所で貫通していない孔が4ヶ所みら

れるもの(第187図227)、複数の刻線を有するもの(第187図228)、穿孔がずれているもの(第187図219)、

未製品のもの(第187図231)などが認められた。

孔を有する自然礁では、遺物の表面および孔が加工されていないため形状は多様である。楕円形およ

び不整楕円形のもの(第188図232-237)、不整円形のもの(第188図238-244)が認められた。

石質は凝灰岩30.3%(10点)、緑色凝灰岩30.3%(10点)、安山岩15.1% (5点)、泥岩9.0%(3点)、

玉髄6.0%(2点)、細粒凝灰岩3.1%(1点)、軽石3.1%(1点)、石英3.1%(1点)である。

球状石製品

球状に整形している石製品である。本調査では遺構外から11点(第189図245-255)出土している。

249や255には明瞭な研磨痕が観察される。

石質は細粒凝灰岩63.7%(7点)、凝灰岩27.3%(3点)、溶結凝灰岩9.0%(1点)である。

碗状石製品

球状の凹部を有する石製品である。本調査では、遺構外から 3点(第189図256-258)出土している。

窪みは、回転作用によって作られている。

石質は細粒凝灰岩Z点、凝灰岩 l点である。

皿状石製品

皿状に窪んだ石製品である。本調査では遺構外から 2点(第189図259-260)出土している。いずれ

も全体形が不明である。

石質は泥岩、凝灰岩それぞれI点ずつである。

線東j様

線刻が施されている礁である。本調査では3点(第190図261-263)出土している。上部、下部に横

位の刻線を施しているもの(第190図261-262)、全体に短刻線を施しているもの(第190図263)が認め

られる。

石質は泥岩、頁岩、変朽安山岩それぞれl点ずつである。

採集石製品

特異な形態を呈する自然礁で、縄文人が製品もしくは道具として意図的に採集してきたものと考えら

れる。本調査では、遺構外から 2点(第190図264、265)出土している。 264は、瓢箪形を呈するもので、

265は石冠状を呈する。

石質はすべて頁岩である。

このような形態の自然礁は、縄文後期の小牧野遺跡や縄文晩期の宇鉄遺跡でも出土している。なお、

前述した有孔石製品のうち自然礁に孔を有するものは、本製品と同様に孔があるものを意図的に採集し

てきたものと考えられる。

(児玉、蝦名、本多、横山)
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平成10年度調査のまとめ

平成10年度調査のまとめ

稲山遺跡は、青森市諏訪沢宇山辺に所在する遺跡である。

本遺跡は、青森市東部の山地に位置し、砥取山から北東に伸びる小山地の末端部に相当する稲山の南

丘陵、標高1O-40mに位置する。調査対象区は遺跡の北側にあたり、調査区中央部は丘陵が一部南に突

出し、東西と比較し標高の高い台地上の地形となっている。西側は緩やかな丘陵、東側は平坦に近い地

形である。

平成10年度調査においては、調査対象範囲の西側を主体に調査面積7，552rriの発掘調査を実施した。

調査の結果、士坑89基を検出した。また縄文時代前期並びに後期の遺物包含層を検出した。

検出した土坑は、調査区中央部の台地上に位置する縄文時代前期並びに後期の土坑とj恩われるもの

(縄文時代後期以前の土坑 l基を含む。)65基と、調査区西側に位置する時期不明の土坑24基とに状況

等大別される。

遺物包含層は、縄文時代前期と後期とがあるが、いずれも調査区中央部の台地を中心に広がり、特に

Na層とした後期の遺物包含層からは、多量の遺物が出土した。 Nc層とした前期の遺物包含層におい

ては全体的な遺物の出土状況はやや散発的である由主下部に竪穴住居跡が存在し、窪地となっていたと

恩われる地点では、多量の遺物が存在することを確認した。

調査区中央部の台地においては、その他にも多数の土坑が密集する状況や、竪穴住居跡 l軒、石棺墓

I基を確認したが、平成10年度の調査においては、確認もしくは一部検出に留まっている。これらに

ついては、平成11年度調査分として、今後報告する予定である。

出土した遺物には、土器、石器、土製品、石製品等がある。出土遺物の全体量は遺構内外を合わせ、

段ボール箱換算で480箱である。

土器は、縄文時代早期、前期、中期、後期の土器が出土しているが、縄文時代後期初頭から前半の土

器、中でも十腰内 I式周辺の土器が多数を占める。出土量には大差があるが、縄文時代前期末葉の円筒

下層d，式土器がそれに次ぐ。

石器は、石銀、話先銭、石槍、石錐、石匙、大石平型石箆、石箆、異形石器、不定形石器、磨製石斧、

礎石錘、有溝石錘、敵磨器類、半円状扇平打製石器及び類似する石器、決入扇平磨製石器及び類似する

石器、砥石、石皿、台石が計2，668点出土している。その他水晶が166点出土している。

土製品は、土偶、鐸形士製品、ミニチュア土器、四足付皿形土製品、耳飾、有孔士製品、環状土製品、

笠形土製品、三角錐形土製品、柱状三角形土製品、棒状土製品、紐状土製品、球状土製品、多孔土製品、

三角形土版、円形土版、土器把手未製品、土器片利用土製品、焼成粘土塊と20種類の土製品が遺構内外

から合計214点出土している。中でも土器片利用土製品は129点の出土で土製品出土点数のうち半数以上

を占める。その他、鐸形土製品、ミニチュア土器、土偶が二桁を超える点数の出土である。

石製品は三角形岩版、円形岩版、その他の岩版、岩版関係資料、有孔石製品、球状石製品、碗状石製

品、皿状石製品、線刻礁、採集石製品と10種類の石製品が遺構内外から274点出土している。うち、三

角形岩版が88点、円形岩版が115点と多数を占める。

以下、検出遺構及び出土遺物についてその状況を述べ、平成10年度調査のまとめとしたい。

士坑は、調査区中央部の台地上で65基調査区西側で24基検出している。

調査区西側で24基検出した土坑は、丘陵斜面広範囲に散発的に分布している。出土遺物は無く、基本
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平成10年度調査のまとめ

層序第四層で確認したものが多数で、本来の掘り込み面も不明であり、時期を特定できないものである。

唯一、調査区端に位置する第1016号土坑は第N層を掘り込み遺構上部に第E層が堆積する状況を確認し

ている。多数の遺構覆土は、黒~黒褐色土が主として堆積しており、基本層序第 I、E層に起因する印

象を受けた。

調査区西側の土坑の形態には、規模の小さいいわゆる小ピットや、壁がオーバーハングするフラスコ

状土坑、楕円形ないし小判型を呈する土坑、すり鉢形、皿形を呈する土坑、不整形を呈する土坑等、様

々なものが見られる。小ピット状の土坑には、柱穴としての用途が想定されるものは無かった。

フラスコ状を呈する士坑は、調査区中央部で検出した、縄文時代のフラスコ状土坑と比較すると。確

認面からではある由主士坑の深さが非常に浅いものであり、その中で壁が屈曲するものである。

調査区中央部において65基検出した土坑は、台地の地形に沿い、列をなすように密集して分布してい

る。出土遺物、遺構聞の重複関係、遺構確認層などにより縄文時代前期並びに後期の土坑と思われる。

縄文時代前期に属すると恩われるもの7基縄文時代後期に属すると恩われるもの57基縄文時代後期

以前と思われるが時期の特定ができないもの(11土B) 1基である。縄文時代後期に属すると思われる

ものが89%と多数を占めた。

縄文時代前期の土坑(10土、 18土、 23土、 24土、 57土、 79土B、140土)は、 7基と数は少ないが後期

の土坑とおおむね同様に、台地の地形に沿い、列をなすような分布状祝を呈している。平成10年度以降

の調査においては、土坑が分布する区域の外側に縄文時代前期の竪穴住居跡を確認している古人 7基の

士坑は、特定の個々の住居を意識した配置とは思われない。土坑の形態には、フラスコ状、袋状を呈す

るもの(10土、 24土、 57土、 79土B)、遺構確認面から土坑底面までが比較的浅く皿形を呈するもの(18

土、 23土)、壁が垂直に近〈直線的に立ち上がりピーカー形を呈するもの(140土)の3種がある。

浅い皿形を呈する土坑については、後述するように遺構確認が遅れたため本来は、アラスコ状、袋状

土坑やピーカー形を呈する士坑であった可能性もある。前期の士坑で特徴的なものには、底面近くに土

器が埋設されているもの(18土)や、士坑底面の壁際に楕円形の浅いピットを有するほか、 5基の関口

部付近を巡るピ、yトを有するもの (57土)がある。

縄文時代後期の土坑は、台地の地形に沿い列をなすように密集して分布している。遺構の重複関係は、

前期の土坑のほか、後期の土坑聞でも見られる。土坑の形態には、遺構確認面から土坑底面までが比較

的浅く皿形を呈するもの、フラスコ状、袋状を呈するもの、規模の小さいいわゆる小ピット、壁が垂直

に近く直線的に立ち上がりビーカー形を呈するものとおおむね前期の土坑と同様である。前期の士坑と

同様、比較的浅く皿形を呈するものは、遺構確認が遅れたため本来は、アラスコ状、袋状土坑やビーカ

ー形を呈する土坑であった可能性もある。特徴的なものには、土坑上部を掘り込み土器を埋設したと恩

われるもの (27土)、土坑底面の壁際に溝の巡るもの (78土)がある。

士坑の形状のなかで比較的浅く皿形を呈するものは、本来フラスコ状、袋状を呈する士坑であったも

のが、遺構の確認が遅れた結果、本来の土坑の下部のみを検出し、その形態によって判断している可能

性があると述べた。調査区中央部には縄文時代後期の遺物包含層であるNa層が、地点にもよるが暗褐

色土を主体とし、厚く堆積している。このNa層を掘り込んでいる土坑が容在することは、調査区に設定

Lてあったベルトの観察により判明している。しかし、土坑の堆積土の多く古司Va層と同様に暗褐色土

を主体にした堆積士であること、また士坑聞の重複も多い状況のため、 Na層での遺構確認は一部を除

いて困難であり、調査区中央部で検出した土坑については、大半を基本層序第V層以下で確認した。そ
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のため、仮にIVa層の層厚が80cmの地点で、 IVa層を掘り込んでいた土坑を第V層以下で確認した場合

には、少なくとも80皿にわたる土坑上部の情報、例えば各種の墓標や関口部周囲のピット等由主存在し

ていたとしても、その情報は失われたこととなる。また、土坑には前述したIVa層を掘り込む土坑のほか、

土坑内にIVa層が入り込んでいる堆積状況を示すものがあり、 IVa層より新しいものと古いものとがあ

るが、第V層以下で確認したことによりIVa層との新旧関係についても大半が不明となってしまった。

また、先述した、土坑の項では、調査区中央部で検出した土坑の堆積状況について、大半を人為堆積

と考えられると記述した。人為堆積と判断した理由については、縄文時代に相当する基本層序第IV層が

主に黒褐色を呈するのに対して、主として士坑堆積土中に基本層序第四層に起因すると思われる、パミ

ス、ローム等を含む堆積土が存在することや、個々の士坑において主となる堆積土が暗褐色土を呈する

ことによった。しかし、 IVa層が内部に入り込んで堆積している土坑を確認していることもあり、個々

の土坑について人為堆積と判断したものについても個々の土坑を埋めようとして堆積したものか、個々

の土坑とは関係無く、 IVa層としての性格を持つものが下部に存在する土坑に入り込んだものかは、本

来の掘り込み面周囲の状況と同様、第V層以下で確認したことによりIVa層との新旧関係についても大

半が不明となってしまった。これら、主として検出した士坑とIVa層との関係に係わる点について、調

査の反省点として述べてお〈。

土器については、縄文時代早期から後期の土器が出土している。うち、縄文時代早期については、早

期中葉の蛍沢AII式土器と恩われる土器 I片の出土である。縄文時代前期では、円筒下層a式、 b式、

d式土器が出土しているが、 d式なかでも円筒下層d.式土器が多数である。縄文時代中期では、円筒

上層a式土器が僅かであるが出土している。縄文時代後期では、十腰内 I式土器周辺の土器が出土して

いる。平成10年度の調査では、縄文時代晩期以降の時期の土器は出土していない。

いずれも調査区中央部の台地上で大半が出土したものであり、これを中心に徐々に周縁に向かうにつ

れ密度が薄くなる傾向が見られる。また、出土層位は縄文時代後期の包含層であるIVa層からの出土が

大半である。

石器は、先述した器種が出土している古え石銀、石匙、大石平型石箆、有溝石錘等の器種の占める割

合が高いものと恩われる。また、今年度調査の主体となったIVa層精査時に、水晶が出土したことを契

機に出土水晶も取り上げて報告した。出土水品の中には、山梨学院大学十菱駿武教授に鑑定頂いた

ところ、先端部等に使用された痕跡の可能性のあるものも春在する。

土製品並びに石製品は、いずれも多種類が出土している。土製品では、土器片利用土製品古丈石製品

では、三角形岩版、円形岩版等がそれぞれの半数以上を占める状況である。

以上、平成10年度の調査における検出遺構と出土遺物について概略を述べた。

本遺跡の発掘調査は、当委員会がこれまで平成10年度から平成12年度の3次にわたり実施しており、

本遺跡において主体部と恩われる調査区中央部の台地については、平成13年度に調査実施予定である台

地の北側580rrlを除いて調査が終了している状況である。 2次以降の調査においては、縄文時代後期の

配石遺構や、前期の埋設土器遺構等新たに検出した遺構もあり、本遺跡の様相が次第に明らかになりつ

つある。これらについては、平成11年度分調査報告等、以降の報告で述べることとする。

最後になりました古久本遺跡の現地調査並びに整理・報告書刊行作業にわたり、ご指導ご協力を賜っ

た多くの方々に、深くお礼を申し上げます。また、現地調査や整理・報告書刊行作業は、今後も、引き

続き実施する予定であり、今後とも、ご指導ご協力を頂けますよう何卒お願い申し上げます。

(小野)
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